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　　　──起──







　別に、転校生だからといって特別視するのはどうだろうかと、浅あさ草くさ千ち春はるは時々思う。

　転校生と言っても同い年の女の子。人として大して違うとも思えないし、とりたてて騒さわぎ立てる事もない。

　もっとも。

　触さわると感電するような女の子だったなら、話は別になる訳だが──




　新学期の教室は、去年と大して変わり無い様相を呈ていしていた。前後左右、六列程度に並べられた生徒の席。曇りガラスで作られた窓に、窓枠わくを引き延ばしたような黒板。少々ガタつく机と椅い子す。その縁ふちには、去年のイタズラ書きらしきイラストが今も小さく残っている。

　それらを何となく眺ながめながら、浅草千春は小さくため息をついた。二年三組、浅草千春。受験生でも新入生でもない今年は多分、高校生活で一番だれる時期だろうと何となく考える。

　周囲ではクラス替えの波を乗り越え、また一緒になれた喜びを分かち合う男子生徒のバカ騒ぎが始まっていた。今年も一緒によろしくな。お前も毎日頼んだぜ、例えば宿題とか色々と。男の子達の手軽な挨あい拶さつ。

　男の子はいいなぁ、と時々思う。女の子と違って、素直に友情や文句を語り合うことができるから。私みたいに上うわ辺べだけじゃなく、素直に何でも話せるから。

　いけないいけない、と首を振る。ネガティブ思考は控えようと思ってはいるのだけど、なかなか止やめられるものでもない。悪い事だとは思っていても、自制はなかなか難しい。

　──私の中に、あのトラウマが残る限り。

　気持ちを落ち着けようと、机の脇わきに置いたコンパスへと視線を向ける。

　コンパスは今日も、赤く塗られたＮ極が礼儀正しく北を向いていた。

　たまには東を向かないだろうか？

「はぁい、じゃあ席につきなさいね、みんな」

　生暖かい声と共に、ドアの奥から担任の先生が姿を見せた。本当に教師なのかと疑いたくなる、妙みように妖よう艶えんで大人おとなびた女の先生。長い黒髪かみと魅み力りよく的なプロポーションを持った人。千ち春はるにとっては去年に続いてお世話になる、担任の長なが峰みね先生。

　その背後にふと、視線を投げる。

　先生の後ろに一人、女子生徒の姿が見えた。

「──あの子が噂うわさの転校生、か。随ずい分ぶんちっちゃいな」

　隣となりの誰かが、ふと呟つぶやく。確かに、と千春も納得して首を縦たてに振った。

　先生の後ろに立つ転校生は、随分と小こ柄がらな女の子だった。頭にツンと尖とがったアホ毛が目立つ。百五十にも届かない身長に、ショートカットの黒髪。胸元はやや、というより相当控えめな子。顔は少し童顔で、丸みを帯びた顔つきだけは可愛かわいらしい。しかしつんと伸びた鼻先と、恐ろしく鋭角的な三さん白ぱく眼がんが異様な緊迫感を醸かもし出していた。何の怨おん念ねんか知らないが、教室に入った時から教室内の全生徒を睨にらみつけている。

　一言で例えると、凄すさまじく剣けん吞のんな女の子。今ひとつ。いあや、明らかに感じが悪い。

　長峰先生が小さく手を叩たたき、注目を集める。

「さぁて、じゃあみんな。今年のこのクラスは私、長峰吉よし名なが担当するわ。では恒こう例れいの担任挨あい拶さつ……と行きたい所だけれど、その前に噂の転校生の紹介と行きましょう。じゃあよろしく、有あり川かわ夕ゆう菜なさん」

　肩かたまで伸びた黒髪を払はらいのけ、長峰先生が隣の転校生へと話を振る。同時に、転校生の少女──有川夕菜が教きよう卓たくの奥に立つ。

　彼女は壇だん上じように立つなり軽く髪を搔かき上げ、転校しての第一声を口にした。

　ツンと澄すました顔から、まるで千春たち全生徒を睥へい睨げいするかのように睨みつけ──

「最初によく聞いておけ。私は貴様らのような連中が大嫌きらいだ」

「……はい？」

　誰かが間の抜けた声を上げた。一応自分の記き憶おくを思い返してみるが、どう考えても彼女とは初対面だった。

　教室に流れた奇き妙みような雰ふん囲い気きをものともせず、彼女はなおも言葉を続けていく。

「馴なれ馴れしい連中は大嫌きらいだ。わざわざ人と関わりたがる連中も。鬱うつ陶とうしいと思うし、何を言ったって、どうせ全部建前ばかりの言葉だろう」

　隣となりで長なが峰みね先生が小さく「あらぁ」と呟つぶやく声が聞こえてくる。壇だん上じように立つ有あり川かわは、そんな先生の声にすら動じない。

「だから最初に言っておく。私は噓うそが嫌いだ。上うわ辺べだけで仲良くしようとする連中も大嫌いだ。つまり私は、お前達と会ったこの初日からしてお前達の事が気に入らない」

「有川さん？」

　さすがに宥なだめようとして、長峰先生が割って入った。

　しかし有川はその制止を無視し、独裁者のように演説を続けていく。

「だったら最初から私に近づくな。忠告しておくぞ。いいか。もしお前達が普段使ってるような、下らない噓や薄うすっぺらい笑顔でこの私に近づいてみろ」

　有川が言葉を切る。直後、彼女は拳こぶしを振り上げ教きよう卓たくへと叩たたきつけた。鈍にぶい音が教室中に響き渡り、数人の生徒がびくりと肩かたを震ふるわせる。

　その様子を眺ながめ、彼女が最後の締め言葉を紡つむぎ上げた。
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「ぶっ飛ばす。私から言いたい事は、以上」

　そう答え、有あり川かわはそこで初めて笑顔を見せた。頰ほおの端はしを僅わずかに吊つり上げ、邪じや悪あくさを演出したような奇き妙みような笑顔。僅かなぎこちなさを交えて。

　彼女はそれで何に満足したのか、軽く息を吐はいて長なが峰みね先生へと顔を向けた。

「それで、先生。私の席は」

「え？　あ、ああ……そこよ。浅あさ草くささんの隣となりね」

「そうですか」

　端たん的てきな返事と共に、有川が悠ゆう然ぜんと歩き始めた。周囲の生徒が怯おびえたように机を引き、彼女はその態度を気にも留めずにこちらへと歩いてくる。

　──史上最悪。それが、千ち春はるの感じた第一印象だった。

　こんな子が世の中にいたのかと疑いたくなる言葉遣づかい。世界で自分が一番偉いとも断言しそうな傲ごう慢まんな態度。初対面の相手に大嫌きらいと言い切るのは彼女ぐらいだろう。そんな子が隣に座る。

　千春もあまり人間関係が上う手まいとは言い難いが、彼女ほど壊かい滅めつ的では無いはずだ。

　もっとも。友人を一人殺している自分よりは、まだマシかもしれないが。

　思わずため息をつき、机の上に置いたコンパスへと視線を落とした。Ｎ極は変わらず北を向き、淡々とその方角を示している。それだけは、いつもと変わらない日常。

　その脇わきを有川が通り過ぎ、隣にゆっくりと腰こし掛かけた。

　どこか苛いら立だたしげに、そして何な故ぜか、少し寂しげに。

　直後。コンパスのＮ極が、西を向いた。

「──えぁ？」

　零こぼれかけた叫び声を、慌あわてて飲み込んだ。隣の男子生徒から怪け訝げんな視線が返ってくるが、何でもないと言い返す。その間にも、コンパスの針先が有川の方をピタリと示す。まるで、磁じ場ばに当てられ壊こわれてしまったかのように。

　目を見開き、隣に座った有川の姿を睨にらみつける。彼女は相変わらず、肉食獣じゆうのような視線で周囲に威い嚇かくを続けていた。その間にも、コンパスは明らかに異質な方向を指していく。有川夕ゆう菜なの方角へ。

「マジ……ですか」

　小さく呟つぶやき、隣を見る。有川は周囲のその全すべてが敵てきであるかのように、殺さつ伐ばつとした空気を漂ただよわせていた。

　その様子を見ながら。千春はふと、口元から小さな笑みを零こぼしてしまう。

　──冗じよう談だんみたいで、けれど冗談ではない話。

　千春の態度に気づいた有川が、鋭い視線を向けてくる。何を笑っている、と問う視線。

　その様子が面白くて、再度含み笑いを漏もらしてしまった。




　前言撤てつ回かい。千ち春はるは小さく、そう呟つぶやく。

　今日は最高の転校生がやってきた。

　最悪で、けれど最高の素質を持った転校生──
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　　　第一章







　もし人類を二つに分けろと言われたら、有あり川かわ夕ゆう菜なには即答できる自信がある。

　家族と敵てき。別に、好きで敵対している訳でもないけれど。

　皮肉げに笑い、夕菜は教室内を見渡した。

　私立、花音かのん高校二年三組。始業式によるクラス替えの影響か、教室内には浮き足立った空気が僅わずかに残っていた。期待とまではいかないにしろ、変化の予兆を感じたような浮遊感。もっともその幸せそうな空気の大半を、夕菜自身がぶっ潰つぶしてしまった訳なのだが。

　軽く首を鳴らし、教室内を睨にらみつける。周囲からは遠巻きに、彼女の耳元に小さく聞こえる内ない緒しよ話ばなしが聞こえてきた。耳打ち程度の、夕菜には聞こえないように配はい慮りよされた声。その小さな声のやり取りは、大半が夕菜へと向けられたものばかり。

　どうせロクな話では無いだろう。望むべくなら噂うわさに尾ひれがついて、全校生徒からさっさと嫌きらわれてしまえばいい。その方が、夕菜にとっては都合がいい。

　ため息をついて、夕菜は左隣どなりに視線を向けた。周囲の噂はさて置き、夕菜には先程から一つ気になることがある。

　隣に座る女子生徒が、明らかに怪しい視線を向けている事だ。嫌けん悪おとは違う、好こう奇き心しんのような視線。人が先程、話しかけるなと言ったばかりの筈はずだが──

「あの、さ。有川さん」

　夕菜は眉まゆを上げた。遠巻きに見つめていた他の生徒が凍こおりつく。

　先程から奇怪な動きを見せる女子生徒を、夕菜は改めて睨みつけた。

　長いストレートの髪かみを揺らし、全体的に活発そうな雰ふん囲い気きを纏まとっている。背は夕菜よりも幾分高く、百六十はあるだろう。制服なのは当然としても、そこから見える胸もスタイルもなかなか良い。快活で、学校の中では人気のありそうなタイプ。夕菜には関係のないことだが。

　軽く腕うでを組み、夕菜はその生徒へ視線を向けた。

「……何」

「あたし、浅あさ草くさ千ち春はる。よろしく」

　にこりと笑い、千春は笑顔と共に手を差し伸べてきた。

　馬鹿かこいつ。

「人の話を聞いてなかったのか。消えろ」

　夕菜の丁てい重ちような返事に、千春の顔へ強烈な亀き裂れつが入る。

「……で、でも隣の席だし、ほら」

「さっき話しただろ。私に話しかけるな。鬱うつ陶とうしい」

　腹立たしい。どうしてそう、無理に割って入ろうとするのか。人が嫌いやがっていると言うのに。

「いや、ほら。有あり川かわさん、まだこの学校に来て最初だし、色々困る事もあると」

「うるさい。私に話しかけるな。馬鹿かお前は」

「でも一応クラス委員って言うか、あたしとしては、その」

「消えろと言っているんだ。聞こえないのか」

　鼻を鳴らし、夕ゆう菜なが僅わずかに顔を歪ゆがめてみせた。

　他人との干かん渉しようは、後々トラブルの引き金になる。だったら最初から関わらないほうがいい。

　もっとも、本心を言えば。せっかく声をかけてくれた彼女に対しては、少し悪いと思うけれど。下へ手たに友達にでもなったりして後で後悔するよりはよっぽどいい。

　また、傷つけてしまうよりは──

「……いい加減にしなさいよ」

　椅い子すの倒れる音が教室の中に響き、夕菜は顔を上げた。

　千ち春はるは、いつの間にか鬼おにのような形ぎよう相そうを浮かべて夕菜の姿を見下ろしていた。反射的に、夕菜も身体からだを一歩引く。

「あのさあ、有川さん。いくら何でも、初対面でその言い方無いんじゃないの。挨あい拶さつぐらいきちんとしなさいよ。こっちが下した手てに出てれば調子に乗って。っていうか大体さ。朝のあの挨拶、あんまりじゃない？」

「……あんたには関係無いだろ」

「関係ある。同じクラスでしょ。私そういうの嫌きらいだから」

　千春の言葉が、夕菜の喉のどに絡からみついてくる。教室内が静まり返り、誰かが「あの子、千春ちゃんに喧けん嘩か売ってるよ」とか「やっちまえ女王様」とか呟つぶやくのが聞こえてきた。どうやら最初から、クラス内の大ボスを相手にしてしまったようだ。

　もちろん、今さら引く事などできない訳だが。

「……私の勝手だ。いちいち口出すな」

「そりゃあ、あたしだって言いたくないけどね。嫌いなのよ、そういうの」

　夕菜は軽くため息をついて、右拳こぶしを鋭く机に叩たたきつけた。周囲の気弱な男子生徒達が、その動作に身体を震ふるわせる。

　千春はびくりともしなかった。

「少しは謝りなさいよ」

「……浅あさ草くさ、って言ったっけ、あんた。喧嘩売ってるなら買うけど」

　挑ちよう発はつの意を込めた台詞せりふを返し、苛いら立だたしげに頭を搔かく。その瞬しゆん間かん、夕菜のショートにまとめた髪の間に、静電気のような光が散った。

　ちっ、と夕菜が小さく舌した打うちをし、顔を不ふ愉ゆ快かいそうに歪めてみせる。

　ストレス性の放電。あまり苛いら立だつと限界を越えて身体からだへの過か負ふ荷かになる恐れがあり、そうすると体調を崩くずしてお母さんや天あま音ねに心配をかけてしまう事になる。抑制カプセルを使うにしろ一日二、三錠じようが限度だ。それを越える負荷がかかると都合が悪い。

　だが、この女に背を向ける訳にもいかない。ここで引けば、みくびられる。それは自殺行為だ。

　常に強く。常に恐ろしい存在。そしてとっつきにくく、誰も関わりたくないと思うような人。夕ゆう菜なは、そういうものに、ならなければいけない──

「わがまま胸無し女め」

　千ち春はるが不意に口元を歪ゆがめ、ぼそりと呟つぶやいた。

　夕菜の手のひらで、高音を響かせる火花が爆はぜた。

「何か言った？」

「聞こえなかったの？　わがまま女、って言ったのよ。ついでに胸なし、って」

「……言うじゃない」

「本当の事じゃないの？　わがままひねくれ転校生。ぺったんこめ」

　夕菜は静かに腰こしを浮かせ、ゆらりと千春の前へと立ち上がった。対抗するように、千春もまた大きな胸元を僅わずかに揺らして腕うでを組む。髪かみを流し優ゆう雅がに立つ千春の姿は、堂々とした威い勢せいすら感じられ──

「はぁいストップ、お二人さんそこまでそこまで。よしよしよし。どーどーどー」

　夕菜の中に混じった殺意は、教室内に割って入ってきた長なが峰みね先生の声に押し流された。

　千春よりもさらに魅み力りよく的なプロポーションを見せつけながら、長峰先生が間に入ってくる。それはそれで腹立たしい。

「はいはい、二人とも朝から喧けん嘩かしない。有あり川かわさんの挨あい拶さつには問題があったかもしれないけど、浅あさ草くささんもそんなに眉まゆ逆さか立だてないで。ね？」

　穏おだやかな長峰先生の言葉に、千春が逆立てた眉を戻していく。

「すいません。つい」

　その顔つきを見つめながら、夕菜は小さく拳こぶしを握にぎってみた。

　手の内で、火力の弱い火花が散る。そんなに大きくは無い。一応、まだ大だい丈じよう夫ぶだ。

「ほら、有川さんも。転校初日から説教は嫌いやでしょ？」

「……すいません」

　上うわ辺べだけの謝罪を述べて、夕菜もまた席へとついた。

　隣となりを睨にらむと、千春からは複雑な視線が返ってくる。敵てき意いと戸と惑まどいと、色々なものが混じった視線。自分も人の事は言えないが、最初から随ずい分ぶんと厄やつ介かいな相手に関わってしまったらしい。

　夕菜は肘ひじをついて席に座ると、ふてくされたように視線を窓辺へと逸そらした。鼻を鳴らし、周囲に見られないようスカートのポケットへと手を入れる。白いカプセルを一錠じよう摑つかみ、そのまま口元へと放り込んだ。

　嫌いやな苦味が、口の中へと広がっていった。




　　　　◆




　夕ゆう菜なは結局、千ち春はるとは一言も言葉を交わさないことにした。喧けん嘩か腰ごしとまではいかないが、気まずい空気をかかえたままの状態。千春も時々は目を向けてきたが、互いに視線を交えてすぐ逸そらす。そんなやり取りが何度かあった。

　その間に、転校初日の予定は淡々と過ぎていく。

　やがて下校時間を迎え、挨あい拶さつを終えると夕菜は即座に教室の席を立とうとした。が、隣となりの千春もほぼ同時に立ったため、仕方なく夕菜は席に戻る。一緒は気まずい。

　千春は僅わずかに視線を彷徨さまよわせ、少し名残なごり惜おしそうに教室から出て行った。

　放課後特有の開放感が、教室の中に満ちていく。夕菜の遥はるか遠くから聞こえてくるような男子生徒の声が、先生の居ない教室内に響いていく。

　──他人といると、息苦しい。

　千春の姿が見えなくなったのを確認し、夕菜もまた教室を出た。他のクラスはまだＨＲが終了していないのか、廊ろう下かにいる生徒の姿がまばらに見える。その合間を抜け、一階の下げ駄た箱へと駆かけ下りていく。

　下駄箱はロッカー式になっていて、鍵をかける事も可能な形になっていた。その棚たなが何列も並び、広めの玄げん関かんは意外にも整然とした雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　夕菜は一番下段のロッカーから靴くつを取り出し、それに履はき替えて玄関を出ようとした。

「お前だろ、浅あさ草くさ」

　不意に聞こえた男の声に、夕菜は足を止めた。陰に隠かくれ、玄関の脇わきから聞こえた声に視線を向ける。

　千春が、玄関入口を出た右手に立っていた。夕菜には背を向けて、鞄かばんを手にしたまま仁に王おう立だちのように佇たたずんでいる。

　玄関口にいるのは千春だけでなく、大おお柄がらな男子生徒も一いつ緒しよのようだ。男の首元を見ると、上級生の証あかしである赤い校章が目に入る。対する千春は、その上級生の姿を見上げるように睨にらみつけていた。

　行く先々、いつもああいう風に喧嘩腰なのだろうか、あの子は──

　夕菜がそんな疑問を感じてる間に、男が口を開く。

「俺おれの友達が煙草たばこやってんの、先せん公こうにちくった奴やつ」

「だから何ですか」

　余計な事を聞いてしまった、と夕菜は思う。

「お前さ。そろそろ正義の味方ごっこ、止やめた方がいいんじゃないの？　って俺おれは思うわけよ」

「別にそんなつもりじゃありません。貴方あなたが間違ってないなら問題ないはずです」

「……んだと？」

　夕ゆう菜なが戸と惑まどっている隙すきに、男はすぐに野や蛮ばんな本性を見せた。不意に伸びた手が、千ち春はるの手首を摑つかみあげる。

「っ、離して！」

「やっぱムカツクわお前。今からその減らず口、叩たたけなくしてやる。ちょっと来い！」

「やめっ」

　男に引っ張られ、千春の身体からだがバランスを崩くずす。その隙すきをついて別の男が、千春の口を塞ふさぎ込んだ。そのまま、無理やり校こう舎しやの裏へと引きずっていく。

　一いつ瞬しゆんの間に、その姿は視界から消えていった。周囲には偶ぐう然ぜんか、或いは誰かが予あらかじめ手配したのか、他の生徒の影は見当たらない。

　春の風に乗せられて、砂埃ぼこりがグラウンドの中をよぎっていく。

　靴くつを正しく履はきなおし、夕菜は盛大な舌した打うちを零こぼした。

「……あいつの事など知るか、バカ。自じ業ごう自じ得とくだ勝手にしろ」

　──余計な事に自分から首を突っ込んで、厄やつ介かい事ごとに巻き込まれるのは個人の勝手。そう考えつつ、玄げん関かん口を出て右へと曲がる。千春の引きずられた跡あとはすぐに判別できた。

　バカバカしい。そう思いつつも、何な故ぜか足を動かしている自分に腹が立つ。

　何となく苛いら立だってくしゃくしゃと頭を搔かくと、髪かみの間に火花が散った。

　千春も千春だが、自分もまたかなりの阿あ呆ほうだとは思う。

　他人とは関わりたくないと考えながらも、ああいう奴やつらを見過ごす事ができない。癖くせ、のようなものだ。

　それは夕菜の血液型がＡＢ型だからだろうか。

　それとも、親の正しい教育のお陰だろうか。

　あるいは──




　　　　◆




　夕菜が校舎裏にたどり着くと、ほぼ予想通りの光景が目に入ってきた。

　校舎裏は草むしりが一いつ向こうに行われていないのか、雑草が雑然と伸びている。壁は落書きで汚れ、あまり好感の持てる場所とは言い難い。その壁際に千春が立ち、周囲は数人の男に取り囲まれていた。そのうちの一人が、千春にゆっくり近寄っていく。

「お前さあ、あんまり生意気な態度してんじゃねえぞ。ああ？」

　千春の顎あごをしゃくり上げさせ、男の一人が千春を見下ろすように口走った。千春は僅わずかに拳こぶしを震ふるわせながら、それでも男達を睨にらみ返している。

「……私は、間違った事はしてません。生意気な態度を取った覚えもありません」

「その態度が生意気だって言ってんだよお前。ええ？」

　男の手が、千ち春はるの胸倉を摑つかみ上げた。それでも千春は悲鳴一つ上げず、男を見上げている。

　気き丈じように、だけど本当は怖がっている。夕ゆう菜なにはそう見えた。

　その様子を見ながら、小さく舌した打うちする。

　二人の間合いが狭すぎる。今飛び込めば、下へ手たをすると千春まで怪け我がをさせてしまう危険がある。実に厄やつ介かいな力──

　ポケットに手を入れ、夕菜は二錠じよう目のカプセルを手に摑つかんだ。それを口元に放り込んだ直後、男が口を開く。

「そうやって調子に乗ってっとさ。誰かさんみたく死んだりしてな、浅あさ草くさ」

　それは嘲ちよう笑しようのような台詞せりふだった。軽快な、冗じよう談だんを言うような言葉遣づかい。

　その言葉に。千春が表情を消した。黒の長ちよう髪はつが僅わずかに浮き、白さを持った顔が浮かび上がる。

　それが怒りなのだと気づき、夕菜の背筋にぞっとするような静電気が流れた。

「あ、もしかして図ず星ぼしかオイ？　お前あの女と仲良かったからな。でもあいつが死んだのって、男絡がらみとかじゃねえの？　あの女、ああ見えて結構やらしいタイプの」

「茜あかねを」

　千春の髪かみが揺れた。夕菜の、目の前で。

「ああ？　何──」

　男の言葉はそこで切れた。

　夕菜が我に返った時、千春の拳こぶしが男の顔へとめり込んた。

　真正面から顔面を叩たたき潰つぶす、容よう赦しやの無いストレート。千春の拳が男の鼻をへし折り、後ろへと仰のけ反ぞらせて尻しり餅もちをつかせた。

　夕菜も、周囲の男すらも、その僅わずかな時間で凍こおりつく。

　その上から、千春がゆっくりと悪あく魔まのような声を響かせた。

「茜を、お前なんかが馬鹿にするな。屑くず野や郎ろうどもが」

　静かな声だった。

　奥歯を嚙かみ、長い髪を揺らして立つ千春の顔色は蒼そう白はくに近い。しかし戦せん鬼きにも近い気迫が、男達を飲み込んでいた。

　──一いつ瞬しゆん、その千春の頰ほおを、涙なみだらしきものが流れたように見えた。

　見間違い、かもしれないけれど。

「っ……この野郎」

　殴なぐられた男が地面に手をついて立ち上がり、怒りの色を見せる。

　夕ゆう菜なは地を蹴けった。

「やりやがったなこの女あまぁ！」

　千ち春はるに殴なぐられた男が立った直後、夕菜の身体からだが千春の前へと滑すべり込む。突然現れた夕菜を前に、男が足を止めた。

　小さく、足払ばらいを放つ。男の脛すねにヒットした瞬しゆん間かん、夕菜は力を加えた。

　パチン

「がっ」

　男の身体からだが、電に撃うたれたように跳はねた。筋肉が一いつ瞬しゆんにして収縮し、その反動で全身が痙けい攣れんする。反動の後、男は意識を失い背中から地面へと倒れこんだ。

　そのまま、立ち上がる事無く完全に白目を剝むく。

　威力調整、タイミング。問題ない、はずだ。

　こんな事にしか力の使いようがない、という事を除けば。

　静かに立ち上がり、夕菜は周囲を睨にらみつける。そして、

「次は、誰？」

　死神のような笑みを、男達へと向けてみせた。

　掌てのひらに火花のような静電気を、幾度となく散らしながら。




　その特性は通称、パラライザーと呼ばれている。

　夕菜はストレスや身の危険を感じると、体内の細胞膜まくの性質が変化するという奇き特とくな性質があった。父の話によると、何でも脳内で分ぶん泌ぴつされるストレスホルモンと、ある特定の成長系ホルモンが異常結合して細胞膜へと影響を与え、カリウムイオンとナトリウムイオンのバランスが崩くずれて放電するとか何だとか。小さい頃に言われたのでよく分からないと聞き返すと、電気うなぎと同じだよと言われた事はよく覚えている。

　簡単に言ってしまえば、歩く感電装置みたいな体質。それは握あく手しゆしただけで相手を気絶させてしまい、悪化すれば自分をも傷つけてしまう事もある、パラライザーという病。

　もちろん自分なりに注意は払はらっているし、感情の起伏さえ無ければ手を触ふれる事も出来る。ホルモン分泌を抑えるカプセルを飲むことで、体調不良と引き替えに放電現象を抑える事も可能だが──不ふ慮りよの事故は、起こる時は起こる。

　いや、起こったことがある。

　だから夕菜は極力、人と関わりたくないと思っている。

　あの人のように、また傷つけるのはもう御ご免めんだから。




　突如現れた夕菜に、男達の顔から血の気が引いていく。

「お、おい……どうした？」

　反応の無い男に、別の男が声をかける。しかし夕ゆう菜なが無言で一歩踏み出すと、その男はびくりと全身を震ふるわせて後ずさった。

　そして向けられる、夕菜への恐怖の視線。異色の力を放つ者に対する、畏い怖ふの色。

　いつもの事だ。そうやって自分は恐れられる。時には、会っただけで逃げられる程に。

　それで構わない。下へ手たに寄ってこられて、間違って怪け我がをさせてしまうぐらいなら、孤独を選ぶ。

　夕菜は僅わずかに顔を伏せ、拳こぶしを握にぎりなおして男達の方へと向き直った。

「……どうした。来ないなら、私からぶっ潰つぶしてやろうか」

　夕菜がさらに一歩踏み出すと、残った男が全身を震わせて反応した。その表情がやがて、怯おびえから怒りの色へと変わっていく。

　小さく舌した打うちを鳴らし、夕菜は指先に力を込めた。

　男達が、夕菜を囲むように間合いを取る。

「……有あり川かわさん」

「黙だまってろ、浅あさ草くさ」

　千ち春はるを制止させ、夕菜が視線を巡めぐらせる。

　別に囲まれた所でどうという事は無い。むしろ問題なのは男達の身体からだの方だ。

　カプセルを服用した直後とはいえ、下手なタイミングで殴なぐられたりすれば衝しよう動どう的にフルパワーで放電してしまう危険性もあった。それは逆に、男達に致命的な怪我を負わせてしまう可能性があるのだ。

　それが、怖い。

　夕菜は下唇くちびるを嚙かんだ。それが彼女の弱った顔とでも思ったのか、男達の顔に笑みが浮かぶ。

　やがて男の一人が、夕菜へと一歩足を踏み出した時、

「ほあたぁーっ！」

　サルの奇声みたいな声が聞こえて、その男が見事ぶっ飛ばされた。

　どこからか現れた男の飛び蹴げりが、夕菜の前にいた雑ざ魚こへと見事に決まった瞬しゆん間かんだった。




　夕菜の視線が、文字通り点になる。

　蹴り飛ばされた男の身体は、校舎脇わきに生えている木に激突して、すぐに動かなくなった。

　夕菜が啞あ然ぜんとする中、とび蹴りを放った男は草むらの中で優ゆう雅がに着地。小さな笑みを浮かべつつ、自信ありげに口を開く。

「決まった。生徒会会長必殺、会長キック！」

　そのままのネーミングだという点はこの際おいておく。

「我ながら百点満点だと思わないかね千春君？」

　自ら会長と名乗った男は、千春に話しかけながら無意味に決めポーズを取っていた。両肘ひじを曲げてお腹なかの方へと持ってくる、いわゆるマッスルな感じのポーズ。その表情が妙みように清すが々すがしく見えるのは何な故ぜだろう。

　状況は理解不能だが、夕ゆう菜なは何となく頭を押さえたくなった。変態、その二文字が脳裏を過よぎる。

　変態の身長は多分、百八十を越える。オールバックの黒髪かみに大きな額ひたい。太陽の光を燦さん々さんと浴び、輝きを放つ細めの瞳ひとみ。縦たて長ながの顔と、異様なほど自信に満ちた笑顔。顔にかけたメガネが無む駄だにマッチしている。男達と同じ赤の校章をつけているところを見ると、おそらく三年生なのだろう。

　制服はタキシードのような白の上下を着込んでいる。両手を組み、顎あごを前に出して男達を偉えらそうに見下ろすその姿は、何故かこの男には不思議と似合っている感じすらあった。

　その男は一言ふむと頷うなずき、千ち春はるに向き直る。

「まあ状況はよく分からんが、こいつが悪役そうだから蹴けってみたぞ千春君！　大だい丈じよう夫ぶかね？」

「……ええ、ええ。まあ。百点です、会長」

「オーケー！　なら問題は無い」

　無いのだろうか。

　変態がニヒルな笑みを浮かべ、呆あつ気けに取られる悪あしき残党どもへと振り返る。

「さて、そこのいかにも悪役チックな男性諸君！　一応こんなんでもうちの生徒会秘書をやっている千春君を苛いじめてくれた落とし前、きちっとつけてもらおうじゃないか！」

　隣となりから「こんなん、は余計です会長」という呟つぶやきが聞こえたが無視することにする。

「……で、出たな馬鹿会長め」

　残った男どもの表情が、動揺に揺れ動く。それは明らかにパラライザーである夕菜よりも、この変態男に対する動揺だった。

「どうした、かかってこないのかね？」

「……くそがっ」

　やがて男の一人が、足を震ふるわせ背を向ける。それに追いすがるように、残った男達もまた脱だつ兎とのごとく走り出していった。




　会長と呼ばれた変態がふぅと一息つき、千春の方へと向き直る。

「大丈夫かね千春君。あまり無茶してはいかんぞ。いつもいつも」

「……すいません」

　気まずそうに、千春が視線を逸そらす。意外とまともな事を言った変態は、優しい瞳で千春の姿を見つめていた。

「私が言っても説得力が無いが、君も少々ピリピリしすぎだな。茜あかねの一件のせいで」

「……はい」

　千ち春はるが弱々しく言葉を返す。少し震ふるえている所を見ると、やはり怖かったのだろう。いくら性格が強気でも、夕ゆう菜なのように奇き妙みような力がある訳でもない。

　彼女も強がりなタイプなのかもしれない。自分と同じで。

　夕菜は何となく納得すると、その二人に背を向けた。

「ちょっと待ちたまえ、そこの君！」

　夕菜は小さく舌した打うちした。そんな夕菜の態度を無視して、変態が声をかけてくる。

「そこのぺちゃぱい娘むすめ君、君のことだよ君のこと。ほら、そこの推定身長、百四十五」

　少々殺意が湧わいた。それでも一応怒りを押し殺し、青筋を立てながら振り返る。

「……何か？」

「君が千春君を助けてくれたのかね？」

「別に。通りかかっただけです」

「ふむ。通りかかったついでに男をぶっ潰つぶしてくれるとは、素す敵てきな女子だな君は！　戦う女の子は好きだぞ、私は」

　意地の悪そうな笑みを浮かべ、変態男が地面に倒れた男を小突いてみせる。先程夕菜が電でん撃げきを叩たたき込んだ男は、まだ気絶したまま大地のベッドに寝転んでいた。

　その様子を楽しそうに見つめながら、変態がぽんと手を叩たたく。

「おお、そういえば自己紹しよう介かいがまだだったな。私はこの学校の生徒会長、末すえ長なが誠まこと！　とりあえずフレンドリーに会長と呼んでくれ。時に君の名前は？」

「お前に名乗る義理は無い」

「うむ、有あり川かわ夕菜君だな。いい名前だ」

「知ってるなら聞くな！」

　何だこの変態は。

「おお、君がやっぱりそうだったのか。朝方、すごい転校生の噂うわさを聞いたからもしやと思えば」

　末長のあくどい笑みに、夕菜は唇くちびるを嚙かんだ。引っ掛けられたような感じが癪しやくに障さわる。それでもあくまで冷静を装い、夕菜は言葉を続けた。

「……だったら、私の噂は聞いているはずだ。私は誰とも」

「有川夕菜君、私は基本的に噂というものを信じない！」

「人の話を聞け！」

「その必要はないな！」

　人としてあり得ない返事が返ってきた。

「例え風の噂でなんと言われようと、例え君が何と言おうと、君が千春君を助けてくれた事実は変わらない。という事はつまり、私や千春君は君に感謝せねばならん！　実に理に適かなった返答だろう？」

　夕菜の背筋に、例えようのない戦せん慄りつが走る。

　バカがいる。ここに一人、恐るべきバカがいる。

「故に、有あり川かわ君。私は君に感謝したい」

「……別にそんなもの必要ない」

「必要だよ有川君！　なんせ君の意志は関係なく、私が謝礼をしたいのだからな！」

「必要ないと言っている！」

「ではまず、お近づきの印に握あく手しゆをしよう！」

　言うが直後、末すえ長ながの手が神しん速そくの速さで伸びた。

「っ！」

　夕菜が慌あわてて一歩身を引いた。む、と顔を上げて末長が唸うなる。

「ふむ。なかなかいい反応だな君！」

「私に触さわるな。それと人の話を聞け！」

「断る！」

　鋭い一言。同時に、末長は再度握手を求めて右手を出してきた。半ば強引に摑つかみかかろうとするそれを、夕菜がさらに一歩引いて身をかわす。

　末長の腕うでに、小型のコンパスが備え付けられているのが微かすかに見えた。

「貴様、いい加減にしろ！」

「握手拒否かね有川君。私は悲しいぞ。私と君は友達ではないのか？」

「誰がいつ友達になったこの馬鹿。私に触るな、近づくなって言ってるんだクソ野や郎ろうが」

「君は千春君を助けてくれた。その時点で私と君は友達だと言ったはずだ！　だからこそ、私は君にお礼がしたいのだよ！」

　末長の言葉に、嫌いやな汗あせが夕菜の頰ほおを伝っていく。

　握手などという恐ろしい事が、夕菜にできるはずも無い。ただでさえ夕菜に触ふれると感電する上、今はこの変態に調子を崩くずされている。そんな状態で握手などすれば、カプセルで抑えていても、夕菜は間違いなく苛いら立だちで相手を高圧感電させてしまう。

　それに第一、男に手を繫つながれるなんてもっての他──

「……なんなんだお前、一体」

「この学校の生徒会長だよ有川君。色々と訳ありの、そして友達想いのね」

　ニヒルな笑みを浮かべ、末長が自じ慢まんげに髪かみを払はらいのけた。夕菜の頰ほおが次第に引きつっていく。

　変態がいる。さっきの男や浅あさ草くさよりも、次元を越えた変態がここにいる。

「という事で有川君。君と私の間には、少々の信頼関係が生まれたと考えられる」

「ふざけるな！　私に信頼関係なんか必要ない！」

「ふふん。強がりな所がまた乙おつだな有川君！　だが朝の挨あい拶さつや友達との握手ぐらい、きちんとした方が人間的にもいいぞ？　という事で握手を」

「貴様、本気で殺されたいのか！」

　さらに迫る末すえ長ながの握あく手しゆを、夕ゆう菜なはすんでの所で避さけた。掌てのひらで何度も火花が散り、夕菜が慌あわてて数歩後ろに下がる。

　危険な兆候だ。自分が動揺していることが、文字通り手に取るように理解できる。だが、カプセルは二錠じよう使った。この短時間で三錠目は危険すぎる。

　夕菜の反応を見た末長が、ふむと小さく頷うなずいた。

「どうやら君は、本気で嫌いやがっているようだな。ちょいとおふざけが過ぎてしまったかな？」

「当たり前だ！」

「それは失礼した。しかし正直、これだけは聞いて欲しいのだよ」

　不意に、末長が真ま面じ目めくさった顔を向けた。その整った怜れい悧りな顔つきに、夕菜も怒り狂った口を一いつ瞬しゆん閉ざす。

「少し、真面目な話をするとだ。私としては、君に正式にお礼がしたいのだよ。何かと無茶をする千ち春はる君を助けてくれて感謝する」

「別に、そんな必要は」

「この通りだ」

　突然礼儀正しく言葉を述べ、末長は頭を下げてきた。先程とは一転した、誠実な態度。

　夕菜が一度不ふ審しんげに眉まゆをひそめ、妙みような挙動が無いかを探り出す。真面目なのかバカなのか、或いは二重人格でも持っているのか。

「……訳が分からない、お前は」

　呟つぶやきのように、夕菜の口から言葉が漏もれた。男の態度に頭を悩ませつつ、僅わずかに頰ほおの力を抜く。

「まあいい。だが私は別に、感謝されるような事はしてない。……強しいて言うなら、浅草には無茶をしないよう言っておけ」

「ふむ。やっぱり君は優しいな、有あり川かわ君。友達想いだ」

「違う。友達ではない」

「そうかね？　私にはそう見えるが」

「いい加減にしろ。あんまり調子に乗ってると──」

　末長が僅わずかに、目元を細めた。

「感電する、とでも言いたいのかね有川君？」

　夕菜の身体が、硬直する。

　末長の顔に、悪あく魔まのように狡こう猾かつな笑みが浮かび上がった。

「隙すきありっ！」

　末長の体が動く。

　完全に、反応が遅れた。

「馬鹿、やめっ」

　夕ゆう菜なが悲鳴を上げた時、末すえ長ながの手は既すでに夕菜の掌てのひらを摑つかんでいた。

「っ……！」

　末長の身体からだが、びくりと跳はねあがる。

　その直後、大きな火花が、夕菜の身体を包み込むように光を爆はぜた。

　雷らい光こうのように。




　──言った筈はずなのに。

　誰も近づくなって。私に近づくなって。

　私は、パラライザーだから──




　　　　◆




　夕菜の目の前で、末長の身体が痙けい攣れんするように震ふるえ、そして地面へと崩くずれていく。

「あ……」

　夕菜の足が一歩、ふらりと後ずさった。

　嫌いやな記き憶おく。不意に触さわられる恐怖感。

　感電。麻ま痺ひ。気絶。初恋。怪け我が。迷めい惑わく。

「だから、言ったのに」

　数歩よろめくように身体が震え、直後、夕菜は膝ひざを折って地面へと座り込んだ。

　歯が震えて嚙かみ合わない。血の気が一気に引くように、身体の中から力が抜けていく。

　制せい御ぎよを加えない、なすがままの放電だった。パラライザーの力は制御しない限り、生なま半はん可かな威力ではない。今の一いち撃げき、せめて気絶程度で済めばいいが──もしかしたら、何かしらの後こう遺い症しようが残る可能性すらある。

　他者を傷つける事しかできない力。それが、パラライザーの力。

　だから私に近づくなと言ったんだ。だから嫌いやだと言って──

「ぐっ……」

　末長の身体が、うめき声をあげた。その動作に、夕菜の目が小さく見開かれる。

　驚く夕菜の目の前で、末長と呼ばれる男は確かに二本の足で立ちあがった。

　しっかりと、大地を踏んで。

　あり得ない現象だと、夕菜の冷静な部分が判断する。今の威力を受けて、立てる筈はずが無い──

「……今の。今のこの、痺しびれるような感かん触しよくは、まさか」

　末長は二本の足で立ち上がりながら、自分の手をわなわなと震わせていた。

　そして小さく発した言葉に、夕菜の肩かたが小さく震える。

　──化け物。

　それはパラライザーの力を間近で見た人が、必ず口にする言葉。そう呼ばれて差し支つかえない力、そして他人を傷つける事しかできない力。それがパラライザー。故に、恐れられる。

　それが有あり川かわ夕ゆう菜なという存在。恐れられ、傷つけ、

「この痺しびれるような感かん触しよくは、まさか！」

　そして嫌きらわれ、離れて、いつか人をも殺あやめてしまう。それが、パラライザーの──

「まさかこの感触を、人は恋と呼ぶのかね！」

「……は？」

　夕菜の思考が、別の方向に飛んだ。

　何を言われたのか理解が追いつかない。その間にも、末すえ長ながは目を爛らん々らんと輝かせて夕菜の姿を見つめている。

「この会長たる私が、ついに恋をしたというのかね有川君っ！」

　馬鹿が馬鹿なことを言い出した。ようやく理解が追いついてゆく。ついに夕菜の力は、相手の脳細胞までをも破壊してしまったのか。怪け我がだけでなく、電気ショックで脳に障しよう害がいを与えてしまったのか。しかしその割には元気すぎる。

「実に素す敵てきな出会いだな、有川君！　まさにビビビッとくる運命の直感って奴やつか」

　目の前に立つ末長が、やけに怪しげな目つきを輝かせた。そして突然、ポケットから絶ぜつ縁えん性せい抜群のゴム手袋を取り出し装着する。

　夕菜はようやく我に返り──混乱した。

「ち、ちょっと待てお前。身体からだは、身体は大だい丈じよう夫ぶなのか」

「問題ないな、有川君！　この制服は絶縁能力が高いし、私は常に感電対策を怠おこたっていない。今いま程度のダメージでは問題ないぞ！　まあ、初体験だからちょいとびっくりしたがな」

「……はい？」

　夕菜が間抜けな声で聞き返した。そういえばこの男は、夕菜がパラライザーだという事を知っていた節ふしがある事はあった。

　思考が混乱状態に陥おちいった瞬しゆん間かん、夕菜の手は再度、末長に摑つかまれていた。先程取り出したゴム手袋が、夕菜の放電をも抑える素敵な絶縁性を発はつ揮きする。

「ちょっと待て！　いいか落ち着けよ。それは全部お前の勘かん違ちがいだ変態男！　第一その手袋どこから取り出した！」

　一番混乱しているのは夕菜だった。

「会長のポッケは四次元なのだよ、有川君。無ぶ粋すいなことを聞くな」

　返事も阿あ呆ほうだった。

　どうでもいい質問に一応律りち儀ぎな答えを返されてから、夕菜の手を引っ張っていく。

「さて行くぞ有川君！　私を惚ほれさせた罪は重いからな！」

「ば、馬鹿を言うなお前！　恋なんかじゃない、だから何か勘かん違ちがいしてるだけだ、いいから放せ！　止やめろ！」

「勘違い？　だったらさっきのビリビリは一体なんだと例える！」

「そ、それは」

　パラライザーの性質。そう素直に話した所で、普通は信じてもらえる筈はずもない。しかし先程この男は確かに、夕ゆう菜なに対して『感電する』という言葉を、

「ほら答えられまい。恋は言葉に例えられないのだよ」

「それは違う！　絶対違う！」

　何なんだ。この変態は一体何なんだ。

　頰ほおの端はしを上げた、末すえ長ながの怪しげな笑み。異様な自信に満ちた態度。

「またまたそんな事を言って。恥ずかしがりやだな有あり川かわ君！　そういう所も可愛かわいいぞ？」

「か、可愛いだと！　私を馬鹿にしてるのか！」

　夕菜の背せ筋すじに、滝たきのような汗あせが吹き出てきた。焦あせりと戸と惑まどいと、その他色々なものが混じった冷や汗。

「ふふん。照れ屋な女の子には強引なぐらいが丁ちよう度どいい。さあ行こうか有川君、素す敵てきな君を、是ぜ非ひ一度我らが生徒会室へ招待しよう！」

「ちょ、勝手に決めるなお前！　放せ！　放せってばこの馬鹿！」

　暴れる夕菜の腕うでを無理やり摑つかみ、末長が引きずっていく。

　何なんだ。何なんだ何なんだ何なんだこの変態男は──




　　　　◆




　引きずられていく夕菜の様子を、千ち春はるは呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　その姿が見えなくなった頃。やがてくすりと小さな笑みを零こぼす。

「……なんか、可愛い」

　直感的に感じたことを、小さく呟つぶやいてみた。

　先程まで見せていた殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きの無い、慌あわてふためく夕菜の姿。もしかしたらあれが本来の、彼女の持ち味なのかもしれないと千春は思う。

　彼女の特性上、普段は必死に隠かくしているだけで。

　千春は埃ほこりを払はらって立ち上がった。その途と中ちゆう、ふと彼女に言われた事を思い出す。

　──無理をしないよう、伝えておけ。

　自分も少々、殺気立っていただろうか。先程夕菜と喧けん嘩かをしたのも、考えてみれば自分らしくない行動。普段の自分なら、あの程度で怒る事も無い筈はずなのに。

　後で仲直りしないと。今回の件は、仲直りにはいいきっかけになる。

　雨降って何とやらという言葉を思い出す。

「……これは何の騒さわぎかな」

　小さく背後から聞こえた声に、千ち春はるは振り返った。

　現れたのは、百八十を越える長身の、ひょろ長い男だった。顔にかけた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが輝きを帯び、中年になって刻まれはじめた皺しわが細い顔に鋭さを与えていた。スーツをきちんと着こなし、視線を細めて周囲を観察している。

「浅あさ草くさか。まあ、君が絡からんでいるなら大体分かるが」

「教頭先生」

　千春が呟つぶやくと、教頭先生が小さく頷うなずく。宮みや田た教頭は倒れている面々を見るだけで、事情を大体理解しているらしい。

　まあ正直、この教頭先生にとっては『毎回の事』なのだが。

「この連中は、一度で懲こりずに二度三度……。で、この連中をのしたのはいつも通り末すえ長ながか？　にしても、今日は珍しく一緒ではないようだが」

「あの、先生」

「何だ浅草」

　いつものように状況を判断した教頭先生に、千春がおずおずと言葉を並べていく。

「……実は今日、転校してきた有あり川かわ夕ゆう菜なっていう子、なんですけど」

「ああ。噂うわさは聞いたよ。転校初日から爆弾発言をしたとか。困った転校生もいたものだなと」

「それもですけど。あの」

　千春がたどたどしく言葉を続け、やがて最後の台詞せりふに辿たどり着く。

「あの子……パラライザーです。間違いありません」

　千春の言葉に、教頭先生の息を吞のむ声が聞こえたような気がした。




　　　　◆




　ピンポーン、と間の抜けた校内放送の音が響く。

『長なが峰みね先生、長峰先生。大至急、校長室までお越しください』

　そんな放送を聴きながら、夕菜は変態に引きずられていた。末長の使っているものは並のゴム手袋ではないらしく、夕菜がいくら力を込めても絶ぜつ縁えん崩ほう壊かいの兆きざしすら見えてこない。まあ本当は他の部分に触ふれて感電させてもいいし、もっと電圧を高めてもいいのだが──先程、末長を強く感電させてしまったことが夕菜に引け目を取らせていた。

　そうこうしている間に末長は別館の四階まで足を運び、古ぼけたドアを引っ張った。その部屋に引きずり込まれながらもドアを見ると、入り口には『生徒会室』と書かれている。

　室内には、特に目新しいものは無い。机と椅い子すと文庫棚だな。他、明らかに趣味と思われるプラモデルが棚たなに並んでいる。校内に公然と置いてある所から見ても、部屋を殆ほとんど私物化しているに違いない。

　部屋に入るなり、末すえ長ながは大声を上げた。

「いるかね一いち林ばやしっ！　今日は重大な報告があって来たぞ！」

「何だ昼から騒そう々ぞうしい」

　末長の声を両断したのは、氷のような鋭い一言だった。夕ゆう菜なも一いつ瞬しゆん抵抗をやめ、その男の姿を見る。

　末長が熱血少年なら、こっちはクールボーイと例えるべきだろうか。椅い子すに腰こし掛かけ両足を組んで座る姿には、なんともいえない威圧感があった。冷めたように細められた視線は、手元の文庫本に落としたまま。その本の隙すき間まから見せる表情は、冷やかの一言に尽きる。

　末長は夕菜から手を離し、そのまま部屋の脇わきにかけてあった名めい簿ぼリストへと手をかけた。そのまま末長の札ふだの隣となりにある『南みなみ茜あかね』の札をひっくり返し、

「本日付で、この有あり川かわ夕菜を我が生徒会の一員とすることになった！　ちなみに会員ナンバーは〇二だ。ＯＫかね、一林？」

　裏に、噂うわさの四次元ポッケから取り出したペンで『有川夕菜』と書き綴つづった。

「〇二？」

　一林と呼ばれた男が文庫を閉じ、初めて視線を上げる。

　生徒会室の脇に置いてあるコンパスが、僅わずかに揺れた。一いつ瞬しゆん流れる、奇き妙みような沈ちん黙もく。

　一林と末長の間に、謎なぞのアイコンタクトがあった。

「了解した。会長の想い、しかと受け止めた。許可しよう」

「さすがは我が友だ一林！　全部お見通しだな！」

　夕菜の意志は最初から無視だった。

「ちょっと待てお前ら！　私は何も返事してないだろ！」

　夕菜の絶叫を無視し、末長が親指を立てる。一林も合図を返すように、親指を立てた。

　やっぱりこいつらは変態だ。変態以外の何者でもない。

「さらに、一林。素す敵てきな事に、私はこの有川夕菜に恋をした。素敵な両想いでな！」

「両想いじゃない！」

　夕菜が必死に腕うでを振ってアピールする。が、すればするほど滑こつ稽けいに見えてきて情けない。こういう事をしていると、

「照れる必要は無いぞ有川君！」

「違う！」

　やはりこう言われるのだ。それが癇かんに障さわってイライラする。先程から、夕菜の髪かみの中ではストレス性の放電現象が全く収まらない。

　そんな夕菜の様子を見ながら、ふむと頷うなずき一林が呟つぶやいた。

「照れ隠かくしとは乙おつだな。私はこういう属性は大好物だ。茜あかねよりも貧乳なのが残念だが」

「こ……この類友どもが」

　精一杯の皮肉を込めて吐はき捨てる。末すえ長ながは聞き逃さなかった。

「君も今日から、その類友達の友人なのだよ有あり川かわ君！」

「ふざけるな。私が友達なんかになってたまるか馬鹿野や郎ろうが！」

　心の底から、夕ゆう菜なは声を張り上げた。

　絶対に御ご免めんだ。こんな変態に付き合ってやる義理など全く無い。それは例え、この変態が優しくてスタイルのいい理想的な男性であったとしても同じ事。

　誰とも仲良くならない。それは有川夕菜の信念であり、パラライザーとして当然の姿勢。今は少々この男の不思議な態度に惑まどわされているが、本来の夕菜はもっと冷静で、冷れい徹てつなはず。

　誰とも触ふれない。関わらない。それが、夕菜にあるべきスタンス。

「友達にはならない、か」

　末長が不服そうに頷うなずく。気がつくと、漆しつ黒こくの瞳ひとみが夕菜の姿を覗のぞき込んできた。

「でも本当は、もっと誰かと仲良くなりたいと思わんかね？」

　末長の瞳が一いつ瞬しゆんだけ、満月のように暗い光を輝かせる。

「どうして最初からそう、邪じや険けんにする？」

「……黙だまれ」

　夕菜の口が、反射的に言葉を紡つむいだ。余計なことを言うな、と。

　末長はなおも引かず、続けてくる。

「怖いかね？　近づいてくる人がいると。まあ確かに、君にも怖い事はあるだろう。あれ、とかな。だが君は、本当はそれ以上に、ズケズケと人の心に踏み込んでくる他人を怖がっているだけでは」

「うるさい！」

　夕菜の声が、酷ひどく歪ゆがんだ。何に対する苛いら立だちなのか、夕菜には判断できなかった。

　パラライザーに対し不用意に近寄ってくるこの男に対してか。それとも、別の何かか──

　夕菜の思考が硬直した時、ピンポーン、と再度校内放送の合図が響く。

『有川夕菜さん。有川夕菜さん。校内におられましたら至急、校長室まで来てください』

　何となくほっとした気分になり、夕菜は即座に踵きびすを返した。至急と言われれば急ぐ必要がある。この男の相手などする暇ひまは無い。

「ふむ。今の放送、おそらくさっきの件だろうな有川君」

　不ふ愉ゆ快かいな声が、背後から聞こえてくる。

「根は真ま面じ目めな千ち春はる君のことだ。さっきの一件、しっかり先生に通報している事だろう。その事に関する話かな。……む、そうだ有川君。何なら私も一緒に行こうか？　事情の説明には一人よりも二人の方が」

「必要ない」

「しかしだな、有あり川かわ君。一応私も当事者であるし、何より二人で校長室までラブラブロードを」

「ついてくるなと言ってるんだ！　鬱うつ陶とうしい！」

　ありったけの眼光で末すえ長ながを睨にらみつけ、夕ゆう菜なは生徒会室のドアを勢いよく閉じた。

　あ、と小さく聞こえた声を無視し、怒りの形ぎよう相そうを浮かべて廊ろう下かを歩いていく。

　──狂っている。あの男は狂っている。嫌いやがる女の子を無理やり連れ込んで、勝手に惚ほれたり人を貧乳呼ばわりして、人の心を抉えぐるような言葉を吐はいて。

　変態が。
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「難なん儀ぎしているようだな、末長」

「うむ。想像以上だよ、一いち林ばやし」

　二人の声が、生徒会室に鋭く響く。末長は刃物のように鋭い視線を一林に返し、小さくため息をついた。そこには、先程のような軽快な空気は全く残っていない。

「この会長も困っている。朝の挨あい拶さつを聞いたときから、少々嫌な予感はしたのだが……予想以上にトゲトゲしい」

「だが握あく手しゆ作戦は上う手まく言ったのだろう？　末長」

「そこは何とかな。少々強引だったがまあ、私の愛があればノープロブレムだよ一林」

「噓うそをつくな。苦戦していたくせに」

　一林の言葉に、末長が小さく頭を搔かいた。小さく喉のどを鳴らし、言葉を続ける。

「まあ、だがとりあえず、上手くはいった。それに何より、有川君は茜あかねより直情的で分かりやすい」

「確かに。まあ、あそこまで直情的なのはどうかとも思うが……」

　一林が目線を細めて末長を睨にらむ。

　末長は軽く肩かたを動かし、準備運動を終えた後のように首を鳴らしていた。

「まあいいさ。では次期作戦を練ろうではないか。まず第一段階、有川君とのコンタクト作戦は見事達成した！　まあ、実際は千ち春はるが不ふ埒らちな連中に襲おそわれるという偶ぐう然ぜんが功を奏した訳だが、とりあえず反省は後にしよう。続いて第二段階、有川君と仲良くなろう計画！」

「ところで」

　立ち上がった末長に、一林が水を差した。

「有川は大だい丈じよう夫ぶか？　今しがた校長室に呼ばれたようだが」

「ん？　それは問題なかろう、一林。有川君は困っていた千春を助けたのだぞ？」

「それは事実だが……」

　一いち林ばやしが室内の脇わきに添えた、コンパスへと視線を逸そらす。くるくると、Ｎ極が回転している。

「有あり川かわのあの性格なら例え何もしていなかったとしても、教頭先生や校長先生と余計なトラブルを起こしかねないぞ」

　一林の言葉に、末すえ長ながが眉まゆを上げた。

「まあ、確かに。だがその点は千ち春はる君がフォローしてくれないだろうか」

「有川は今け朝さ、千春と大喧げん嘩かしていると聞いた」

「そうか？　先程見た限りでは大だい丈じよう夫ぶそうだったが……では念のため、職員室に様子を見に行くと……おや？」

　末長が小さく、眉を上げた。

「一林。もしそこで有川君がピンチになったら、この会長が格好良く登場する。これはもしや、ピンチの有川君を助けて親密になるイベントの完成ではないかね、一林？」

「そう上う手まく行くものかな、会長。私には、あの有川がピンチになる様子など思い浮かばないが」

　そう返事をしつつ、一林もまた文庫を閉じて立ち上がった。
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　夕ゆう菜なが校長室のドアを開けると、目の前には四人の男女が立っていた。

　真正面に、人間を横に引き伸ばしたような校長先生が座っている。妙みようにふっくらとしたお腹なかは、卵でも孕はらんでいるのでは無いかと疑いたくなる体型。そのコミカルさとは裏腹に、皺しわを刻んだ頰ほおと細く定められた視線が夕菜の姿を鋭く睨にらみつけている。

　その右手には、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを携たずさえた教頭先生の姿。

　左手には、千ち春はるの美び貌ぼうをさらに強化したような、グラマーな女性──長なが峰みね先生。

　最後に隣となりへ視線を向けると、三人の先生方から少し外れた場所に千春が立っていた。少し気まずそうな雰ふん囲い気きなのは、先生方と一緒にいるからだろうか。

　夕菜は千春から視線を外し、目の前に立つ三人の教師へと冷やかな視線を流した。会話を交える対象者を探し、その相手を校長先生へと見定める。

「それで、何の用でしょうか」

　いつものトーンで、夕菜は口を開いた。

　相手が教師だろうと生徒だろうと、態度を変えるつもりは無い。夕菜がパラライザーである限り、相手にするのは拒絶と否定。

　ポケットに手を入れたまま、夕菜は目の前の一番偉えらいデブ校長を睨みつけた。

「……有川。転校初日から暴行事件を起こしたそうだな」

「浅あさ草くさからもう聞いていると思いますが。手を出した向こうが悪いんです」

　ドスの利いた校長の声に、夕ゆう菜なも負けじとトーンの低い声で言い返す。

　校長は一度大きく息を吐はき、両腕うでを組んで身体からだを前に乗り出してきた。

「その辺の事情は聞いた。君が悪くないのは我々も分かっている。だが何な故ぜ、私達に伝えない。浅あさ草くさを助けたいのは分かるが、下へ手たをすれば君まで怪け我がする危険もあった」

「その点は問題ありません。怪我するのは相手だけですから。それに先生を呼びに行ったら手遅れになると思ったので、私が自分でやったまでです」

「しかしだ、有あり川かわ」

「それともう一つ」

　夕菜は軽く髪かみを払はらった。

「私は教師程ほど、この世で信用できない職業は無いと思っていますから。自己保身しか考えないような大人おとな達」

　夕菜は皮肉めいた笑みを返してみせた。今まで一度として、教師という存在が夕菜に益をもたらした記き憶おくは無い。少なくとも、夕菜には。

　冷れい徹てつな言動に、校長の表情が歪ゆがみを帯びる。

「有川。私もあまり口がいい方では無いが、もう少し言い方というのがあるだろう」

「これが私の喋しやべり方ですが」

「だったら直せ。その言い方は相手に失礼だ」

「断ります。用件は以上ですか。では失礼します。ここは息苦しいので」

「有川！」

　校長の制止を聞かず、夕菜はくるりと背を向けた。そのまま、木製で作られた校長室のドアを勢いよく開く。

「ぐぇっ」

　ドアの向こうで、何かがつぶれる音がした。先程から腹の立つほど聞き覚えのある、ドア越しの叫び声。

　隣となりに立つ千ち春はるがくくっと小さく笑い、夕菜の表情に青筋が立つ。

「……だから言ったろう、会長。あの有川に限って、ピンチに飛び出す暇ひまなど無いと」

「確かに君の言う通りだったな一いち林ばやし！　だが私は負けんぞ」

　夕菜は再度ドアを蹴けりつけた。鈍にぶい音と共に、ドアが反対側で喋しやべっていた男を直ちよく撃げきする。

「ぬぐぉっ！　止やめたまえ有川君！　ドアは開いとる、それ以上やると壊こわれるぞ！」

「壊れてしまえクソ野や郎ろうが！」

　力を込め、夕菜がさらに蹴りを叩たたき込んだ。その僅わずかなタイムラグの間に、一林がするりと抜ける。

　末長は間に合わず、ドア越しの蹴りが直撃した。

「ぬおっ！　有川君、明らかにわざと蹴っているな！　この会長にそんな事をして！　む、さては愛情表現の裏返しかね？」

「っ、この馬鹿が！　死ね！」

　夕ゆう菜なは右足を軸じくに据すえ、ドアへと振り抜いた。最大の威力を持った回し蹴げりが、校長室のドアへと直ちよく撃げきする。

「ぬぐおぁっ！」

　凄すごい悲鳴が響き、ようやく向こう側の声が沈ちん黙もくした。無言になったドアを前に、夕菜が小さく鼻で笑う。

　何ど処こまでも腹立たしい男だった。こちらが望んでもいないのに余計な世話を焼いてきて、その上うえ人の心の中まで入り込むように、ズカズカと。

　腹立たしい。関わるなと伝えているのに、余計な手を出す馬鹿男。

　こんな男がいるから、私は──

「っ……！」

　背筋を這はうような悪お寒かんが、夕菜の身体からだに駆かけ巡めぐった。

　胃いが跳はね上がるような感かん触しよくと、嘔おう吐と感。膝ひざが突然力を失い、身体がバランスを崩くずしかける。

「やばっ……」

　膝をついた夕菜の視界に、見えない光が弾はじけた。抑えていた火花が音を立てて散り、指先から床ゆかの底へと逃げていく。

　異変に気がついた千ち春はるが、夕菜の傍そばへと寄ってくるのが見えた。

　まずい──

「有あり川かわさん？　どうしたの。何か」

「近づくな浅あさ草くさ！」

　千春に怒声を返し、唇くちびるをかみ締める。千春が動きを止めたところで、夕菜は膝を起こして立ち上がった。冷や汗あせが、夕菜の頰ほおを伝わっていく。

　警告だ。ストレス過剰による異常放電。

「何でもない。ちょっと調子が悪いだけ。今日はもう帰るから大だい丈じよう夫ぶ」

　千春の制止を振り切り、意識を抑えながら歩き出す。

「でも、有川さん何だか」

「うるさい。何でもないと言っているんだ」

　廊ろう下かを歩きながら、眩暈めまいの起こる頭を押さえ込む。

　ストレス性の放電が、夕菜の耐えられる量を超えかかっている。一定以上のストレスによる異常放電が、パラライザーの宿主である夕菜自身をも蝕むしばみ始めている。壁に手を触れ放電を促うながしてもなお、次々と体内から湧わいては夕菜の身体を駆け抜けてゆく。

　薬を飲んで抑えるにしても、今度はその薬の副作用で倒れかねない。三錠じよう目は早すぎる。

　他の生徒と関わらないようにしてからは、殆ほとんど無かった筈はずの感かん触しよくだった。

　ふらつく頭で、事態の要因を探して思考をめぐらせる。結論はすぐに、あの馬鹿末すえ長ながや千ち春はるの顔へと辿たどり着いた。近づくなと言っているのに。どいつもこいつも余計なことばかり言う連中。

　苛いら立だちが募つのり、拳こぶしを廊ろう下かの壁に叩たたき付ける。

　おかしい。この学校は、何かがおかしい。

　人が嫌いやがっているのに、何が楽しくてパラライザーに関わってくる変人ども──
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　千ち春はるが夕ゆう菜なに次いで部屋を後にし、校長室のドアが締まる。その様子を見届けた頃、教頭は口元に小さな笑みを浮かべていた。

「なかなか痛快な生徒ですな」

　そう呟つぶやく教頭に、滝たき嶋しま校長が椅い子すを揺らしてゆっくりと振り返る。

「何がおかしい、宮みや田た教頭」

「いえ、別に。ただ最近の生徒にしては元気がいいなと」

「笑っている場合ではない。これがどういう事か分かっているのか？」

　校長の拳が、デスクに叩たたきつけられる。机の上に置かれていたコンパスが、大きく揺れた。

「有あり川かわの接近時、確かにコンパスの磁じ場ばが狂っていることを確認した。パラライザーの持つ磁場の影響と見て間違い無い。長なが峰みね、入学時に一体何をチェックしていた」

　校長が視線を向けると、長峰は小さく頭を垂れた。長い黒髪かみが揺れ、その瞳ひとみに薄うす暗い色が映し出される。

「申し訳ありません。転校生でしたので、チェックミスが発生したかと」

「これでまた自殺騒さわぎなどが起これば、どうなるか分かっているな」

「はい」

　申し訳無さそうに。しかし何ど処こかで強い光を湛たたえた瞳のまま、長峰が小さく会え釈しやくを返した。その間へ、静かに教頭が割って入る。

「まあ何です、校長先生。過ぎてしまった事はしょうがないでしょう。それより先に、これからの対応を考えた方がいいのでは」

「それくらいは分かっている。……もし何の落ち度が無くとも生徒を強制退学できる権限があるなら、今すぐにでも使いたいものだが」

「ありませんよ、校長」

「分かっている。だが、そのくらい強力な対処が必要だという事だ。触ふれれば感電するパラライザーの危険性を放置しておく訳にもいかん。何かあってからでは遅い」

　そう呟つぶやき、校長は暫しばし沈ちん黙もくした。事態の打開を図るべく思案を巡めぐらし、喉のどを鳴らす。

「まずは自主退学を促うながすべきか。強制退学は難しくとも、それが本人の意思だと言うなら問題無い」

「……その判断は、少し早計すぎませんか？」

　教頭の言葉に、校長の椅い子すが軋きしみを上げた。

「何な故ぜそう思う、教頭先生？　またこの学校にパラライザーを受け入れ、事故を起こすか？」

「いえ、そういう意味では。ただ私個人として、彼女にはなかなか見み所どころがあると思いまして」

「どこがだ」

　疑問形で尋ねる校長に、教頭は黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの縁ふちを押し上げた。

「面白いですよね、彼女。朝の挨あい拶さつを聞く限り、口から出るのは罵ば詈り雑ぞう言ごん。しかし実際には、浅あさ草くさを助けたり末すえ長ながと痴ち話わ喧げん嘩かをしたりと、実に矛む盾じゆんした行動を取っている。まるで親に対する反抗期真っ盛りのような」

「性格の問題ではない。有あり川かわはパラライザー。その危険要素の話をしているのだ」

「分かっています。しかし逆に、もしかしたら何事もなく無事に学校生活を送れる可能性もあるでしょう。なのに、トラブルも起きていないこの段階で自主退学を促す、というのは如何いかがかと思いまして」

「では、その無事に生活できる可能性の為に、他の生徒の安全を無視するのか？」

　宮みや田た教頭の説明を、校長が両断する。そしてふと、思い立ったように眉まゆを上げた。

「そもそも、だ。考えてみれば、有川のご両親は何をしている」

「……父は研究員、母は専業主婦らしいです」

「そういう意味ではない。こちら側に何の説明も無いのかという事だ。親なら娘むすめがパラライザーである事ぐらい承知のはず。それを知りながら、どうしてこの高校に入学させた」

「まあ、確かに」

　滝たき嶋しま校長の瞳ひとみに、ぎらついた光が輝く。

「……明あ日す、まずご両親に学校まで来て頂いて話を聞く。その返答次第で、有川の自主退学を勧める。それで通じなければ、有川が少しでも問題を起こせば即退学、という方向で話を決める」

「……それもどうかと思いますが」

「パラライザーを受け入れない事、それが事故を防ぐ一番の手段。違うかね、宮田教頭」

　室内に、ドスの利いた声が鈍にぶく響き渡った。













　　　──幕間　一──







　校こう舎しや裏。

　去年、それは秋ごろの記き憶おく。

「あー、あー。喉のど元もとテスト。喉元テスト。ドレミファソラシドー、と。えー、本日は晴天なり。えー……と。南みなみ茜あかねさん。私こと、末すえ長なが誠まことはその、あの。何です。つまり……貴女あなたのことが好きになりました。ですから是ぜ非ひ」

　そこまで呟つぶやき、末長が両手を組んで校舎へともたれかかる。

「違う違う！　ベタすぎる！　あー、あー。うん。茜君。私と付き合ってくれれば、生徒会メンバーとしても実に幸せ……違うな。生徒会の名前は建前だ。ではやはりここは、結婚してください？　っていうかまだ結婚できる年ねん齢れいじゃないな。となると」

「何してるんですか、末長さん？」

「うへぁっ」

　ひくっと肩かたを動かし、末長が十歩ほど後ずさる。

　ショートの髪かみをまとめた女の子が、末長の前に姿を見せた。身長百五十程度、線は細いけれど柔やわらかな印象を持つ少女。

「あ、茜君。な、なな、何でここに」

「あ、えっと。千ち春はるに、ここに来たら面白いもの見れるよ、って言われたんですけど」

「ぬぐぅ……あの雌め狐ぎつね秘書め、余計なこと言いおって。後で首絞しめてやるあの馬鹿女」

　ぶつぶつと呟く末長。

「ところで、何をしてたんですか？」

「そ、それはだな。その」

　末長の足が、一歩後ろへ後ずさる。

　冷や汗あせが流れ、末長の顔が硬直した。

「おかしな末長さん」

　手を口元に当て、茜はくすくすと笑った。妖よう精せいのように魅み力りよく的で、大人おとなしい笑い方──

　末長は小さく、拳こぶしを握にぎった。

「あ……あの、茜さん」

「はい？」

　風が、末長の髪かみを揺らしていく。

「あ、あの、その──私と、付き合ってください！」

　頭を、下げた。

「……あ、え。え？」

「お願いします！　私はその、茜あかねさんの事が……好き、なんです」

　イチョウの葉が、一枚ふわりと落ちていく。

　風。

「あー……え、えと」

「だ、ダメですか？」

「いえ。私は……いい、ですよ。お付き合い」

　風が、吹いた。

「本当ですか！」

「はい。……私も末すえ長ながさんの事は、その、悪くは無い人だと思ってますし、その……私も少し」

「そ、それでは！」

「ただ……ごめんなさい。前から言ってますけど、私には触さわらないでください」

　茜がわずかに、顔を俯うつむける。

「ああ。潔けつ癖ぺき症しよう、ですよね」

「ごめんなさい。こればっかりはまだ、昔のトラウマが残ってて……ごめんなさい」

「いえ。それでも、構いません。私はそれでも──」

　それは少し古い、秋の記き憶おく。













　　　第二章







　有あり川かわ夕ゆう菜なの妹こと有川天あま音ね（十四歳さい）にとって、お姉ちゃんという存在は複雑な意味を持っていた。第一の特徴、触さわるとビリビリする。それだけで複雑な上に、このお姉ちゃんは凄すさまじく不器用でぶっきらぼうな性格をしているのだ。そう、色々と複雑な事情のせいで。

　とっても勿もつ体たい無ない、と天音はよく思う。本当はすっごく素す敵てきなお姉ちゃんなのに、そのせいでいつも損をしている。ちょっと可哀かわい想そうだと思うぐらい。

　その問題の姉は今、机の上で無言のまま味み噌そ汁しるを啜すすっていた。うちの母はねぼすけなので、朝ごはんを作るのは天音の仕事。弁当を作るのも天音の仕事。姉も一応料理はできるのだが、姉は電子レンジやトースターと相性が悪いので天音が作る。その代わり、夕食は母と姉が共同で作る。電子機材を使わない、手作りで時間はかかるが美お味いしい夕食。天音の毎日の楽しみだ。

「お姉ちゃん。今日の味噌汁どう？」

「……ん？」

　無言で箸はしを進める手が、ふと止まった。姉はゆっくり顔を上げて、

「いつもより美味しいね、天音」

　ちょっとだけ笑ってくれた。天音も思わず、丸っこい頰ほおが緩ゆるんでしまう。昨日きのうお姉ちゃんは凄すごく疲れていたので、気合いを入れて味噌汁を作ってみたのだ。もっとも気合いを入れたところで、味噌汁の味などあまり変わりはしなかったりする。それでも、天音の密ひそかな情熱が伝わったのはちょっと嬉うれしい事。

　天音が未いまだに信じられないのは、こんなに優しい姉が学校ではいつもトゲトゲしいという事だ。

　以前姉と同じ中学に通っていた頃、学校では悪い噂うわさしか聞かなかった。愛あい想そが無い、怖い、可愛かわいくないだの何だのかんだの。うちのお姉ちゃん可愛いし、愛想が無いのはパラライザーだから仕方が無いんだバカ野や郎ろう、と天音はいつも訴えたいと思っている。

　──でも、お姉ちゃんにいつも止められる。

　パラライザーだって事をみんなにばらせば、もっと悲しい事になるから。姉はいつもそう言って、全部一人で我が慢まんしようとするのだ。

　でも、姉の気持ちもよく分かる。中学校の頃、姉は勇気を出してその話をみんなにした事があった。けれど、その時の周囲の反応は──怖がりと、無視。そして、苛いじめ。姉が必死に話したその事を、一部の男子生徒は冗じよう談だんだとしか思わなかった。そして、その男子達の悪ふざけが原因で、姉はとある男の子に怪け我がをさせてしまった。

　相手は姉の初恋の人、だったらしい。

　どうしてそういう事になったのか、天あま音ねには分からない。ただその時、姉が錯さく乱らん状態で母に泣きついていた姿は、今でも天音の中に鮮明な記き憶おくとして残っている。

　──もう死にたい。母と天音の前で、そんな言葉すら口にしてしまう程に。

　それからだ。お姉ちゃんが、パラライザーの事を口にしなくなったのは。

　お姉ちゃんが学校で、獣けもののように刺とげ々とげしくなったのは。

「……天音。もう一杯、おかわりくれる？」

「うん、いいよ」

　姉の器を受け取って、天音はもう一杯味み噌そ汁しるを注そそぐ。

　化け物のような姉がいる。そういう理由で、天音もまた前の中学で苛いじめにあった。それも多分、姉が何も言わない理由の一つなのだろう。

　お姉ちゃんは頑がん固こ者ものだ。頑固に一人で頑がん張ばろうとする。お姉ちゃんは天音が苛められたことも、パラライザーの事を誰に教えたって受け入れられない事も、昔のうちに全部経験した。だからずっと黙だまってる。そしてお姉ちゃんは、天音やお母さん以外は誰も信じない。もっと言えば、姉はお母さんや天音のことが大切だし、迷めい惑わくをかけたくないって思ってるから黙ってる。

　誰にも怪け我がさせない為に無理してる。お姉ちゃん一人で頑張ってる。

　その気遣づかいは嬉うれしいけれど。正直に言えば、天音から見ていてもその姿は少し──

　痛々しい。

「ありがと、天音」

　器を受け取り、姉が小さく返事をする。そして姉は今日もまた笑顔で味噌汁を飲み、学校では眉まゆを吊つり上げながら歩くのだ。

　そんな毎日でいいのだろうか。何かが最初から、間違っているような気もするのだ。姉が、本当は優しい姉が、そういう無理をしなければいけないというその時点で。

　だからつい、天音は時々聞いてしまう。

「ねえ、お姉ちゃん」

「……ん？」

「新しい学校、どう？」

　聞いてみて、けれどあんまり返事は期待しない。姉の学校に対する感想は「楽しくない」か「行っても意味がない」の二種類で、あまりに機き嫌げんが悪いと「……」になるからだ。今日はせめて「楽しくない」ぐらいであって欲しい。無言はお願いだから止やめてねお姉ちゃん──

「ムカつく」

「え？」

　天音は危うく茶ちや碗わんを落としそうになった。

「む、ムカつく？　お姉ちゃん、学校でなんかあったの？」

「あ、ううん。何でもないよ、天あま音ね」

　戸と惑まどう天音の前で、味み噌そ汁しるの器が空になった。箸はしを置き、姉が鞄かばんを手にして立ち上がる。

　そのまま姉は鏡の前に行き、眉まゆをぐっと吊つり上げた。姉は毎日、自分の迫力を出すために鏡の前で怖い顔の練習をしているのだ。今日は練習前から少し怖いけど。

　姉はそれをすぐに終わらせて、鞄を手に取った。

「学校、行ってくるね、天音」

「はい？」

　今度こそ、茶ちや碗わんが天音の手から滑すべり落ちた。カランと音を立てて、床ゆかの上に転がっていく。

「……お、お姉ちゃん、まだ七時半だよ？　学校八時半からなのに。お姉ちゃん学校嫌きらいじゃ」

「あの馬鹿達とおんなじぐらいの時間に登校したくないの。だから」

「馬鹿って誰の事？　あ、も、もしかして友達！」

　天音の反射的に聞き返した言葉に、姉は──なんと、顔を真まっ赤かにして反応した。

「違う。あんな奴やつら絶対友達じゃない！」

　尖とがりきった、凄すさまじい怒声。それから姉は鞄を乱暴に引っつかみ「行ってきます」と一言きちんと残して行った。玄げん関かん脇わきに常備された、カプセル箱を一つ摑つかんでそそくさと。

　その嵐のような勢いに一いつ瞬しゆん圧倒されて。ぽつりと、天音が呟つぶやく。

「お姉ちゃんが、壊こわれた」
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　言葉にしてから、その意味に気がついた。

　これはヤバイ。天あま音ねの中で何かが警告する。何か素す敵てきな事が起こっている。

　あの不器用でぶっきらぼうで毎日ふくれっ面つらの、でも優しいお姉ちゃんが顔を赤くして怒っている。つまり、本気で怒ることができる相手がいる。

　どんな人なのだろう。友達だか彼氏だか知らないが、姉に関わる面白い隣りん人じん、いやあの複雑な姉に関わるぐらいだから、素敵な変人が現れたに違いない。

　天音は大おお慌あわてで立ち上がると、お母さんの部屋を拳こぶしでバシバシ叩たたきつけた。

「お、お母さん大変！　お姉ちゃんが、あの学校嫌ぎらいのお姉ちゃんが、今、今なんか微び妙みように困った感じで、でも本当はちょっと嬉うれしそうで、あの、あの」

　言葉にならない事を口走った所で、天音の背中から電話のベルの音が聞こえてきた。慌あわてて振り返って廊ろう下かを走り、備えられた受話器を摑つかむ。

「はいもしもし有あり川かわです！」

『あ、もしもし。おはようございます。朝早く申し訳ありません。有川さんのお宅でしょうか』

　天音の返事に答えたのは、ドスの利いたような低い声だった。

『私、花音かのん高校校長の滝たき嶋しまといいます。えーと、妹さん？　そちらに、有川夕ゆう菜なさんのお母さんいらっしゃいますでしょうか？　もしよろしければ、電話を代わっていただきたいのですが』

「こ、校長先生……！」

　天音の背筋に、冷や汗あせが流れた。転校早々、姉の豹ひよう変へんに校長先生直じき々じきのお呼び出し。

「は、はい！　今代わりますちょっと待っててください！」

　受話器を置いて、天音は再びドアへと駆かけ寄っていった。

　何だかすごい事が起ころうとしている。そんな妄もう想そうが、天音の中で広がっていく。




　　　　◆




　自転車のペダルに足をかけ、叩たたきつけるように足を踏む。錆さびた自転車が時折悲鳴を上げ、誰もいない坂道に響き渡る。それでも、タイヤは遅々として進まない。

　夕菜は昨日きのうと同じ坂を見上げ、一度自転車から身体からだを降ろす。それから再度目の前の坂道を見上げ、大げさなため息をついた。

　花音高校は小高い丘の半ばに建っているため、その通学路はかなりの坂道になる。何でも花音の坂と呼ばれており、普通の登校時間であれば他の生徒の姿も多く見えたはずだ。しかし七時半を少し過ぎたばかりの今は、生徒の姿など殆ほとんど見当たらない。

　それでも、夕菜の精神状態は落ち着かなかった。今け朝さからずっと。

　──昨日から、何かがおかしい。

　今日もあの馬鹿と顔を突きつけなければならない。そう考えただけでおぞましい。だけど、学校には行かなきゃならない。その矛む盾じゆんした内容に、夕ゆう菜なのイライラが募つのっていく。

　一度息を吐はき、再び自転車に跨またがる。少々の気合い、そして強烈な苛いら立だちを込めてペダルをがっちり踏みつけた。坂道の半ば、脇わき道みちとＴ字型に交差している道路まで登りきり、夕菜は横から車が来ないか確認する。

「あれ、有あり川かわさん？」

　車は来なかったが、千ち春はるが来た。

　夕菜の眉まゆが、坂道よりも鋭角的に釣つり上がる。

「有川さんってば」

　声をかけられ、夕菜はわざと鬱うつ陶とうしげに視線を返した。それにも関わらず、千春は昨日きのうとは百八十度違う笑顔を向けてくる。

　やがて自転車を押しながら隣となりに並んだ所で、夕菜は口元を歪ゆがめてみせた。

「何の用だ、浅あさ草くさ」

「千春、でいいよ」

「……浅草。用が無いなら」

「千春」

「……。……何か用か、千春」

　千春はにこりと笑みを深めた。

「あ、いや。昨日はありがとね、有川さん。ほら、結局お礼言えずに帰っちゃったから」

「あんた、私のこと嫌きらいじゃなかったの」

「それはそれ。何だかんだ言っても、助けてもらった恩とは別でしょ？　ありがと」

　自転車を押しながら歩く千春の声に、昨日のような剣けん吞のんさは見られない。女にしては珍しい、からっとしたタイプなのだろう。曲がった事は大嫌いだが、ねちねち遠まわしに言う事もしない。直情的な部分は、夕菜に似ているとも言えた。

　夕菜にとって、それはかなり厄やつ介かいな事でもあるが。

「ところで体調、大だい丈じよう夫ぶ？　昨日辛つらそうだったけど」

「別に問題は無い。気にするな」

　邪じや険けんに追い払はらおうとする夕菜の横に、しつこく千春が並んでくる。

「近づくな。私はあんたが嫌いだと言ったはず」

「昨日はありがとね、有川さん」

　千春の視線から逃げるように、夕菜が自転車を一歩横へと引いた。

「べ、別に、ただ通りかかっただけで、助けたくて助けた訳じゃない。何度言ったら分かる」

「噓うそばっかし有川さん。校こう舎しや裏なんて普通来ないから」

　千春が小さく笑う。夕菜はしきりに嫌いやそうな顔を浮かべてみせたが、効果はゼロ。

「という事で、ありがと」

「礼はもういい。調子が狂うから止やめろ」

　夕ゆう菜なが反射的に髪かみを搔かくと、ショートにまとめた髪が僅わずかに放電した。

　苦手なのだ。好意を直じかに向けられる、という事が。その好意はやがて事故や怪け我がへと繫つながる。だから可能な限り、人は遠ざけたいと言っているのだが。

「あのさ。もしかして有あり川かわさんみたいな人を、偽ぎ悪あく者しやっていうのかな。あ、ちょっと違うか。……っていうか、有川さんって本当は一応優しいでしょ。それかすっごく不器用か」

「優しくなんかない。私は千ち春はるが嫌きらいで、千春は私が嫌い」

「嫌いやよ嫌よも好きのうち、なんちゃって」

「違う！　私はただ……その、何だ」

「ただ、何？」

「な、何でもない」

　言葉が出てこなかった。結果的に、夕菜は千春を助けているのだから何とも言い難い。

　夕菜が返事に詰まったところで、千春は大きく吹き出した。自転車を押しながら肩かたを震ふるわせ、笑いを堪こらえようと必死に抑えている。

「有川さん、今の反応はマジ可愛かわいい……」

「は？」

　一いつ瞬しゆん顔をしかめた後、夕菜は大げさなため息をついて千春から視線を逸そらした。

　理解の範はん疇ちゆうを超えている。夕菜は今までの人生で、マジ可愛いなどと言われた記き憶おくが無い。好意を向けられる、という奇き妙みような苛いら立だちに再度髪かみを搔くと、またしても音を立てて静電気が散っていく。

　その隙すきをついて。千春がそっと、夕菜の肩かたに触ふれようと手を伸ばしてきた。

「っ！」

　自転車ごと、夕菜の身体からだが真横にスライドした。今度こそ豹ひようのように鋭く睨にらみ、千春を威い嚇かくする。

「触さわるなと言ったはずだ千春！」

「……ごめん。ちょっと試してみたくて。やっぱり反応は早いんだね」

　千春の視線が、夕菜を射い抜ぬくように流される。

「パラライザーは」

　夕菜の足が硬直した。

　千春の頰ほおが、深い笑みを刻む。

「茜あかねと一緒……っていうのは、やっぱり失礼かな」

　動揺を隠かくし切れなかった、と思う。表情が強こわ張ばったのが自分でも分かった。

　隣となりで、千春がぺろりと小さく舌したを出す。

「ごめんね有川さん。本当は知ってたの。有川さんがパラライザーだって事。……やっぱり不思議？　まあ、色々あってさ。うちの学校も」

　千ち春はるは意味深しんな台詞せりふの後、頰ほおの端はしを僅わずかに落として夕ゆう菜なから視線を逸そらした。

　自転車のタイヤの音が、二人の間でカラカラと鳴り響く。進む坂道はやはり鋭角的で、けれど時おり吹く春風が二人の髪かみを心地よく揺らしていく。

　──先に沈ちん黙もくを破ったのは、夕菜の方だった。

「……一つ、まず最初に聞かせろ。私が触ふれれば感電する体質、という事は既すでに知っているんだな」

「うん」

「じゃあ何で、パラライザーという言葉を使える」

　夕菜の口調に、僅かな怯おびえの色が混じる。自分でその言葉を他人に話すのは久しぶりだ。

「パラライザー、というのは専門用語だ。仮に私の、放電するという体質的な異常を知ったとしても、パラライザーという言葉を知っている人は一般人ではまずいない」

　夕菜は正論を問うた。

　パラライザーという言葉に、社会的な知名度は全くない。パラライザーという症状の発症確率があまりにも低いためか、それとも二は十た歳ちを過ぎると次第に症状が治まってくるせいか。医学的にも未いまだ、病気として正式には認められていない。第一、パラライザーという言葉でさえ一部で使われている俗称に過ぎない。良くて、放電する変人だ。

　少なくとも、千春のような一いつ介かいの学生が知る知識ではない。

　そう答えると、千春はそうだねと小さく呟つぶやいて、

「ちなみに、会長とかも知ってる。多分、あの時握あく手しゆしたのは確認のためじゃないかな」

　夕菜の表情が凍こおりついたところで、千春は少し意地悪そうな笑顔を浮かべた。

「あ、でも惚ほれたってのは本気かも」

「っ、ど、どういう事だそれは。まさかあの馬鹿は、私の事を知りながら感電するような真ま似ねをしでかしたのか」

「多分ね。ほら、会長の握手を凄すごく嫌いやがったでしょ、有あり川かわさん。それでピンと来たのか、それとも、別の何かかな。それに有川さんなら知ってると思うけど、パラライザーって」

　千春がポケットから、円形のコンパスを取り出した。Ｎ極は今日も、元気に東を向いている。

「近づくと磁じ場ばが乱れるからすぐ分かるし。だから昨日きのう、有川さんが来た時に私も知ってたんだよね、本当は。だから少し、普通にお話ししたいと思ったのよ」

　肩かたをすくめて、千春。

「いきなり喧けん嘩かを売られちゃったけど」

　うっ、と夕菜の表情が詰まる。

「あれは酷ひどかったな、さすがに。噓うそだったとしてもカチンときた」

「……そ、そう、だな。あれは少し言い過ぎたと思ってる」

　小さな声で、夕ゆう菜なは言葉を返した。今いま更さら噓うそをついても仕方が無い。

「ま、あたしも話すとき結構緊張してたし、ちょっと、意地になってた部分もあるけど」

　千ち春はるがまた小さく舌したを出す。可愛かわいい顔に似合った、小こ悪あく魔まのような仕し草ぐさ。

「って事で昨日きのうの事は全部水に流して、ね。っていうか昨日の挨あい拶さつって全部噓でしょ？　本当は有あり川かわさん、友達欲しかったりとかしない？」

「べ、別にいらない、そんなの。私に近づくな」

　千春の意地悪な笑みに、自信なく言い返す。妙みように馴なれ馴れしく嫌いやな予感たっぷりな言動に、夕菜は足を速めた。千春は相変わらず嬉うれしそうについてくる。

「何かさ、有川さんって」

　学校の正門が見えた頃だった。

「実はシャイ？」

「な、ば、馬鹿にするなお前！」

「そう？　結構いい所突いたと思ったけど──」

　夕菜は自転車のペダルに足をかけ、一気に体重をかけた。あ、と千春が声を上げた時には、夕菜の自転車は既すでに坂道を走り抜けていた。

　怒りをペダルへとぶち込み、坂道を一気に登っていく。

　腹立たしい。そこまで知っていながら関わってくる千春の事が。

　ペダルをアクセルのように押し込んで、夕菜は自転車を走らせ正門をくぐった。そのまま自転車を駐ちゆう輪りん場へとぶち込み、誰もいない廊ろう下かを歩いて教室へと向かう。

　考えてみれば千春もすぐここに来る訳だが、それまでに表情を整えておけばいい。いつもの冷静さを取り戻すには、十分な時間があるはずだ。

　そう考えつつ、夕菜は教室のドアを開く。

「おや？　随ずい分ぶんと早い登校じゃあないかね有川く」

　ドアを閉めた。鍵も閉めようと思ったが見つからなかった。残念ながら閂かんぬきも見つからなかったし、馬鹿につける薬も見当たらなかった。仕方ないので自力でドアを押さえ込む。

「どうしたのかね有川君！　この会長がいて何か不都合があるのかね！」

「存在自体が不満だこの馬鹿！」

「全否定とは悲しいな！　有川君、人はもっと互いを受け入れるべきだと思わないかね？　そしたら世界はもっと平和になる！」

「だったら私の平へい穏おんを乱すな消えろ！　大体お前、何で私の席に居座っているんだ！　くそっ！」

　ドアノブに手をかける力が、上う手まく入らない。動揺のせいか、それとも力の差か。すぐにドアはこじ開けられ、中からあの腹立たしい末すえ長ながの笑顔が現れてきた。

「いかんな有川君。君はもっとみんなとフレンドリーになった方がいいと思わないかね？」

「誰がなるか馬鹿。私はパラライザーだ。あんたも知ってるんだったら近づくな！」

「ふむ。やはり怖いか？　この私に怪け我がをさせる事が」

「当然だ」

「と言いつつ、本当はそれ以外の理由もあるんじゃないのかね？」

　夕ゆう菜なは唇くちびるを嚙かんだ。この男はいつも、癇かんに触さわる言葉ばかり並べてくる。馬鹿な言動のくせに、時おり夕菜の中に鋭く突き刺さる物がある。

　だから、イライラする。

「それに君がパラライザーでも心配ご無用！　私には諸しよ所しよの事情により電でん撃げき耐たい性せいがある」

「テレビゲームみたいな事を言うな」

「うむ。それに何だ。こうしてゴム手袋をつければ問題ない」

「人の話を少しは聞け貴様！」

「断るっ！　私は我わが侭ままだからな！」

　末すえ長ながは夕菜の言葉を全部無視した。いつの間にか備えた例のゴム手袋で、夕菜の両手をしっかりと握にぎり締めてくる。

「だ、だから触るのは止やめろと言っているんだ！」

「ボディタッチはコミュニケーション方法の一つだよ有あり川かわ君！　さあ、とりあえず我らが生徒会室でゆっくりと話でもしようか」

　夕菜の背筋に、おぞましい静電気が伝わっていく。

「いい加減にしろお前。本気でぶっ飛ばすぞ！」

「怖がっていては何も始まらないぞ！　君は自分でも気づいているだろうが、少し臆おく病びようすぎるきらいがある。もっとオープンにしたら」

「ふざけるなああっ！」

　夕菜の中で、ぷつんと何かが切れた。この馬鹿にぶつける薬は力しかない。これ以上調子に乗せると──後で、絶対に後悔する。

　ポケットのカプセルを一錠じよう口に放り込み、夕菜は拳こぶしを握り締めた。体内の全電圧を降下させ、それでも残る電撃を手のひらで弾はじく。相手を殴なぐり飛ばしたとしても、絶対に影響が無いよう狙ねらいを定め、鋭い視線で相手を睨にらむ。

　不意に変化した夕菜の気配に、末長がぴくりと反応した。

「む。ち、ちょっと待ちたまえ有川君！　何を」

「私に」

　右手を末長の顎あご下に構え、

「触るなと言っているんだ、この馬鹿男が！」

　大きく振りかぶった。威力を調整した強烈なアッパーが決まり、鈍にぶい効果音が響く。末長の身体からだが一いつ瞬しゆん宙に浮き、周囲に並べられた椅い子すをなぎ倒しながら崩くずれていく。

　椅い子すや机の倒れる音が、無言の教室内に響いていった。

「……馬鹿が」

　末すえ長ながを見下ろしながら、夕ゆう菜なが呟つぶやく。綺き麗れいに振りぬいた右手を押さえつつ。

「いいか。憶おぼえておけ。私は、私はもう、誰にも怪け我がさせたくないんだ。だから私に近づくんじゃない、クソ野や郎ろうが！」

　それだけを言い残して、夕菜は踵きびすを返して廊ろう下かに出た。

　下らない。私自身も下らない。こんな変態相手に、感情を露あらわにしてしまうなど──

「あらあら、有あり川かわさん。朝から元気いっぱいなのね」

　真横からかけられた声に、夕菜が一いつ瞬しゆん肩かたを震ふるわせて振り返る。スレンダーで大人おとなの魅み力りよくがたっぷりな長なが峰みね先生が、いつの間にかそこに立っていた。

「で、また何かしたの？」

　先生とは思えない妖よう艶えんな雰ふん囲い気きを纏まとい、そっと夕菜に近づいてくる。夕菜は狂犬のように鋭く威い嚇かくを返し、すぐに背を向けた。

「……別に、何でもありません。襲おそわれそうになったのでぶっ潰つぶしただけです」

「あらあら。お相手はもしかして会長かしら？　ま、それくらいの方が女の子は素す敵てきよね。強引な男なんてぶっ潰すに限るわ」

「それは同感です。お騒さわがせして失礼しました」

　珍しい軽口で答え、夕菜は歩き出した。

　背後でふと、長峰先生のため息が聞こえたような気がした。




　一体どうなっているのか、と夕菜は自問する。

　朝早くから来たのは、あの連中と顔を突き合わせないため。なのに朝から、まるで図ったかのように視線が合う。千ち春はると末長、それに長峰先生も、朝早く教室に来る理由が無い。

　まるで、わざわざ夕菜に会いに来ているかのような感かん触しよく──

「……それか」

　小さく、呟つぶやく。

　偶ぐう然ぜんじゃない。これは、わざとだ。

　計画的に、私に。パラライザーである自分に、接せつ触しよくを持とうとしている。

　何な故ぜ？




　　　　◆




「ん……今のは効いたな」

　末長が起き上がると、目の前には素す敵てきなお姉さんが立っていた。長い髪かみを揺らし、春物のブラウスをつけている。その女性は腰こしに手を当て、ジト目で末すえ長ながを睨にらみつけていた。

「こら悪ガキ。また有あり川かわさん苛いじめてるんじゃないの？」

「む、これは長なが峰みね先生。それは誤解であります。私はただ、有川君とスキンシップを取っていただけで」

「有川さん半泣きだったじゃない」

　長峰先生の言葉に、末長がふと眉まゆを上げる。それから僅わずかばかり、苦味を帯びたように頰ほおの端はしを上げた。

「まあ確かに、ちょっとやりすぎましたかな。とはいえ、彼女がまだ慣れてないだけでありましょう。安心してください、長峰先生。彼女は必ずや、この私が温かく抱だきしめて差し上げます！　ついでにチューもできれば」

「会長」

　長峰先生の冷やかな声が、末長の声を両断した。

「これは私の個人的な意見だけどね。もう少し、落ち着いたらどうかしら」

　末長の頰が、僅かに動く。怜れい悧りな瞳ひとみが色を帯び、その表情に冷静さが浮かび上がった。

「……という事はやはり、私が焦あせっているように見えますか。長峰先生」

「ええ。とても」

　長く揺らした黒髪かみが、風に乗ってフワリと揺れる。
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「貴方あなたの気持ちはよく分かるわ。有あり川かわさんの事で必死になるのもよく分かる。だけど少し、焦あせりすぎじゃないかしら？　何をやるにしても順番があるんだから、もう少しゆっくりしてあげなさい。今の会長は少し暴走しすぎよ。普段の冷静さはどうしたの？」

　長なが峰みね先生の言葉に、ふむ、と末すえ長なががうなずいて立ち上がった。

「しかし長峰先生。有川君はああ見えても引っ込み思案なタイプだと私は考えています」

　リノリウム張りの床ゆかから身体からだを起こし、末長は長峰先生へ真まっ直すぐな視線を向けた。夕ゆう菜なの前では見せない、刀のように鋭い眼光。

「有川君はこちらからアクションを起こせば鋭くレスポンスを返しますが、我々から働きかけない限り無反応です。まあ、彼女がそう望んでいるからという理由もありますが……それではまた、かつての南みなみ茜あかねのように孤立してしまう危険性がある」

「……それが、怖い？」

「二度目はごめんです。私とて自分の感情を制せい御ぎよできていないことは多少自覚していますが、それでも私は彼女に何かしらのアクションを続けたいのです。何といいますか、少々落ち着かなくて」

　末長の瞳ひとみに、黒く鈍にぶい色が滲にじみ込む。風の無いはずの教室内で、淀よどんだ空気が僅わずかに流れていった。その風を追い払はらうように、長峰先生が片手で髪かみを振り払う。

「まあ、その気持ちは分かるわよ会長。でも、あまりにも強引に引っ張るのもいけないでしょう？　女の子はもっと優しくエスコートしてあげなさい。そうしないと、ベッドに連れ込む前に嫌きらわれちゃうわよ？」

「……しかし、それでは有川君とのコンタクトが難なん儀ぎになります」

「難しい子だからね。でも貴方あなたがきちんと誠意をもって話しかければ、手ごたえはあるんじゃないかしら？　有川さんだって、好きで寄ってきた人まで邪じや険けんにはしないでしょう」

「邪険にされましたが」

「演技でしょ、あれは」

　堂々と断言する。

「本当に人嫌いな人は、ああいう事は言わないわ。それこそ、こちらが喋しやべりかけても無視するだけ。会長ならそれくらい、とっくに気づいているんでしょう？　有川さんは口が悪いだけで、そんなに悪い人じゃない。少しぐらい、時間をかけてもいいでしょうに」

　長峰先生が頰ほおを緩ゆるめて語りかける。末長は顎あごに手を当て、困ったように天てん井じようを見つめた。

「……ううむ。確かに少々、焦りすぎたかもしれませんな。アドバイス感謝、長峰先生」

「頑がん張ばりなさい、会長。私も期待してるから。それと」

　誰もいない教室を眺ながめ、長峰先生は後方のドアへと視線を定めた。

「そこでコッソリ聞き耳立ててる、浅あさ草くささんもね」

　後方のドアの奥で、影が僅かに揺れた。

「それじゃあよろしく頼むわよ。私は今日ちょっとヤボ用があるから、先生はあまり有あり川かわさんの様子は見れないけど」

「用事とは何ですかな、先生。おデート？」

「仕事中にそんな事しないわ。有川さんの親とのご挨あい拶さつよ。校長がお怒りなの。何でパラライザーを入学させたんだ、って」

　ふぅ、とため息をついて長なが峰みね先生が首を鳴らす。そのまま長い髪かみを揺らし、教室のドアを開いて姿を消した。

　その後うしろ姿すがたを見送りながら、末すえ長ながは再度表情をゆるめていく。

「女の子、というのはいつの時代になっても複雑なものだな千ち春はる君！　この会長では男としての魅み力りよくに欠けると言うのかね」

「……別の意味で、会長は魅力的だと思います」

　妙みように自信の無さそうな声が、ドアの向こうから返ってきた。




　　　　◆




　階段を駆かけ上り、屋上のドアを開く。目の前一杯に空が広がったところで、夕ゆう菜なは苛いら立だたしげにドアを閉めた。背中を預けて座り込み、視線を空へと向ける。晴れた空は夕菜の気も知らず、いつものように満天の輝きに満ちていた。

「……くそっ」

　舌した打うちを零こぼす。昨日きのうからずっとこんな調子だ。奇き妙みような苛立ちが、夕菜の中で不協和音を奏でている。それはやがて、あの馬鹿会長の顔や、千春の顔へと辿たどり着く。

　夕菜がどんなに叫んでも、一向に懲こりず近寄ってくる変人達。お節せつ介かいな千春、馬鹿なノリの会長。事あるごとに寄ってくる変人達。

　──本当は、ズケズケと人の心に踏み込んでくる人が恐ろしいのではないかね？

　末長の声が脳裏をよぎり、夕菜は頭を振った。そんな筈はずが無い、と自分を叱しつ咤たする。

　パラライザーの力は、相手を傷つけてしまう。それが怖いのは事実だ。けれど、自分が相手を傷つけてしまう「恐怖」と、あの男の言った「怖い」の間には、何か決定的な違いがある気がする。その「怖い」と呼ばれるものは、夕菜が触ふれてはならない物だ。未知で異質で不確かで、有川夕菜が今まで生きてきた中で恐れていたもの。

　それはいつも、夕菜を仲間はずれにしていた物。

　もう一度、頭を振る。考えがまとまらず、今は一時的にパニックになってるだけ。そう思い直し、夕菜はまた普段の青空を見上げた。

「ふむ。随ずい分ぶんとお困りのようだな、有川夕菜」

　ドアの上から、細く冷めた視線が夕菜の様子をのぞき込んでいた。

「なな、な……っ。何をしている貴様。確か一いち林ばやしと言ったな」

　言葉にならない悲鳴をあげ、しかし慌あわてて口をつぐんで睨にらみつける。

　夕ゆう菜なの遅れた演技に対する冷笑か、一林は頰ほおの端はしを僅わずかに吊つり上げるシニカルな笑みを浮かべて見せた。一林は屋上より一段高い場所にある給水塔とうから、視線を細めて夕菜の姿を楽しげに見下ろしている。

　夕菜もまたいつもの表情に戻し、一林を睨みつけた。

「ここで何をしている、お前」

「ふむ。何を、と聞かれてもな。君は知らずに来たようだが、朝、屋上で本を読むのは私の日課だ。冬や夏はともかく、春先はここで本を読むのが好きでな。それに、見張りも頼まれている」

「見張り？」

「ここは神聖な場所だ」

　ぐるりと屋上を見渡す。改めてみると、フリースペースである屋上の周囲にはなぜか異様に高い柵さくが張り巡めぐらされていた。夕菜の身長を三倍にしても届きそうに無い、頑がん丈じような柵。

　その一角に、束に包まれた白い花が添えてある。

「ところで何を悩んでいた、有あり川かわ。見たところ、随ずい分ぶんと深刻そうだが」

「別に、あんたには関係ない」

「会長の事か？」

　図ず星ぼしを言い当てられ、夕菜の表情が歪ゆがんだ。

「分かりやすくて可愛かわいいな、君は」

「……可愛くなんかない。千ち春はると同じ事を言うな」

「ふむ。会った時にも思ったのだが、どうも君は自分を少々卑ひ下げする傾向にあるようだ。君が何と言おうと、可愛いかそうでないかを決めるのは周囲の勝手。あと私の好みと。まあ、私は長なが峰みね先生みたく綺き麗れい系のお姉さんが好みだから君は論外な訳だが。ちなみに、会長はどちらかと言うとロリ系好みだから君の趣向と」

「おい」

　夕菜が声をかけ、一林の姿を見上げた。

「一つ聞かせろ。どうせあんたも、私がパラライザーだって事は知ってるんだろ。……私は最初から近づくなと言っているのに、どいつもこいつも何な故ぜ私に突っかかってくる」

「君が好きだからじゃないか？」

「人が嫌いやがっていると言うのに寄ってくる変態好きが、こんなにボコボコいてたまるものか！　千春といい会長といい、貴様といい！　この学校は狂っている！」

　夕菜の絶叫に、一林の視線が細められる。猛もう禽きん類のような瞳ひとみだった。

「ほう。意外と分かっているようだな、有川」

　感心したようにうなずき、一いち林ばやしの身体からだがふわりと飛んだ。夕ゆう菜なの前に着地して、踵きびすを返す。長めの髪かみが揺れ、どこか冷めたような視線が夕菜の身体を見下ろしてきた。

「この学校が狂っている、というのは言いえて正解だ。君も気がついただろうが、この学校はパラライザーに対して異様に敏感だ」

「……パラライザーだと、何か不都合があるのか。この、性た質ちの悪い力以外に」

　夕菜の問いに、一林は皮肉げに笑った。夕菜の前でそっと右手を挙げ、屋上の一いつ端たんを指し示す。

「トラウマなのさ」

　指先には、先程の白い花束が添えられている。

　一林はその一言しか、説明を挟はさまなかった。

「あまり会長を悪く言わないでくれないか、有あり川かわ。何分、一番壊こわれてるのはあいつだ」

「そんなの見れば分かる。あの馬鹿は」

「そういう意味ではない。君にはそう見えるかもしれないが、会長は会長なりに必死だ。君の気を惹ひこうとね。今は少々、暴走気味のようだが」

「……馬鹿らしい」

「そうか？　本当は満まん更ざらでもないだろう、有川。顔に書いてあるぞ？」

「違う！」

　夕菜がふいと視線を逸そらすと、一林は含み笑いのような声を漏もらした。そして、

「そんなに怖いか？　他人が自分の間合いに入ってくることが」

「──っ」

　辛から味みを帯びた発言に、夕菜が拳こぶしを握にぎる。

　激しい火花が、手の中で小さく弾はじけた。

「私は千ち春はるや会長のように優しくないから、もっとダイレクトに言わせて貰もらう。君はパラライザーとして自分に触ふれられる事を怖がっている。まあ、それは正しい姿勢だろう。しかし同時に、必要以上に他人を遠ざけてもいる。心の中に触れられる事を怖がっている」

「どういう意味だ」

「自覚症状はあるだろう？　パラライザーだって友達はできるぞ？　君が望めば」

「私にそんなものは必要ない」

「それは君がパラライザーだからかな？　それとも、パラライザーであるが故に、友達に裏切られるのが怖いからかな？　果たして、どちらだろう」

　小さく視線を細め、一林は悪意の籠こもった笑みを浮かべてみせた。

「まあ、あとは会長や千春に任せるとしよう。一番引きずっているのはあの二人だから、私があまり口出しするのもよくない。本人がいずれ話してくれるだろうさ」

　そう言い残し、一林は足早に屋上を後にしていった。

　その後うしろ姿すがたを見送りながら、悔くやし紛まぎれのように夕ゆう菜なが呟つぶやく。

「この学校は……一体、何なんだ」

　拳こぶしを握にぎると、夕菜の手の中で小さく火花が散った。




　　　　◆




　有あり川かわ夕菜の母、有川久ひさ恵えが校長室を訪れたのは十二時を過ぎた頃だった。校長室のドアが開かれた直後、滝たき嶋しま校長と宮みや田た教頭の、互いの視線が交差する。今後、有川に対してどう判断するか。教頭と校長の意見は、未いまだ食い違ったままだ。

　長なが峰みね先生の案内と共に室内へ入った久恵は、ふっくらとした印象のある女性だった。少し丸みを帯びた頰ほおに、柔にゆう和わな笑顔。母親らしい穏おだやかな雰ふん囲い気き、と例えていいかもしれない。有川夕菜とはちょうど正反対な印象。

　彼女は小さく一礼し、校長先生の姿を真正面から見み据すえてきた。

　丸く柔やわらかい、優しい瞳ひとみの持ち主だと滝嶋校長は何となく感想を漏もらした。

「初めまして、奥さん。花音かのん高校校長の滝嶋です」

「有川久恵と申します。うちの娘むすめがお世話になっています」

　校長もまた立ち上がり、軽い会え釈しやくを交わす。

「突然呼び出して申し訳ありません。ただ我々としては是ぜ非ひ、お宅の娘さんについて聞きたいことがありまして。お忙しい中、ご足そく労ろうをお願いしました」

「はい。いずれお話が来るとは思っておりました」

　校長が軽く手を出し、久恵に目の前のソファを勧める。「失礼します」と彼女が応じ、ゆっくりと腰こし掛かけた。そのまま軽く二言三言交えて、簡単な挨あい拶さつを終わらせる。

「それで、ご用件とは」

　久恵はすぐに主題を切り出してきた。校長も表情を整え、神しん妙みような顔を作りあげる。

「実は、お宅の娘さんのことについてですが」

「……やはり、夕菜は難しいでしょうか」

　久恵の先を取った言葉に、校長は小さく息を吐はいた。

　軽く唇くちびるを嚙かみ、久恵の姿を真正面に見据え直す。

「既すでにお話は聞いておられるかもしれません。彼女が昨日きのう行った初めての挨拶、既すでに全校生徒に知られています」

「……私はまだ知りませんが、ろくでもない挨拶でしょう。夕菜のことですから」

「ご本人にあとでお聞きください。そしてご存知かと思いますが、パラライザー」

「そちらですね、主題は」

「我々に一言も通達なく問題を抱かかえた生徒を入学させられると、こちらとしても困ります」

　校長の言葉に、久ひさ恵えは小さな頷うなずきで答えを返した。

「はい。その点はお詫わびします……とお答えしつつ、こういう事を尋ねるのは卑ひ怯きようかもしれませんが。もし夕菜がパラライザーだとお伝えしたら、入学させて頂けましたでしょうか？」

　眉まゆ根ねをひそめ、校長の顔が僅わずかに歪ゆがんだ。直後、己の失態に気づきその表情を即座に正す。

　久恵は一いつ瞬しゆん見せたその表情を読み取り、そっと頭を下げた。

「本来こういう事は、先に学校の先生方と相談するのが筋です。そこに騙だまし打ちのような形で入学させた事は、お詫びします。申し訳ありません」

　久恵が再度、深く頭を下げた。その様子に、滝たき嶋しま校長が顔を歪める。

　全すべて承知の上での行動、という事だった。もし事前に学校側がパラライザーの説明を受けていれば、絶対に有あり川かわを入学させない。学校側がそう出る事を知った上で、あえて彼女は有川について何も説明せずに転校させた。そういう事だろう。

　そういう手段を取らなければ、有川はどの高校にもまともに入学できない──

　そこまで理解したうえで、校長は再度確認するように久恵に問う。

「そういう手段を取らないと、パラライザーという特殊な存在は学校に入れない、と」

「はい」

　覚かく悟ごの上。久恵の態度を、校長はそう捉とらえた。その様子を見て、隣となりの教頭が口を開く。

「校長先生。奥さんも覚悟の上での行動のようですし、やはりまずは様子見を──」

「黙だまれ」

　一いつ括かつし、校長は口元を強く結んだ。

　滝嶋校長とて、彼女の気持ちは理解できる。自分の娘むすめを何とかまっとうな高校に行かせたいと考えるのは、ほぼ全国に住む奥様方の共通した願いだ。

　だが、理解できる事と受け入れる事は違う。

「奥さん。お気持ちは察します。しかし我が花音かのん高校には、残念ながら少々込み入った事情があるのです。パラライザーに関して」

　校長の言葉に、隣に立つ教頭が僅わずかに視線を伏せる。

「もちろん、普通の高校においてもパラライザーは受け入れ難い存在でしょう。しかし本校にはそれ以上に厄やつ介かいな理由があります。パラライザーは受け入れられない、特殊な理由が」

「……と仰おつしやいますと？」

「昨年、南みなみ茜あかねという生徒が起こした事件について、何かお聞きになられていないでしょうか。高校生の自殺事件として、ニュースでも報道されましたが」

　カーテンの隙すき間まから差し込む日差しに、僅かな陰りが満ちる。

　久恵は何も答えず、無言のまま薄明るい瞳ひとみを向けた。

「南茜は普段、非常に大人おとなしく素そ行こうの良い生徒でした」

　少々重い話になります、と校長は前置きした。

「しかし昨さく年ねん末のことです。彼女は突然、去年校長を務めていた安あ部べ先生を階段から突き落とし、全治二ヶ月の重傷を負わせました。その事件を目もく撃げきした他の生徒の話から事情を聞いたところ──南みなみ茜あかねは安部校長を突き落とした後、その現場から逃げたそうです。それを聞いた先生方は、明らかな暴行事件だと考え南茜を問い詰めた。やがて事態は警察沙ざ汰たへと発展し、南茜は出頭することになりました」

　静かに、校長は目を閉じた。隣となりに佇たたずむ教頭も同じように。

「事態は慌あわただしくありましたが、事件の処理は着々と進んでいたと私は聞いています。事故の対処、警察への連絡……それが、かえって彼女を追い詰めたのかもしれません。南茜は翌日、自殺しました。学校の屋上から飛び降りたそうです。事件の概がい要ようは、それで全部です」

　それは、黙もく禱とうのようにも見えた。

「彼女は、普段は大人おとなしいけれど、何かの拍ひよう子しに突然キレる若者の代表例だった。今回も何らかの理由で安部校長を衝しよう動どう的に突き飛ばした。そして警察に追い詰められたことを理由に、彼女は衝動的に自殺、あるいは罪の意識に苛さいなまれてか──というのが警察側の推察のようです。もっとも、マスメディア側は色々と邪じや推すいしているようですが」

　どこか冷めた瞳ひとみで、校長は言葉を呟つぶやいた。肩かたを軽く揺らし、力を抜く。

「南茜はパラライザーでした。後の調査で分かった事です」

　校長室の脇わきには、小さなコンパスが飾られていた。その指針は綺き麗れいに北を示している。

「昨年末、おそらく彼女なりには注意していたのでしょうが、パラライザーの性質により南茜は前校長に大怪け我がを負わせてしまった。実は茜は安部先生を故意に突き落としたわけではなく、安部先生が階段で倒れそうになった茜を助けようとして、大怪我をした。私は入院している前校長からそう聞きました。茜が自殺した後の話ですが」

「……そうですね。パラライザーの娘むすめがいると、その事故はよく分かります。不本意だった事でしょう」

　久ひさ恵えが小さく頷うなずく。

「ご理解していただける人がいて、私も嬉うれしく思います。……茜は安部先生と実に親しかった。そして彼女は、阿部先生を傷つけてしまった事を酷ひどく後悔していた。その上茜は、警察にも出向かなければならなくなった──そして教師側は、事件の概がい要ようを調査する事で手一杯になり、南茜に対する心理的なフォローが全くできていませんでした。色々なミスが、重なった」

　静かに答える校長の脇で、教頭が小さく呟く。

　一人、そのフォローをできる男がいたのだが、と。

　その声をわざと聞き流しつつ、校長が言葉を続けていく。

「自分が出頭するのは構わない、だけど警察の人を怪我させたら。この学校の人に迷めい惑わくをかけたら。これ以上は──そうやって自分を追い詰めすぎたのが自殺の原因だと、我々は認識しています。もっとも、これは当時彼女の担たん任にんだった長なが峰みね先生から聞いた話と、推測を混ぜ合わせたものです。人の心の真相など、誰にも分かりません」

「……ええ」

　神しん妙みような顔を浮かべ、久ひさ恵えもまた瞳ひとみを閉じた。

「私は今年からこの花音かのん高校へと赴ふ任にんしてきたのですが、パラライザーの不便さについても一応は理解しているつもりです。教頭先生や長なが峰みね先生からも再三にわたって聞きました」

　一区切り置いて、校長は久恵の顔を真正面から見つめ直す。

「──そして私の結論としては、同じ事故を二度繰り返すような事は絶対にしたくないと思っています。自殺する人も、怪け我がをする人もこの学校からは出させない」

「ですから、パラライザーである夕ゆう菜なはできれば受け入れたくない」

「申し訳ありませんが、その通りだとお答えします」

　校長と久恵の視線が、机の上で交こう錯さくする。

「私はトラブル再発防止のため、および生徒の安全のために、娘むすめさんの自主退学が望ましいと考えています」

「──校長先生」

　口を挟はさむ宮みや田た教頭の視線を、校長は無言で睨にらみつけた。そして再度、久恵へと視線を向ける。

「もちろん、これが最良の判断だとは思っていません。生徒を切り捨てるような真ま似ねはしたくない。しかし一番安全な判断だとは思います。私にはこの高校を守る義務がある。奥さんもパラライザーの危険性についてご存知なら、私の目的と相反する事はご理解いただけるかと思います」

　そう語り、校長は身体からだを前へと乗り出した。

「それに、これは私自身の意見ですが──パラライザーという性質は、どう考えても学校という共同生活に適さない」

　ソファに座る久恵の拳こぶしが、小さく握にぎられた。

　その小さな動作に校長も気がついたが、言葉を続けていく。

「私の言っている事は、教育者として間違っているかもしれません。本来、学校側としては彼女のような特殊な体質の持ち主であっても受け入れるべきだとは思います。しかし、パラライザーの性質が他人に怪我をさせてしまう危険性がある以上、そう簡単にはいきません。有あり川かわも他の生徒も、私から見れば同じ一生徒。彼女のためだけに、他の生徒や教師を危険に晒さらすわけにはいかない。……ですので場合によっては、強引な手段を取ってでもお引き取り頂きたい。それが、現時点での私の考えです」

　話を終え、校長は軽くため息をついた。視線だけは外さず、久恵の方へと向け続ける。

　もちろん久恵が有川の自主退学を断れば、有川はこのまま本校の生徒として存続できる。校長には何の落ち度もない生徒を強制退学させる程の権限は無い。

　しかし、もし何か事件が起きたなら。事件の規模如何いかんに関わらず、校長はそれを理由に有あり川かわを即そく退学させ、学校から完全に切り離す事もある──暗に、久ひさ恵えにそう告げたつもりだった。

　それが正しい事かどうかは、別として。

　校長の言葉に対し久恵は一度視線を伏せ、暫しばし考えた後。ゆっくりと頷うなずき、顔を上げた。

「……先日の茜あかねさんの事件について、一つお聞きしたいことがあります。彼女が起こした事故以来、この学校ではパラライザーの存在をどれくらいの人が知っていますか？」

「教師は、ほぼ全員。生徒はほんの一部、茜と親しかった者や、茜に厄やつ介かいをかけた……まあ、いわゆる頂けない生徒達が痛い目を見ています。が、全体としては殆ほとんど浸透していません。というより、信じないものが大半でしょうな」

「そうですか」

　小さく呟つぶやく。その久恵の意図を理解し、校長も小さく息を吐はく。

　彼女はこの学校において、パラライザーがどの程度受け入れられるかを模も索さくしているのだ。

「現実対応としても、やはり学校がパラライザーの存在を受け入れるのは難しい。知識としてパラライザーのことを知ってもらったとしても、メンタル面において生徒たちにどのような影響が出るか分かりませんし、全員が物分かりの良い生徒とは限らない。それは奥さんもご存知でしょう」

　非常に残念な事に、と校長は胸の内で付け加えた。その脇わきで、教頭先生が再度呟く。

　それでも我々は教師として理想を追うべきではないのか、と。

　校長が視線を真正面に戻す。久恵は両手を組み、考え込むように床ゆかへと視線を落としていた。眉まゆ根ねを寄せ、真剣に何かを考え込むかのように。

　校長室の机の縁ふちに置かれたコンパスが、何かに惹ひかれるように傾いていく。時を刻むかのように、軸じくを揺らしながら。

　ややあって、久恵が意を決したように顔を上げた。

「……一つ。お話ししたい事があります」

　娘むすめを思う親らしい、穏おだやかな表情だった。

「今け朝さの事です。夕ゆう菜なが学校に行く時、天あま音ねに『行ってきます』と言ったそうです。妹がそのことで大喜びしておりました。あのお姉ちゃんが変だ、学校に行くのに、行ってきますと言ったり、珍しく顔を赤くして怒っていたり。何だか凄すごく楽しそうだ、と。こんな事今まで無かった、と」

　教頭が首を傾かしげる。

「反抗期真っ盛りな夕菜のことですから、まだ自覚症状はないようですが……今まで夕菜は学校に行く時、あまり挨あい拶さつをしませんでした。それなのに、今日に限って。天音も気がついたみたいですが、どうやら夕菜はこの高校の誰かが、何となく気に入ってくれたみたいです。あの頑がん固こ者もので不器用なうちの夕菜が、です。多分、無意識のうちにだとは思いますが」

「……それはとてもありがたい事ですな」

　教頭が反射的に口走る。

　校長がじろりと教頭を睨にらみつけた直後、久ひさ恵えが再度笑顔を見せた。

「ええ、私もそう思います教頭先生。だから私としては、夕ゆう菜な本人に多少でもその気があるのなら、できればこの高校に居て欲しいと思います」

「……そのお気持ちは分かります。しかし先程も言いましたが、これは他の生徒の安全にも関わる問題──」

　苦言を述べる校長の言葉が、途と中ちゆうで途と切ぎれた。

　久恵から向けられた無言の威圧に、当てられたように。

　その表情は先程の穏おだやかな笑顔から、真しん摯しな真ま顔がおに変わっていた。

「校長先生。茜あかねさんの事件についてですが、実は入学前に私なりにも調べさせて頂きました」

「……調べた？」

　僅わずかに、校長が眉まゆ根ねを上げた。

「それは、茜がパラライザーという事を、ですか？」

「はい。実は最初にテレビで事故のことを聞いたとき、ぴんと来まして。それで、まずは個人的に茜さんのことについて調べてみました。……そして最終的に、私は前校長ともお会いした事があります。ちなみにこの事は、夕菜もまったく知りません。全部、私が個人的に調べた事です」

　久恵の態度に対し、校長の背筋に冷たい汗あせが流れていく。

「……なるほど。つまり貴女あなたはパラライザーとこの高校の関係をご存じで、それでもなお娘むすめさんを入学させた、という事ですか？」

「ええ。そうです」

「──何な故ぜ」

　校長の問いに、久恵は頰ほおの端はしを僅わずかにゆるめて見せた。

「確かに、こちらでお伺いした事件は悲しい事件だと、私も思います。ただ」

　久恵は不意に、校長室の片隅すみに掲かかげられたコンパスへと視線を向けた。

「茜さん自身は、この高校を気に入っていたと。私は前校長からそうお聞きしました。あの不幸な事故さえ無ければ、茜さんは普通に生活できていただろう、と。それを聞いて、私は夕菜をこちらの学校に転校させる事を決めました。……たとえ一時期であったとしても、茜さんというパラライザーを受け入れ、そしてパラライザーによる事件を一度経験している学校。パラライザーが何なのかを多少でも理解している人がいて、夕菜が少しでも普通の高校生活を送れそうな可能性を持った場所」

　一気に語った後、久恵が一度息をつく。その様子には多少の緊張感が感じられた。ここからが正念場、とでも言うように。

「先程校長先生は、この学校にはパラライザーを受け入れ難い理由がある、と仰おつしやいました。それは一つの事実だと思います。ですが同時に、この花音かのん高校は最もパラライザーという存在を受け入れやすい環境が整っている高校ではないか、とも私は考えています。可能性としては、確かに小さいかもしれません。ですが、その小さな可能性に……どうか、私の娘むすめを賭かけさせて貰もらえないでしょうか？」

　願うように紡つむがれた久ひさ恵えの言葉に、校長の顔が曇る。どう言葉を返すべきか、迷ったのだ。

　本当にこのまま切り捨てても良いものか、と。

　一度視線を伏せ、ふと机の上に置かれたコンパスに視線を向ける。その時、赤色に塗られたＮ極が、突然くるりと久恵の方を向いた。校長が僅わずかに目を見開く。

　久恵の髪かみの間に、小さな火花が散った。




　　　　◆




　お昼時を示す鐘かねが響く。

　夕ゆう菜なは再度、屋上に姿を見せていた。妹お手製の弁当を片手に持ち、周囲の様子を訝いぶかしげに疑い見る。一いち林ばやしの姿は見当らない。まさか壁の中に潜ひそんでいる事は無いと思うが。

　確認を終えてほっと一息をつき、夕菜は二メートル以上ある屋上の柵さくに腰こし掛かけた。

「あれ、有あり川かわさん、それお手製弁当？」

　千ち春はるが湧わいて現れた。ひぅ、と小さく悲鳴をあげて夕菜が後ずさる。

「ど……どこから出てきたんだお前」

「秘密」

　千春はイタズラっぽく笑い、

「あ。触さわらなければいいんでしょ、パラライザーって」

　そう答えて、何の遠えん慮りよもなく夕菜の横に座った。反射的に顔を引き締めて見せたが、千春は意気揚よう々ようと隣となりでお昼を食べ始める。

　夕菜は小さく頭を搔かいた。髪かみの中で、何度か火花が散っていく。

　やりにくい。パラライザーが隣となりにいて平然と座る千春の態度は、今までの夕菜にとって無かった距離だ。不用意に触ふれてしまいそうで、怖い。

　少々考えてから、夕菜は毎日練習した最高に恐ろしい形ぎよう相そうで千春を睨にらみつけた。

「千春。お前は私が怖くないのか？　私はパラライザーだぞ」

「でも触らなければ安全、なんだよね」

「……ま、まあ基本的にはそうだが」

　夕菜は表情を崩くずし、仕方なしに弁当をつつき始めた。愛する妹お手製の弁当は、今日は何な故ぜか妙みように気合いが入っている。ウィンナーがタコさん型だ。

　青い空が広がる中、淡々と時間が流れていく。

　隣となりでは千ち春はるが羨うらやましそうに弁当を見つめながら、メロンパンを囓かじっていた。オレンジジュースのテトラパックを口にくわえ、また視線を弁当へと向けてくる。その千春の瞳ひとみは、何な故ぜか猫ねこのように細く定められていた。

　視線を夕ゆう菜なの持つ弁当のタコさんウィンナー目掛けてターゲットロックしつつ、時おり隣の玉子焼きへも視線を逸そらす。そして一口メロンパンを囓り、またタコさんウィンナーへ視線を戻す。

　夕菜は大きくため息をついた。

「少し分けて欲しいのならそう言え」

「さっすが有あり川かわさん！　あたしのメロンパン塗まみれな人生の不ふ憫びんさを理解してくれて感激です」

　猫のように嬉うれしそうな返事だった。仕方なく大好きなタコ型ウィンナーを箸はし先でつまみ、千春の手に乗せてやる。

　手渡す時の距離感が摑つかめず、少し、手先が震ふるえた。

　掌てのひらに乗せてあげたタコさんを、千春は笑顔のまま一口で頰ほお張ばってしまった。もう少し味わって欲しかったのだが。

「美お味いしい」

「食ったならさっさと帰れ」

「ん、またすぐそういう事言う。あんまり良くないと思うけど、そういうの。茜あかねはそんなんじゃなかったのに」

「茜とは誰の事だ」

「去年死んだパラライザーの友達」

　夕菜の眉まゆが、僅わずかに動く。

　千春の視線が不意に、屋上の縁ふちに置かれた白い花に向けられていた。

「そういう事、か」

　弁当をつつき、夕菜が呟つぶやく。

　薄うす々うすは感づいていた。千春といい末すえ長ながといい、両者ともパラライザーに対する認知率が極めて高い。その理由も、以前パラライザーと関わった事があるのなら納得がいく。千春のパラライザーに対する知ったような態度も、末長がポケットから突然ゴム手袋を出した事も。

　千春は遠目で空を眺ながめながら、ぽつりと口を開き始めた。

「去年、なんだけどさ。あたしと同じクラスに、南みなみ茜って子がいたの。あたしの友達、みたいな感じの人だったんだけど」

　夕菜はふと、一いち林ばやしが呟いた神聖な場所という意味を思い出した。

「茜は可愛かわいくて大人おとなしくって、誰とも付き合いが良かったの。成績も良くって、人当たりも良くて、何でもできて」

　そう答える千ち春はるの顔は、晴れた太陽の下でも暗く濁にごって見えた。

「あたしはほら、自分で言うのもあれだけど、結構強気だし色々と話好きだからさ。あと一年の時もクラス委員やってて、茜あかねとはよく話をしたの。それこそ、普通にテストの話とか彼氏の話とか色々。普通の友達、って感じかな。茜は大人おとなしいし、いつも一歩引いてたけど話はよくしたから」

　オレンジジュースのストローを口に挟はさみ、軽く啜すすってまた離す。

　千春は一度笑顔を見せた。

「いつだったかな。たまたま、あたしと茜が二人だけになった時ね。茜、一回だけパラライザーの事を話してくれたの。茜はすっごく真剣な顔してて、あたしの目を見つめて、その話をあたしと二人だけの時にしたのよ。普段は潔けつ癖ぺき症しようって言ってるけど本当は噓うそで、私に触さわったら感電するから、話すのはいいけどあんまり近づかないで、お願い、って」

　再度、千春がストローを口元へと運ぶ。

「それ聞いてさ。あたし、なんて答えたと思う？」

　自じ虐ぎやくめいた口調。

　ストローの先せん端たんが、ぐちりと嚙かみ潰つぶされた。

「ギャグだと思って、笑って、バッカみたい、って言ったの。そんな事ある訳わけ無ない、って」

　歯軋ぎしりと共ともに、嫌いやな音を立ててストローの先端が潰されていく。

「そういったら、茜もさ。笑って、冗じよう談だんだよって答えた。変な笑い方で。……茜にしては下へ手たな冗談だと思ったの」

　表情は笑顔のまま、口にくわえた物をすり潰すように何度も何度も何度も歯を擦すり当てていく。

「で、それからも、茜とはそんなに変わらないで友達ごっこやってた。上うわ辺べだけ。茜が、校長先生を突き落とすまで」

　右手に摑つかんだオレンジジュースの三角パックが、不意に握にぎりつぶされる。その手元は小刻みに揺れていた。

「あたしと会長が、それ最初にたまたま見たの。それで本当に、茜が校長先生を突き落として逃げたように見えた。だからあたしは、先生にそう答えた。隠かくすよりも正直に言った方が、茜にはいい方向にいくと思ったから。……でもそしたら、茜は警察に行くことになって」

　夕ゆう菜なの頭上で、太陽が一いつ瞬しゆんだけ雲に覆おおわれる。影が、二人の上に覆い被かぶさった。

「知らなかった。パラライザーなんて知らなかったのよ。本当は、茜の方が階段で倒れそうになってたのも、それを校長先生が助けようとして感電したって事も、全然、全然知らなくて、あたしただ茜が悪いと思ってだから正直に」

　雲は、すぐに二人の上を駆かけ抜けていった。太陽の光が再び、夕菜の身体からだを照らしていく。

「噓うそつき。あたし、本当は知ってたくせに。聞いてたくせに」

　千ち春はるには影が被かぶさったままだった。

　夕ゆう菜なが弁当箱を閉じて、ナプキンを結ぶ。それを手元に戻し、大切そうに抱かかえ直す。

「それ以上話さなくていい。嫌いやな話を抉えぐり出して聞きたいとも思わない」

　独り言のように自じ虐ぎやく的な言葉を続ける千春を、夕菜はやんわりと牽けん制せいした。

「それ以上は必要ない」

「……ごめん」

「別にいいけど」

　目を瞑つむり、ため息をつく。

　こういう時、気の利いた言葉の一つでも出てくればいいのに、と思いながら。

「それでか。私に対して、パラライザーに対して躍やつ起きになるのは。また自殺されないように」

「……そういう事。だからみんな必死なの。あたしも、先生達も、一いち林ばやしさんも。会長もね」

　くすりと笑みを見せた千春の顔は歪ゆがんでいた。笑顔のパーツを切り取って、無理やりはめ込んだような形。

「あのさ。有あり川かわさんがこの学校に入ってきたのって、物もの凄すごい偶ぐう然ぜんだと思う。色々必死で調べたんだけどさ。パラライザーって、数が物凄く少ないんでしょ？　会長が言ってた」

「そうらしいな。私はまだ、自分の家族以外でパラライザーに会った事が無い」

「だよね。だとしたら、あたしと有川さんが会ったのってすごい偶然って事。言い方は悪いかもしれないけどさ。そのすごい偶ぐう然ぜんがあたし達の目の前にある。だから、今度は何とかしてやろう、ってみんな必死なの。その──茜あかねみたいに、自殺とかして欲しく無いから」
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「……そうか」

　小さく呟つぶやいてから、夕ゆう菜なは顔を俯うつむけた。

　風が、夕菜の髪かみを揺らす。

　千ち春はるの気持ちは、夕菜にも理解できる。どうにかして助けたい。あの時のやり直しをしたい、と思うその気持ちは。

　──ただ。夕菜にとってそれは、余計なお節せつ介かい以外の何物でもない。

「でも私はな、千春。本音を言わせて貰もらえば、だ。私は学校には来たくない」

　パラライザーに。有あり川かわ夕菜に関わるものは、傷ついてしまう。一生足が動かなくなってしまったあの人のように、また誰かの未来を奪ってしまう。

　だから怖い。恐れている。人と関わる事を。

　それ以外に、理由なんかある筈はずがない──




　　　　◆




「会長。何をふてくされている」

　足を投げ飛ばしている末すえ長ながに、一いち林ばやしの声がかかる。

　末長は手を顎あごに当て、考える人のポーズを取った。

「一林。私は有川君とどう向き合うべきだと思う？　強引な手法は長なが峰みね先生に窘たしなめられた。かといって、大人おとなしく友達になってくれと言った所で、有川君が受け入れてくれるとは思えん」

「ふむ。有川は微び妙みように男嫌ぎらいの気けがあるようだから難しいな。ただどちらにしろ、まずは謝るのがベストだろう。今までの非礼を」

「だがその先は？」

　すがるような末長の声に、一林はシニカルな笑みを見せた。

「まずは自分の好きなようにしたらどうだ、会長。多少はしゃぎ過ぎでも構うまい。お前のきちんとした誠意が伝われば大だい丈じよう夫ぶだ」

「……うーむ」

「大切なところを見失わなければ、お前なら上う手まくやれる」

「大切なところ？」

「有川夕菜をきちんと見て、接する事だ。……まあ、今は自分のスタイルを貫くといい。それがお前のいい所だし、悪いところでもある。どちらにしろ悩みすぎは毒だ」

　一林の言葉に、末長が、考える人の格好から立ち上がった。

「うむ。考えてみたら、まったくもってその通りだな一林！　さすがは我が友。じゃあ行ってくるとする！」

「そうだ。それでこそ我らが会長だ、末すえ長なが」




　　　　◆




　夕ゆう菜なにはようやく合点がいった。屋上に立つ高い柵さく。自殺防止用だ。

「……学校に来たくないの？」

「当然だ。来たくて学校に来ていたら、あんな挨あい拶さつはしない」

　夕菜の言葉に、千ち春はるが眉まゆ根ねを寄せる。

「茜あかねは学校が好きだ、って言ってたけど……普通、パラライザーなら逆か。あれ、じゃあ有あり川かわさんは何で学校に？」

　千春の問いに、夕菜はそっぽを向いた。

　誰かに告白をするかのように、顔を赤らめて視線を外す。

「別に、勉強だけなら高校に来なくても大検っていう手もあるよね？　まあ、あたしは来て欲しいけど」

「それは……お母さんが」

　心しん底そこ恥ずかしそうに、夕菜はさらに顔を背けた。ほとんど九十度そっぽ向きだった。

　顔を側面に向けて、千春にも聞こえるか否かぐらいの小さな声で、本当に小さく。

「母さんが、学校にはちゃんと行きなさい、って言うから」

「え」

　千春の声が固まった。

「……有川さんって、もしかしてマザコンか何かだったりする？」

「わ、悪いか」

　冗じよう談だん混じりで笑った千春に、夕菜は顔を真まっ赤かにしながら返事をした。子供っぽい理由だという事は、自分でも自覚している。

「お前は馬鹿にするかもしれないがな。私には、パラライザーとしての自分を受け入れてくれる人が家族しかいないんだ。だからつい、家族に甘あまえてしまう」

　夕菜の言葉に、千春が冗談めいた笑顔を正す。

「私は、自分の事でいつも母さんや妹の天あま音ねに迷めい惑わくをかけている。天音なんか、私の事で苛いじめられてた事まであったんだ。母さんも普段は顔に出さないけど、本当は苦労してる。だから私は、母さんにあんまり心配をかけたくない。本当は学校に行きたくないって言いたいけど、母さんはそれじゃ駄だ目めって言う……天音にも、心配をかけたくないし」

　途と切ぎれさせつつも、夕菜が言葉を口にしていく。躊躇ためらいを含めながら。

　それは別に、誰に理解されなくてもいい気持ち。夕菜は例えマザコンと呼ばれようとシスコンと呼ばれようと、全然構わないと思っている。夕ゆう菜なにとって、母や天あま音ねは唯一の拠より所であり、心許せる大切な家族だから。

　それ以外に、心を許せる相手がいないから。

「高校生にもなって、恥ずかしい理由かもしれないがな」

　心配をかけたくない。下らない動機だと、笑われたって構わない。

　夕菜には、それが大切なのだから。

「……笑っちゃってごめん、有あり川かわさん」

　夕菜の返答に、千ち春はるが神しん妙みような顔で頷うなずいた。そのまま大げさに俯うつむき、両手を額ひたいに当てる。長く伸ばした髪かみが、その僅わずかな動作で揺れ動いた。

「なんか駄だ目めなんだよね、あたしさ。相手が本気で喋しやべってても冗じよう談だんで流しちゃう時があって。鈍にぶいっていうか、何て言うか……もう最低」

「別にいい。それが普通だし、パラライザーに考え方を合わせる事自体が不可能だ」

「そういう意味じゃないの。あたしね、凄すごく鈍いのよ。あたしいつも、相手が冗談で言ってるのか、本気で言ってるのかが分かってない。今だってあたしは、有川さんが大事だって思ってることを、冗談めいて馬鹿にした。……茜あかねの時もそうだった」

「そんなものだろ、他人とは」

「──冷めてるね、有川さんは」

「変な目で見られるのには慣れているからな」

　皮肉めいた夕菜の言葉に、千春はさらに顔を伏せた。

　空の上では、先程までの晴天が噓うそのように暗い雲が姿を見せ始めている。遠くに広がる暗雲は、重みを増してこの学校へと迫っているようにも見えた。

　夕方には雨が降るかもしれない。そう、思った時だった。

　屋上のドアが、派手にぶっ飛ばされた。

「うむぅ！　美女が二人そろって仲良くお昼時かね有川君！　できれば私も混ぜてくれると非常に嬉うれしいのだがな！」

　夕菜は視線を細め、髪を苛いら立だたしげに払はらって立ち上がった。

　──お母さん。一つだけ聞かせてください。学校に行くのは嫌いやだけど我が慢まんします。でもどうして、こんな変態がいる学校に私を入れたんですか。




　　　　◆




　コンパスの動きに、校長に次いで教頭も視線を向けた。

　揺れ動くＮ極の先に、久ひさ恵えの姿が見える。

「奥さん。あなたも、もしや」

「元々、パラライザーは低確率でうつる遺伝病です。私の場合、幸い下の子には遺伝しなかったようですが……」

　久ひさ恵えは小さく息を吐はき、軽く髪かみをほぐした。ふっくらとした髪が揺れ、火花が散る。

「──この高校には、パラライザーを受け入れられる可能性がある。私はそう考えています」

　先程の話を繰り返す。だが久恵の口調には、力強さが滲にじんでいた。

「当たり前の事ですが、高校生活は勉強だけではありません。友達やら体育祭やら色々あれこれ、それに恋」

　彼女の表情が力強く、一人の母のものへと変わっていく。

「夕ゆう菜なはパラライザーです。そのせいで、夕菜は人と会うのを極端に怖がっている。でも、私は今のままではいけないと思っています。普通に友達と話をして、仲良くなって。そういう事が、本当は必要なんです。……けれど普通に学校に通いながら、それを実現するのは難しい。その事は私自身何度も実感してきましたし、それは私にも、夕菜にもどうする事もできません。そればかりは」

　久恵のついた重い吐と息いきが、校長室に流れていく。

　僅わずかに濃厚さを増した室内で、けれど、と彼女が再度言葉を返す。

「でも、私は夕菜と同じで負けず嫌ぎらいです。だから、パラライザーの事を少しでも分かってくれる、そして受け入れてくれる可能性のある学校へと考えて、この学校に夕菜を入学させました。悪あがきと言えば、そうかもしれません。……しかし現に、私の思っていた以上に早く、夕ゆう菜なは昨日きのう誰かから何かしらのコンタクトを受け取った気配があります。多少、イライラはしていましたけれど」
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　続けて語る久ひさ恵えの声に、熱が混じる。

「校長先生。私の言葉は、自分の娘むすめを育てたいという親バカの戯ざれ言かもしれません。ただそれでも、私は夕菜をこの高校に通わせて欲しいと思うのです。夕菜がやっと好きになれるかもしれない、この高校に」

　久恵が言葉を切った瞬しゆん間かん、脇わきでぼそりと教頭が「素す敵てきな奥さんだ」と呟つぶやいた。

　校長も数ミリだけ、首を縦たてに傾けた。そう思ったから。

「夕菜には普通の高校で、普通に会話できる同年代の友人が必要です。今まで幾つも学校を回ってきましたが……この高校は、今までにない絶好の場所になると、思うのです。もしかしたら、最後の機会かもしれません。ですから是ぜ非ひ、うちの夕菜を──お願いできませんか」

　校長の目の前で。久恵は再度深く、深く頭を下げた。

　コンパスの揺れが、ゆっくりと収まっていく。窓際のカーテンが、外から差し込む光によって僅わずかに揺らいでいた。

　広めの校長室の中に沈ちん黙もくが落ち、僅かな時間が流れていく。

　窓枠わくから差し込む太陽の光に、小さな陰りが差し掛かった。夕立の前ぜん兆ちようを示す、暗い雲。蛍けい光こう灯とうの光が、暗さを帯びた室内へと僅かな光を与えていく。その光に照らされ、校長はゆっくりとため息をついた。

「……奥さんのお気持ち、確かにお受けいたしました。私も理解は示したいと思います。しかし、私はこの学校を護る義務が──」

「分かりました、お引き受けいたします」

　校長の言葉を遮さえぎり、教頭先生が強引に割って入りこんだ。校長の瞳ひとみが細められ、教頭の姿を睨にらみつける。

「宮みや田た教頭」

「有あり川かわの件は、こちらで何とか致します」

　校長の言葉をわざと無視し、教頭が嬉うれしそうな笑顔を久恵に向けた。

「確かに校長先生の意見はごもっともです。が、私も学校教育者として理想を追求したいとも考えています。今の言葉を聞いて、私も有川夕菜という生徒に対し、今一度頑がん張ばってみたいと──一職員として、今しがた改めて思いました。ねえ、校長先生？」

　教頭の言葉に、校長が僅かに躊躇ためらう。事実、彼自身も僅かに傾いていたからだ。

「しかしだ、教頭」

「ありがとうございます」

　控えめな口調で、今度は久恵が校長の言葉を遮さえぎった。その動作に対し、宮田教頭は軽く頭を下げ、左手を差し出していく。久ひさ恵えもその手を握にぎり返し、小さく「夕ゆう菜なをお願いします」と呟つぶやき返した。そして再度、教頭が校長の方へと振り返る。

「責任は、私が取ります。校長先生。お願いします」

「私からもお願いします、校長先生」

「──」

　何かを答えようとした校長の言葉が、そこで途と切ぎれた。

　校長室に、春色の風が流れ込んだ。

　その様子に満足しつつ、ふと教頭が久恵を見つつ目を細める。

「……ところで奥さん。反射的に摑つかんでしまいましたが。パラライザーの方と握あく手しゆをしても大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　教頭の問いに、久恵は小さく頷うなずき返した。

「はい。夕菜は駄だ目めですけど、私は問題ありません。パラライザーの力は大体二十三歳さいをすぎると完全に制せい御ぎよできるようになります。というより、パラライザーとしての力が弱くなるのです。パラライザーについて独自に研究している夫によると、思春期のホルモンの影響が最も強いからどう、とか言ってましたが……」

「旦だん那なさんが、研究者」

「はい。現在、単身赴ふ任にんで研究所の方に。といってもパラライザー専門の研究部門は無いので、表向きは遺伝子工学の専門家なのですけれどね。夕菜が今使ってるカプセルも、うちの夫が知人達の協力を下に作ったものですし」

「では、夕菜さんもその歳としになるまで待たれる、という手もあるのでは？」

「……いえ。思春期の感性は大切です。例え今後パラライザーの力が弱まったとしても、今のまま夕菜が成長すれば必ず人間不信になります。だから、今が大切なのです。中学では失敗しましたが、今度こそ──と。これは夫とも相談して決めた事です」

「確かに」

「それにまあ、私の初恋も十七でしたし。夕菜も今の時期に友人や、ボーイフレンドの一人でも作って欲しいと思うのです。母親としては」

「……初恋の男、ですか」

「ええ。実は今の私の夫が、その人です。根は一いち途ずで馬鹿な方ですけど、いい人ですよ」

　久恵は小さく頰ほおをゆるめ、教頭先生に笑顔を返してみせた。

　和なごやかな空気が、渋じゆう面めんを浮かべた校長の前に漂ただよっていく。
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　そんな校長室の穏おだやかな雰ふん囲い気きとは逆に、屋上には実に不快な空気が流れ込んでいた。

　廊ろう下かでも屋上でも変態は変態。多分、こいつは死んでも治らないだろうなと夕ゆう菜なは思う。

「出たな変態」

　そう小さな声で呟つぶやくと、末すえ長ながは何かの決めポーズのようにびしりと指を向けてきた。

「出合い頭がしらに変態呼ばわりかね有あり川かわ君っ！　まあ確かに、私には幾つかの無礼があったよ有川君！　だが変態はあんまりじゃないかね有川君！」

「いちいち人の名前を連呼するな！」

「一種の愛情表現のつもりだ。反応したようだな有川君」

　妙みように偉えらそうに言葉を吐はき、末長はしかし何な故ぜか頭を抱かかえ「こんな筈はずではないのに」と呟き始める。少しの間そうして唸うなり声を上げ、しかし何の境地にたどり着いたのかは知らないが、彼は再び清すが々すがしい笑顔で起きあがった。

「あー、つまりだ有川君。この辺で和解してやっちゃおうとか思わんかね！」

「……はぁ？」

　論理的に会話が繫つながっていない。夕菜が首をひねり、隣となりで千ち春はるが小さく笑う。

　末長は頰ほおを搔かいて髪かみを整え、何故かポケットから取り出したゴム手袋を装着した。

「つまり詳くわしく説明すると、その、何だね！　地球のみんなは友達さ、って感じな訳だ！　ああもう、私の言いたい事が分からないか君は！」

「分かるか馬鹿」

　ジト目で末長の姿をにらみ返すと、脇わきから千春が囁ささやいてきた。

「あのね、有川さん。会長、今まで有川さんに強引すぎたから、この辺で仲直りしましょう、って言ってるのよ」

「……どう解釈すればそう聞こえる」

「会長って緊張すると訳わけ分かんない事言うから。会長、有川さんと一緒で素直じゃないし」

　千春の言葉を受けて夕菜が小さく頷うなずき、視線を変態へと向ける。

　素直になれない、という気持ちは夕菜にも何となく納得できる。自分自身がそうだから。

「分かってくれたかね有川君！」

「……まあ、大体は」

「よし。千春君、ナイスフォローありがとう」

　玉のような汗あせを浮かべて、末長が親指を立てる。隣で千春は仕方がなさそうに肩かたをすくめていた。

「有川君。確かに私はちょいと、君に対し過か剰じような反応を取ってしまった。私は積極的に君へとコンタクトを取ろうとしたのだが、君からすれは敵てき襲しゆうに近い印象だったかもしれない。その点は悪かったと反省している！　だから、何だ。その」

　末長は大げさに両腕うでを挙げると、そのまま掌てのひらを合わせ、

「すまなかった。正直に率直に素直に謝罪しよう！　だから申し訳ない、今までの無礼は許してくれないだろうか」

　即座に、頭こうべを垂れた。目の前で、直角九十度になるぐらい深々と。

　夕ゆう菜なは眉まゆ根ねを寄せた。苛いら立だたしげにつま先を地面に叩たたきつけ、苦そうに口を歪ゆがめてみせる。

「ふざけるな。私がその程度のことで、」

　お前を許すと思ったかクズ野や郎ろう──

「っ……」

　その一言が、口元から出てこなかった。不自然に唇くちびるを歪め、夕菜が歯を食い縛しばり、

「分かった……いいだろう」

　思わず、そう答えてしまった。

　苦手なのだ。ああやって素直に謝られると、なんと答えていいものか──

「本当かね有あり川かわ君っ！」

「……別に、本気で怒ってた訳じゃない。だが改めて言っておく。不用意に私に近づくな」

　そう答えてから、また適当な事を言ってしまったと思いなおす。

　今日の自分は狂っている。普段なら何を言われようと突っ返すはずなのに、こうも簡単にガードを崩くずされている。本来の有川夕菜はもっと拒否的で剣けん吞のんで、取り入る隙すきも全く無い、そんな女だったはずだ。

　そうしないと、また事故が起こるから。

　なのに私は、この男に対して鋭くなれずにいる。

　それは私自身の「弱さ」のはずなのに。

「そうか。そう言ってくれて私は嬉うれしいぞ有川君！」

　末すえ長ながが一歩近づいたのを見て、夕菜は反射的に足を引いた。その末長の手には既すでに、例の四次元ポッケから出したゴム手袋が装着されている。

　前言撤てつ回かい。夕菜が心の中でそう誓ちかった時、末長は太陽に全身を預けるかの如ごとく両手をめいいっぱい広げて夕菜の方へと近づいてきた。

「安心したぞ有川君！　私はてっきり君に嫌きらわれてしまったかと思っていた！　という事は何だね、これから我々のラブラブロードはさらなる栄光の架かけ橋へとなる訳だな！」

「なるか馬鹿、それとは話が別だ！　貴様、調子に乗るな！」

「またまた照れおって。さあ行こう、私はあくまで自分のスタイルを貫くぞ！」

　夕菜が反論した時には既すでに、例のゴム手袋に手首をひっ摑つかまれていた。

「来たまえ有川君！　我らが生徒会室へ！」

「っ、だ、だから手を摑んで引っ張るのは止やめろ！　大体お前、さっきから私を生徒会室に引っ張り込んで何をさせる気だ！」

「ふん、決まっているだろう有川君！　生徒会室と名付けられた密室で、男女が二人」

　末長の台詞せりふに顔を真まっ赤かにする夕菜へ、にっ、と末長が笑顔を浮かべた。夕菜の背筋に、凍いてつくような電気が走る。

「というのは冗じよう談だんだよ有あり川かわ君。実は君に、生徒会役員となるための手続きを取って欲しいと思っていてね。その方が今後、何かと便利なのだ。今け朝さは機会を逃したから、是ぜ非ひ今のうちにと」

「そういう事ならせめて誤解の無いように言え！」

「おや？　どんな誤解をしていたんだね、有川君？」

　末すえ長ながの言葉に、夕菜の頰ほおが朱色に染まった。恥ずかしさと、その他色々なものが混じった顔。その反応を見て、末長がさらに笑みを深くする。

「君はこうしてみると本当に可愛かわいいな。何というか、ツンツンしている割に実は純じゆん朴ぼくというか」

「──っ！」

　本気でぶん殴なぐって感電死させてやりたい。本気でそう思ったのは初めての事だ。




　　　　◆




　末長に引きずられていく夕菜を見送った後、千ち春はるはゆっくりと立ち上がった。柵さくの端はしに添えた白い花へと近寄り、そっと手を添える。

「いい感じだなぁ、有川さん」

「……まったく。大体が心配し過ぎなのだ。会長といい、お前といい。確かに、有川は子供っぽい性格ではあるが、そこまで心配する必要は無い」

　背後から不意に、一いち林ばやしの声が返ってきた。

　生徒会で一番謎なぞなのはこの人だと、千春は時々思うことがある。一番謎で、一番不思議なポジションの人。会長と仲がいいのは間違いないのだが。

「子供っぽい？」

　簡素な墓ぼ標ひように手を添えつつ、千春は聞き返した。研とぎ澄すまされた返事が、千春の背後から返ってくる。

「有川は他人との距離の取り方を知らない。だから、ああも喧けん嘩か腰ごしになる。そういう付き合い方しか知らない、と言うべきか」

「……天然じゃなかったんだ、あの性格」

「天然といえば天然だ。茜あかねとて同じだろう。茜は周囲との距離を誤ご魔ま化かしつつ保つ術すべを知っていたから、大人おとなびて見えた。有川は拒絶する事で保っているから子供に見える。パラライザーのやる事はその性質上、自然と偏かたよってくるようだな」

　興味深い、と呟つぶやきつつ一林が頷うなずく。もう少し早くそれに気がつければ、とも。

「だがどちらにしろ、有川は自殺するような奴やつじゃない。それは安心できる要素だ」

「そうですか？」

「自殺すれば家族が悲しむ。それくらい分からん馬鹿ではないという事だ」

　一いち林ばやしの言葉に、千ち春はるは小さな笑みを零こぼした。一体どこから会話を監視していたのだろうか。

「ただ──私は逆に会長の方が心配でもあるな」

「……心配、ですか？」

「会長が、茜あかねと有あり川かわを混同して無ければいいのだが」

　そう呟つぶやき、一林は小さくため息をついた。
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　有あり川かわ久ひさ恵えと教頭先生が同時に目を細めたのは、前方から例の問題児が引っ張られてきたからだった。自分の娘むすめが男に引っ張られていたら、母親として一大関心事である。色々な意味で。

　その大げさな騒さわぎは廊ろう下かでも目立つらしく、通りすがりの生徒から怪しげな視線を向けられている。

「……夕ゆう菜な？」

　久恵が声をかけた所で、末すえ長ながは足を止めた。その隙すきに、後ろで引っ摑つかまれている夕菜を見る。

　嫌いやがっていた。でも、嫌がっているのと戸と惑まどっているのが半々ぐらい、だと久恵は思う。

「お、お母さん？　何してるのこんな所で！」

　夕菜が顔を蒼そう白はくにする。久恵はあくまで、やんわりとした口調を返した。

「あら夕菜。お母さんはちょっと、先生とお話しに来てたのよ」

「お母さん？　もしやこちらの素す敵てきなお方は、まさか有川君のお母様か！」

　末長が目を見開き、突然敬礼の姿勢を取った。

「お母様、初めまして。私、花音かのん高校三年三組の末長誠まことと申します。会長とお呼び下さい。そして、昨日きのう付けで娘さんの彼氏になりました！」

「馬鹿！　勝手に決めるな！　私はか、かか、彼氏なんか、い、一生いらない！　離せ変態！」

「よろしくお願いします、お母様！」

　敬礼姿勢の後、末長は殆ほとんど直角に一礼をした。暴れる夕菜の手を摑みながらも、額ひたいに汗あせを浮かべて頭を下げている。

　久恵は相手の真意を見定めるかのように、瞳ひとみを僅わずかに見開いた。やんわりと笑いながらも、目元だけは真剣に研とぎ澄すませつつ末長を見る。

　そうして暫しばし相手の様子を分析した後、久恵はやがて頰ほおの両端はしを小さく上げた。

「ええ、こちらこそ。うちの夕菜をよろしくね」

「了解しましたっ！　さあ有川君、お母様の許しも出たぞ！」

　末長は再び顔を上げて、夕菜の手を引っ張り始めた。赤面する夕菜、というのは久恵にも新鮮な光景だった。恥ずかしがる夕菜、という光景は実に初うい々ういしい。

　ただ。夕菜の表情にはまだ、恐怖の色が強く混じっていた。まあ、一日二日でパラライザーとしてのトラウマを振り払はらう、というのも無理な話ではある。あまり夕ゆう菜なを強引に振り回して、大事にならなければいいのだが。それとも、このくらいがいいのか──

　久ひさ恵えには、まだ判断できない。

「会長さん。あまり、うちの夕菜に無理をさせないでね」

「了解しました！」

　一応釘くぎを刺さしたが、末すえ長ながは夕菜の手を放さない。逆効果にならなければいいのだが、という不安が久恵の中で僅わずかに頭をもたげてくる。

　ただ。久恵としては可能なら、自分から口を出したくは無い。

「……で、うちの娘むすめはどう？」

「少々パリパリしております！」

　久恵が小さく吹き出した。的を射た感想だ、と呟つぶやいて夕菜に声をかける。

「夕菜。彼氏ができる、っていうのは素す敵てきな事よ。友達もね。夕菜にはそういう事が必要なの」

「で、でも」

　嫌いやそうに首を振る。僅かに見え隠かくれする怯おびえの表情は、やはり拭ぬぐえていない。

　久恵が何を言うべきか迷っている間に、末長が再度手を握にぎり締めた。夕菜が慌あわてて振り返り、またきゃあきゃあと騒さわぎ出す。

「放せ！　だ、だから私は彼氏なんか絶対、こら人の話を聞け！」

「断固拒否する！」

　夕菜の叫びは末長の我わが儘まま一辺倒な返事にかき消され、廊ろう下かの奥へと消えていった。

　絶叫と悲鳴だけが響いていく。気まずい沈ちん黙もくと共に。

「……あー、その、何です」

　久恵が振り向くと、隣となりで教頭先生が頭を抱かかえて嫌いや々いやと首を振っていた。

「失礼しました、奥さん。一応、彼はあれでも我が高校の生徒会長でして。根はいい奴やつですし、本当は頭もキレる男なのですが、その……何かと性格に難が」

「そうでしょうかね。彼なりに精一杯のようにも見えましたよ、私には」

　イタズラをした子供のように笑い、久恵は二人の消えた廊下を見渡した。

「ところで、先程の彼は独り身？　まさか二ふた股またとかではありませんよね？」

「奥さん、目つきが怖いです」

「失礼。ただ一応、気になったものですから」

「今は、独り身だと思います」

「今は？」

「……昔は彼女がいたようです。南みなみ茜あかね、という名前でした」

　教頭先生の言葉と同時に、昼休み終了のチャイムが学校中に鳴り響いた。

　ぽつり、と音を立てて、廊下の窓に雨が打ちつけられてゆく。
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　長なが峰みね先生が授業へと向かう途と中ちゆうに、その男は立っていた。顎あごに手をあてがい、目元を廊ろう下かに落として考え込んでいる。その頰ほおは何な故ぜか真まっ赤かに腫はれていた。

「あら会長。頰が赤いわよ？　有あり川かわさんと何かあったの？」

「いえ。実は先程、有川君に頰をぶっ叩たたかれて逃げられました」

「……何をしたの、貴方あなた」

「それが。君の初恋の相手は誰かいたのかと尋ねたら、いきなり」

　本当に唐とう突とつだったらしく、末すえ長ながが痛そうに首を傾かしげる。真剣に悩んでいるらしいその様子に、長峰先生は呆あきれ混じりのため息をついた。

「バカ。それは貴方が悪いわ」

　長峰先生の言葉に、末長が眉まゆ根ねを寄せる。

「私はただ、彼女の恋愛経験について尋ねただけなのですが」

「──いたんじゃないの？　初恋の人」

「……それならそれで、教えてくれればいいものを」

「バカ。あのね会長。有川さんに初恋の人がいたとして、よ。パラライザーが、初恋の人に告白できると思うの？　無理に決まってる。いや、それどころか苦い思い出になってるかもしれないじゃない」

　末長の口が、長峰先生の言葉に動きを止めた。

「……そう、ですね。昔、茜あかねにも同じ質問をした事があるからつい、同じ質問を」

「茜さんにはそういう人がいなかったかもしれないけど、有川さんはまた違う。同じパラライザーでも、茜は貴方が初恋で、有川さんはまた違ったかもしれない。彼女、意外と情熱的だし」

　肩かたをすくめ、長峰先生の目元が静かに引き絞しぼられる。

「会長。有川さんを茜さんと重ねて見すぎてないかしら？　それなら止やめたほうがいいと思うわよ、私は」

　その言葉に、末長の頰が鋭く引きつった。

　急所を突かれたような、ひどく歪ゆがんだ表情だった。

「……先生もそう思われますか」

「貴方の有川さんに対する態度を見てて思ったんだけど。もし茜さんが生きて貴方の前にいたら、きっとそういう行動をするだろうな……って思えるような感じに見えるわ、やっぱり。二度と離すまい、って感じで意地でもくっついて。想像通り、と言えばそうだけど」

　ため息混じりに答える長峰先生に、末長は小さく口を窄すぼめた。

「そうですか。私自身もそうではないかと、うすうす考えてはいたのですが」

「茜あかねさんは大人おとなな感じの人だったから、笑って許してくれたかもしれないけど。有あり川かわさんはまた違う。その辺、きちっと考えてよ会長」

「うむ。二度も申し訳ないです、先生。ただしかし、私はどうしても焦あせってしまうのですよ」

　末すえ長ながの言葉に、暗い光が僅わずかに灯ともる。

「今度は失敗しないようにと、つい焦りが出てしまう。だから私は彼女と積極的にコンタクトを取って、そして多少無理な言動を重ねてでも早く、有川君に分かって欲しいと思っている」

　一拍の間をおき、末長は言葉を続けた。

「有川君に、ここはパラライザーがいても大だい丈じよう夫ぶだと」

　末長の言葉に、長なが峰みね先生も無言のまま頷うなずいた。

「……そこは私も同感よ、会長。だけど焦りは厳禁。彼女は有川夕ゆう菜なさん、だからね」

「それは、分かってはいるのですが──」




　　　　◆




　授業の合間、夕菜の思考は上うわの空を彷徨さまよっていた。

　長峰先生の言葉を右から左へ聞き流し、片かた肘ひじを立てて窓の外を眺ながめてみる。空に漂ただよう暗雲からはすでに、大粒の雨が降り始めていた。

　ため息をついて掌てのひらを握にぎる。静電気が何度か、音を立てて夕菜の前で弾はじけていった。

　人を傷つける力、パラライザー。

　昨日きのうは自分に関わってくる連中が、嫌いやで嫌で仕方がなかった。その為のストレスで体調を崩くずし、母や天あま音ねに心配をかけてしまった。

　今日のイライラは何だろう。末長につきまとわれたストレスか。千ち春はるの妙みように馴なれ馴れしい態度にか。一いち林ばやしの余計なお節せつ介かいなのか。

　それとも、自分が関わりたくない物に触ふれているという恐怖感か。

　首を振り、そんな筈はずはないと自分に暗示をかける。それでも不安は拭ぬぐえない。

　他人に怪け我がをさせてしまう事が、怖い。今のまま千春や末長に距離を縮められると、またパラライザーの力で彼らを傷つけてしまう。だから自分はイライラしているのだ。

　──けれど、そうだとも断言できない自分が、心のどこかにいる。

　それは得体の知れない何か。夕菜が今まで触れてこなかった物。

　侮ぶ蔑べつ。嫌けん悪お。恐怖。そのどれでもない、家族と一緒にいる事で得られる、安心感に近いもの。

　優しさ──

　自分の想像した恐ろしい単語に、身体からだを震ふるわせる。火花の音が一いつ瞬しゆん、体の周囲にはじけ飛ぶ。

　優しさ。それは自分に対して向けられてはならないものだ。

　そんな感情があると、それはやがて事故に繫つながるから。

　経験として知っている。そんな甘あまえがあったから、私はあの人に怪け我がをさせた──

「ん？　有あり川かわさん、どうかした？」

「……何でもありません」

　長なが峰みね先生にそう答えつつも、身体からだには嫌いやな空気がまとわりついた。神経が刺激され、胃が粘ねばつくような不快感。

　何度も経験した事のある、ストレス性の身体障害。だが、この程度ならまだ許容範囲。まだ耐えられる。

　口元に、再度カプセルを放り込みながら考える。途と端たんに広がる、苦味のある味。

　自分は今までずっと、そうやって耐えてきた。

　一人で。家族以外の、誰にも関わらずに。誰にも助けを求めず。それは自分の持っている強さのはずだ。

「顔色悪いみたいだけど」

「大だい丈じよう夫ぶです。何とか」

　返事をした直後、夕ゆう菜なは思わず口元を押さえた。らしくない失言だった。

「何とか？　だったら休んだ方がいいわよ有川さん。無理をしてもあれでしょう」

「ですが」

「浅あさ草くささん、ついて行ってあげて」

　長峰先生の言葉を受け、隣となりに座っていた千ち春はるが無言で視線を送ってきた。

　仕方なく夕菜も席を立ち、他の生徒を邪じや魔ましないように教室を抜ける。後ろのドアから静かについてきた千春に、夕菜は冷やかな視線を向けた。

「一人で大丈夫だ。少し、調子が悪いだけ」

「でも」

　一歩踏み出そうとした千春を、夕菜は手で制した。

「頼みがある。必要以上に私に近づくな。それが私へのストレスになる」

　頭痛がする。

「前から言おうと思っていた。私は人についてこられると気になって仕方がない。私の傍そばに誰かが近づいてくると、そいつに怪け我がをさせてしまわないかと心配になる」

「……そうなんだ」

「会話でもちょっとした仕し草ぐさでも、私の傍に誰かがいるとそうだ。だから私は今、イライラしている」

　痛みが強さを増していく。他人と関わる事の苛いら立だち。それが負ふ荷かとなって夕菜自身に襲おそいかかってくる。

　今日は特に酷ひどい。関わってくる人があまりにも多すぎて、思考がパニックを起こしている。

「だから私に近づくな。頼む、千春」

「……分かった」

　夕ゆう菜なの前で、千ち春はるが頷うなずく。

　そのまま──言葉を続けた。

「でもさ、有あり川かわさん。近づかないのは分かったけど、心配はしてもいいかな」

「っ！」

　割れるような頭痛が響いた。視界が大きく揺らぎ、眩まばゆいフラッシュのように焚たきつけられる。

　その言葉は、夕菜にとって──まさに禁きん忌きだった。何よりも鋭く突き刺ささる刃やいば。

　薬で、抑えられない。

「……いらない。そんな物は必要ない」

「有川さん？」

「私には必要ないと言っているんだ！」

　夕菜の声が、廊ろう下か中に響き渡った。直後、身体からだ中に脱力感が襲おそいかかり、視界が霞かすむ。

「私にそんな物は必要ない。私は大だい丈じよう夫ぶだから……私に、あんまり関わらないでくれ。頼む」

　膝ひざが折れそうになるのを堪こらえ、廊下をよろめくように足を進めていく。

　千春の言葉が、夕菜の心を乱していく。千春が今、夕菜に向けているもの。

　それは、夕菜が触ふれてはならないものだから。

「で、でも、有川さん」

「もう一度言うぞ。私から離れろ。私はそういうのが嫌きらいだと最初から言っている」

　自分には必要ない。自分はそうやって、独りで生きていくと決めていた。昔から、他人を傷つける事にしか使えないこのパラライザーという力を知ってから。

　自分が、世間と馴なれ合えないと思った時から。

「有川さん」

　千春からの心配げな声に、頭痛が鋭さを増す。その間にも足を進め、ようやく階段へとたどり着く。

　頭を叩たたき割られるような不快感。それを抑えながら、無理な冷静さを装って千春へと向き直る。半ば、意地になりながら。

　──それもまた、最大の失敗だった。

「……少し休めば大丈夫だから。問題ない。だから気にする必要は」

　言葉が、そこでぷつりと途と切ぎれた。

　膝の力が、突然抜けた。

「あ……」

　夕菜の身体が折れ、階段の方へと傾いていく。

　白い天てん井じようが見えた。蛍けい光こう灯とうを輝かせた、網あみ目め状の模様。

「有川さん！」

　悲鳴のような声と共に、千ち春はるが飛び込んでくるのが、見える。まっすぐに落ちていく自分の身体からだと、伸ばされる千春の手が。

　咄とつ嗟さに願う。

　そのまま落ちてしまえ、と。そうすれば誰も傷つかない。

　この馬鹿千春が何をするか、手に取るように分かる。

　だから千春の手が、届かないようにと、お願いした──神にでも何にでも。




　千春の手が、倒れる夕ゆう菜なの手首を摑つかんだ。

　身体の中を流れる力が狂気めいた歓喜に満ちて、千春の身体へと雪な崩だれ込んでいく。




　　　　◆




　──そこから先は、記き憶おくがない。

　だけど。おぼろげな視界の中、倒れている千春の身体が運ばれているのだけはよく見えた。

　校長先生や教頭先生が、やたらと騒さわいでいる姿も。

　一いち林ばやしが、神しん妙みような面おも持もちで周囲を見渡している様子も。

　そして、末すえ長ながが頭を抱かかえている様子も。
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　だから、私は怖かったんだ。

　他人と関わる事が。

　何度も警告したはずなのに。




　……それとも。

　私の意志が弱かったから、こうなってしまったのだろうか。













　　　──幕間　二──







　それは、冬の記き憶おく。

「末すえ長ながさん」

「ん。茜あかねはいつまで経たっても、末長さん、なんだな」

「あ……そうですね。癖くせですから」

　にこりと笑う、茜の顔。

「でも敬語を止やめちゃうと、あれなんです。不意に距離が近づいてしまいそうで……ちょっと、怖いんです」

「怖い？」

「はい。潔けつ癖ぺき症しようですから」

「……重症だな、茜のそれは」

「そうですね。私も、そう思います。昔のトラウマで」

　こくりと頷うなずく。

　空から、白色の雪玉がふわふわと落ちてくる。

「末すえ長ながさん」

「ん」

「パラライザー、って知ってますか」

「……なんだい、それは。最近流行の何かかな？」

「触さわると感電する、病気です」

「は？」

　目を見開き、末長が口を窄すぼめる。しばし顎あごに手を当てて考え、それからにこりと笑った。

「茜あかねはファンタジーを考えるのが上手じようずだな。もしそんなのがあったら面白い病気だ」

　茜が顔を伏せた。

「……そう、ですね。面白いかもしれません」

「で、それが？」

「いえ、ちょっと」

　雪の上を、二人でざくざくと歩いていく。

「末長さん。ある漫画のネタの話、なんですけどね、それ。もしそういう、触ると感電するっていう病気の人がいたら、末長さんはどう思います？」

「んー……そうだな。私だったら、怖いと思うな。触ると感電する人がもし、身近にいたりしたら」

「……だったら、きっとその人は、嫌きらわれるでしょうね」

「多分、そうだろうな。──そういう漫画なのかい、茜あかね？」

「ええ……売れなくて、もう廃刊になりましたけれど。この前友達から借りたので」

「ふぅん」

　何気ない話題。

　雪が、空から音も無く降り続く。

「私は、嫌われたくはないです。ずっと」

　茜が、小さく呟つぶやく。

「ん。何か言ったか、茜？」

「いえ、何でもないです」

　それは雪の降る、ある日の記き憶おく。













　　　第三章







　夕ゆう菜なが目を覚ましたのは、夕暮れと呼ばれる時間が過ぎた頃だった。

　窓の外から、雨の滴したたる音が聞こえてくる。カーテンに囲まれた白いベッド。シーツに身を包んだまま、夕菜は天てん井じようの白い蛍けい光こう灯とうをぼんやりと見つめていた。清潔な香りが鼻につく。

「起きた？　有あり川かわさん」

　千ち春はるの声が聞こえた気がして、夕菜は身体からだを起こした。カーテンを揺らして、長なが峰みね先生が心配げに顔を覗のぞき込んでくる。

「何か飲む？　って言っても、お茶ぐらいしか無いけど」

　やんわりとした口調。軽い目眩めまいを覚え、再度ベッドに倒れ込んだ。ふわりとした布ふ団とんの暖かい感かん触しよくが、夕菜の背中に触ふれる。

「……先生。千春は」

「──大だい丈じよう夫ぶよ。浅あさ草くささんは」

「どんな風に大丈夫なんですか」

　夕菜の言葉に、長峰先生が言葉を詰まらせた。その隙すきを突くように、夕菜の声が滑すべり込む。

「千春の怪け我がの酷ひどさぐらい、経験で分かります。私はああやって他の人に怪我をさせた事がある。その度に色々言われて、母さんや天あま音ねに迷めい惑わくをかけながら学校を転校してきたんです。今回も」

　淡々と答える夕菜の声は、普段よりも低いトーンを保っていた。

　室内の蛍けい光こう灯とうが、僅わずかな光を放っている。

「感電の方は、そんなに大した怪我じゃないそうよ。皮ひ膚ふ表面に軽い火傷やけどと、あと吐はき気とか不快感とかその辺みたい。心臓系にも影響無いそうよ。ただ感電した時の衝しよう撃げきで階段から落ちて体中を打ったみたいだから、今日一日は病院で様子を見るって。念のため。あ、お医者さんには感電事故って伝えたから」

「……そう、ですか」

　弱々しい返事をし、夕菜は布団を被かぶって寝転んだ。

　何も考えたくない。

「有川さんは大丈夫？　有川さんは、階段から落ちてはないみたいだけど」

「私は大丈夫です。別に私なんか」

　横を向き、夕菜は目を閉じた。怪我を負わせた千春は階段から落ちて、自分だけは何とも無い。千春に助けられたからだとは思うが、それもまた随ずい分ぶんと皮肉な話だ。

「……少し休んでて。有あり川かわさんが目を覚ましたって、他の人にも伝えてくるから」

　長なが峰みね先生が立ち上がり、靴くつの音を響かせながら離れていく。

　その音もやがて消え保健室には清潔な空気だけが残された。

　ぼんやりと事故の記き憶おくを思い返す。

　千ち春はるの笑顔。また傷つけた記憶。

　夕ゆう菜なはゆっくりとシーツをはぎ取った。ベッドから起きあがり、淀よどんだ表情のまま上うわ履ばきへと履き替える。

　幽ゆう霊れいのように、夕菜は力の入らない手で保健室のドアを開けた。




　　　　◆




　──お願いがあるんです。

　中学の頃。確か、最初の一言目はそれだった。クラスのみんなに向けて。

　凄すごく、緊張していた。自分の中でもパチパチと火花が散り、痛みを感じられる程に。

　私に触さわると、電気が流れるんです。だから、私に近づかないでください。

　心臓をバクバクさせながらそう伝えた。いや、訴えた。本当に、本気で全力で──

　……でも、笑われた。バカにされた。有川さん、それ面白いんだけど、って言われた。

　それから幾ら話しかけても駄だ目めだった。いつも嘲ちよう笑しようと、蔑さげすみ。

　それでも必死に、私は勇気を──勇気と勘かん違ちがいしていたものを振り絞しぼって、訴え続けた。そうすれば、愚おろかな事に誰かは信じてくれると思っていたから。

　──そのうち、男子生徒の誰かがこう言ってきた。

　だったら、試してみろよ。お前、あいつの事好きなんだろ？

　奇き妙みような言動をする私への、それは一種の虐いじめだったと思う。それとも、彼に対する虐めか。

　男子生徒の言う『あいつ』を、その男の子は不意に私の方へと突き飛ばしてきたのだ。

　冗じよう談だん半分で。

　……でも私は一いつ瞬しゆん、本当に硬直した。

　突然の事で油断した、というのも理由の一つ。でも本当の理由は多分──私は本当に、彼の事が好きだったから、だと思う。

　だから少しだけ、どきっとして──動けなかったんだと、思う。

　それが、有川夕菜の犯した過去最大の、油断。




　サッカーが大好きだった彼の片足は、今でも動かないらしい。原因は感電事故、という事になっている。

　──一番、辛つらかったのは。

　それ以来、彼にも避けられ続けた事。




　その時に、幼い私は誓ちかった筈はずだった。

　こんな辛つらい思いは、二度と──




　　　　◆




　二度とするつもりは無い、と。




　雨の音が、人ひと気けのない廊ろう下かに響いていく。

　夕ゆう菜なは靴くつ音おとを鳴らしながら、早足で教室の横を通り抜けていった。顔を俯うつむけ、黙もく々もくと足を動かしていく。

　春はる雨さめ特有の粘ねばつく空気が、夕菜の首元に絡からみついた。

「……油断、したんだ。きっと」

　小さく呟つぶやき、足を速めていく。その後を追うように、靴の音が廊下の中に響いていく。

　──私は貴様らのような連中が大嫌きらいだ。

　あの言葉は、噓うそじゃない筈はずだった。語調は意図的に強めたが、それはパラライザーとしてあるべき姿。そして、あの時に誓った事。

　パラライザーとしての力を知った時から。誰かと関わって、怪け我がをさせてしまう自分を知ってから、それは自分なりに選んだ進み方のはずだった。自分の初恋の人を傷つけてしまったあの時から、家族に迷めい惑わくをかけてから。

　南みなみ茜あかねという生徒がこの学校でどう生活していたかは関係ない。現に夕菜はそうする事で、比較的大過なく過ごしてきた。

　小さく、唇くちびるを嚙かむ。

　油断したのだ。千ち春はるに。一いち林ばやしに。あの馬鹿会長の態度に。

　パラライザーの事を理解してくれる人がいて、気軽に話しかけてくれる人がいて。だから夕菜は、そんな彼らに隙すきを見せてしまったのだ。

　夕菜の中で「弱さ」と定義付けられた物。弱いから、触ふれてはいけない物。

　知らないうちに、夕菜はその弱さへと引きずり込まれていた。彼らの未知なる接し方による、混乱のうちに。離れても寄ってくる彼らの、奇き妙みよう極まりない態度のせいで。

　そんな彼らに、いつの間にかペースを乱されている自分。

　それと、同時に。彼らの輪に加われるかもという淡い期待が、心のどこかに燻くすぶっていたのも事実だった。その事を薄うす々うす自覚しながらも、夕菜はわざと振り回されているフリをしていた。

　彼らを拒絶している真ま似ねをしながら、夕菜は心の何ど処こかで、彼らの事を歓迎していた。

　──それは、弱さだ。自分が誓ちかったはずの、あのことを忘れて犯した罪。だから千ち春はるに怪け我がをさせた。

　いつの間にか失っていた。常に孤高でなければならないという、夕ゆう菜な本来の冷れい徹てつさを。

　暗い廊ろう下かを抜け、人ひと気けのない玄げん関かんへと辿たどり着く。傘かさも差さず、夕菜は上うわ履ばきのまま飛び出した。泥どろを踏みつける感かん触しよく。身体からだに降り注そそぐ雨が、気持ちいい。

　そのまま、弱い自分も洗い流してしまえ──

「傘も差さずに出たら風か邪ぜを引くと思うがな、有あり川かわ君」

　足を止めて、夕菜は振り返った。

　目の前に立つ末すえ長ながは黄色い傘を差し、もう片方に青い傘を手にしている。門番のように、夕菜の姿を待ちかまえながら。

　その姿を、夕菜は獣けもののように睨にらみ付けた。

　強引で、奇き妙みようで、けれど少しばかりの温かさがある馬鹿男。

　夕菜の心に隙すきができた時、この男がいつも傍そばにいた。強引だけれど夕菜の心を緩ゆるませる、この男の姿がいつも。

　雨が勢いを増し、夕菜の背中を叩たたきつける。自分の後押しをするかのように。

　洗い流してしまえばいい。雨とともに、夕菜の弱さも、この男も何もかも。




　水たまりの上で、末長がいつもの馬鹿らしい笑みを浮かべてみせる。

「ふむ。また随ずい分ぶんしみったれた顔をしているな有川君。水も滴したたるいい女とはよく言うが、しかしずぶ濡ぬれのままだと風邪を引くぞ？　実は都合良くここに傘が二本ある。一本は私の、もう一本はまあ、一いち林ばやしからぶんどった奴やつだが君に貸そう」

　軽快な言葉を続け、末長が水たまりを跳はね飛ばしながら歩いてくる。やがてその足が、夕菜の射程圏内へと滑すべり込んだ。

「ほれ、有川君。傘を」

「いい加減にしろ」

　手を払はらい、夕菜は差し出された傘を薙なぎ払った。

「馬鹿の言葉はもう聞き飽あきた」

　落ちた傘の先せん端たんから、水溜たまりの上に波は紋もんが広がっていく。

「……気持ちは分かるがな、有川君。そのような態度は」

「私に近寄るなと、何度言えば分かる」

「有川君、少し落ち着きたまえ。確かに今日の事は不幸な事故だったが」

「何が不幸な事故だ」

　必死に言い訳を並べる姿はもう見飽きた。私も、この男も。

「あんただって分かってるはずだ。私がいなければ、こんな事故は起こらなかった」

「ふむ。確かにそれは事実かも知れないが、それは事実の一側面しか」

「私の甘あまさが原因なんだ」

「甘さ？」

　夕ゆう菜なの言葉に、末すえ長ながが心しん底そこ不思議そうに眉まゆを上げる。

　歯は軋ぎしりを浮かべ、夕菜は諸悪の根源を睨にらみ付けた。

「誰かと、ちょっとでも仲良くなれるかも、って思った私の甘さだ！」

　夕菜の肩かたに、雨の雫しずくが滴したたり落ちた。大粒つぶの雫が、二人の間に流れ込む。

「昔から知っていた筈はずなんだ。誰かと関われば、いつかそういう事故が起こるって。分かってたはずで、だから私は人を拒こばんでいる筈はずだった。だけど、お前達みたいな変人がいたせいで。少し、油断した」

　夕菜の黒髪かみを水が伝い、やがて水すい滴てきとなって零こぼれ落ちる。

「迷めい惑わくをかけるんだ。私は存在しているだけで。お前達にも、母さんにも、天あま音ねにも」

「有あり川かわ君」

「近寄るな。関わるな。私から言える事はそれだけだ。言いたい事はもうそれで十分だ！」

　震ふるえる声で、夕菜は切り捨てた。末長の身体からだが硬直するのをその目で確かに確認する。

　夕菜は末長に冷やかな視線を送ると、その脇わきを無言で通り過ぎていった。

　これでお別れだ。有川夕菜はこの学校で二度と、甘さを見せるつもりはない。もう二度と。

「有川君。それは甘さとは言わんぞ！　それは」

「──優しさ、とでも言いたいのか」

　足を止めて、背を向けたまま答えを返す。

「普通の人ならそうだろうな。でもお前は人間で、私はパラライザーだ。お前にとってはそれが優しさだとしても、私にとっては余計な気持ちにしかならない」

「……なんだねその言い方は。まるで自分が人間じゃないみたいな言い方だな」

　冷気を帯びた末長の声に、夕菜が一いつ瞬しゆん足を止める。

「……そう言ったんだ、末長。パラライザーは化け物だからな」

　昔から言われ続けた事だけれど、と心に付け加えて。

　会話を打ち切り、再び背を向けて歩き出す。

　もうこの連中と関わる事もない。自分の心が乱される事もない。昔と同じように過ごすだけ。

「……有川君」

　背中から、末長の呟つぶやきが聞こえてくる。

　背後で水たまりを蹴ける音。夕菜はそれを無視して歩き続けていく。

　二度と無い。この男が今後何かしら干かん渉しようを行ってきたとしても、夕菜はもう二度と相手にするつもりは無い。

　そう、改めて心に誓ちかい──

「がっ」

　背中に、衝しよう撃げきを受けた。

　蹴けられたと気が付いた時には既すでに、夕ゆう菜なの身体からだは泥どろだらけになったグラウンドへと叩たたきつけられていた。一いつ瞬しゆん思考がパニックに陥おちいる。だがすぐに、理性を取り戻した。

　泥を拭ぬぐって振り返り、狂犬のような瞳ひとみを末すえ長ながへと向ける。

「っ……何をする」

　目の前に佇たたずむ末長はいつの間にか傘かさを投げ捨て、両腕うでを組んで夕菜の姿を睨にらみ付けていた。踵かかとを地面に叩きつけ、ゴム靴ぐつを夕菜に見せつけるかのように前へと出す。

「有あり川かわ君。今の発言は少々聞き捨てならんな。化け物だ、パラライザーだ、私に触ふれるな何だかんだ。君はそんなに自分を貶おとしめて楽しいかね、ええ？」

「悪く言ってる訳じゃない。事実だ」

「ふむ。だったら是ぜ非ひ、被害者面づらはやめて欲しいな有川君。君がもし化け物だと言うのなら化け物らしく、暴れて人類に迷めい惑わくをかけるか、宇宙人よろしく自分の星へ帰る事をお勧めする！」

「……なんだと」

　夕菜の表情に、鋭さが増す。

「全く、聞いておれば調子に乗りおって。自分は化け物だから近づくな？　人に心を許す、それが自分の弱さだ？　自己陶とう酔すいの塊かたまりが！」

　殺意が湧わいた。

「……今、何て言った」

「自己陶酔だと言ったのだよ有川君！　聞こえなかったのかね？」

　夕菜の掌てのひらに雷かみなりが舞った。激しいショート音を響かせ、雨音の中で輝きを増す。

「自己陶酔だと！」

「ふん。今のが自己陶酔でなくて何だというのだ有川君。自分一人で生きる？　誰にも迷惑かけたくないから私に関わるな？　悲劇のヒロインは茜あかねでお腹なか一杯だよ私はな！」

　末長が拳こぶしを上に向け、中指を逆さかさに立てた。

　夕菜の黒髪かみに光が走り、スカートが僅わずかに浮く。

「コイツっ……！」

「勘かん違ちがいの暴走もいい所だよ有川君。まったくもって、君の家族が可哀かわい想そうだ。君のお母さんもさぞ手を焼いているだろうな！　こんなワガママ傲ごう慢まん娘むすめ相手じゃ──」

　夕菜の足が地を蹴けった。一拍の間を置いて末長へと迫り、右手に光が宿る。

　無言のまま、夕菜の左拳が風を切った。

「小こ賢ざかしいわっ！」

　ゴム手袋をつけた末長の手が、夕菜の拳を受け止める。純粋な力押し。

「うるさい！　お前みたいな能天気な男に！」

　それでも、夕ゆう菜なは拳こぶしを押し返す。

　一度ぶん殴なぐらないと気がすまない。この男だけは。

「馬鹿にされてたまるかクソ野や郎ろうが！」

「それはこちらの台詞せりふだな有あり川かわ君！　君こそ、みんなに心配されているのが分からんか！」

　末すえ長ながの右手が、夕菜の拳を弾はじく。

「心配なんか必要ない！　私は一人でがっ」

　夕菜の言葉は、末長の放った強烈なボディブローに閉ざされた。腹を直ちよく撃げきされ、泥どろの上に膝ひざをつく。

「一人で何だね有川君。言ってみたまえ！」

「っ……この！」

　夕菜の足払ばらいが、末長の脛すねに抉えぐり込んだ。その瞬しゆん間かん、ありったけの力を注そそぎ込む。

「ぐっ」

　末長の身体からだが一いつ瞬しゆん跳はね、膝から崩くずれ落ちた。夕菜が立ち上がり、そのまま右足を頭まで振り上げる。

「甘あまいっ！」

　末長が腕うでを上げ、夕菜の踵かかと落おとしを手首で受け流した。直後、末長の足が地面を這はう。夕菜は足首を絡からみ取られ、小こ柄がらな身体が泥の上へと墜つい落らくした。

　べしゃりと音を立てて、夕菜のスカートが泥に落ちる。

　末長が立ち上がって数歩下がり、夕菜の間合いから僅わずかに距離を取った。

「いい加減に本音を言ったらどうだね有川君？」

「本音だと？　お前のような奴やつに関わって欲しくない、それが私の本音だ！」

　手を突き、夕菜が弾はじかれたように立ち上がる。間かん髪はつ入いれず泥を蹴けり、下から掬すくい上げるように拳を振り上げた。末長がゆるりと下がり、その一いち撃げきを空振りさせる。

　泥が跳ね上がり、二人の足下を汚よごしていく。

「他人に迷めい惑わくをかけたくない。そう言うのなら一つ尋ねようかね有川君」

　再度食い込むように、夕菜の拳が迫る。末長は滑すべるように一歩身を引いた。

　そして最後に、いつもの笑顔を浮かべてみせた。

「迷惑をかけたくないと思うなら、どうして最初から他人に理解を求めようと思わない！」

「──っ！」

　夕菜の身体が、びくりと硬直した。その瞬間、

「貰もらったぁ！」

　夕菜の腹部めがけて、雷らい撃げきのような蹴りが放たれた。衝しよう撃げきに身体がよろめき、支えきれず地面に伏す。唇くちびるについた泥の味が、夕菜の口元に広がっていった。拳を握にぎると泥が抉えぐれ、悔くやし紛まぎれに握り締める。

「……自覚症状がない訳ではなかろう、有あり川かわ君。君自身が意図的に目を逸そらしているだけだ」

　砂粒つぶを吐はき出し、夕ゆう菜なはゆっくりと立ち上がった。同じく泥どろにまみれた、白い制服姿の男へ視線を向けて。

「君は怖がってるだけだ。パラライザーという性質にかこつけて、他人に自分の心を触ふれさせるのが怖いんだ。その理由を全部、自分がパラライザーだという所に押しつけてな！」

「黙だまれ」

　夕ゆう菜なが一歩、足を前へと踏み出していく。

　末すえ長ながは、なおも言葉を止めず続けていく。

「もし君が本気で他人に迷めい惑わくをかけたくないと思うなら、他人に冷笑されようが白い目で見られようが、それでもまず他人に受け入れられるよう努力すべきではないのか？　それなのに君は、自分に関わると怪け我がをするからという理由で即座に他人を避さける！」

「うるさい！　私は……っ」

　声が、空くうをきった。

　反論の言葉が、頭の中に浮かばない。

「確かに難しいだろうな。パラライザーというやたらめったら面倒な性質の持ち主だと、周囲から冷笑どころか苛いじめの対象になるやもしれん。実際、君の生活はそうだったんだろう。だがそれでもまず、努力すべきではないのかね！」

「っ──そんな事、今いま更さら言われるまでもない！」

　夕菜の中で、何かが弾はじけた。

　例えこの男の言葉が正論だとしても、それを行えるとは限らない。有川夕菜は身をもって、その事を経験しているのだから。

「でもな、末長。そういう綺き麗れい事ごとはパラライザーを経験してから言ってみろよ。あんたには分からないだろうけど、パラライザーなんて事を喋しやべったって、馬鹿にされるか、例え本当だと分かっても怖がられるか！　今まで──私は、誰にも分かってもらえた事が無い！」

「だからといって君は最初から全否定するか。自分が受け入れてもらえる機会があっても、自分でそれをぶっ潰つぶして！」

「ただの理屈だそんなもの！　経験で言ってみろよ！　綺麗事ばっかり並べる、お前みたいな能天気には一生分かんないだろうけどな。パラライザーの、化け物の、気持ちなんて！」

「能天気！　はっ、私が能天気か。確かにそうだろうな。私には君のような化け物の気持ちは分からないさ！」

　末長の口元に、自じ虐ぎやく的な笑みが浮かび上がる。

　そして、夕菜を睨にらみ付けた。

「それが分かってたら、私こそ茜あかねに自殺などさせなかったさ！　それが私に分かってたらな！」

「──っ！」

　夕ゆう菜なの言葉が、喉のどに詰まる。

　末すえ長ながの馬鹿めいた口調は、何な故ぜか悲鳴のように夕菜の耳へと届いていた。その顔に、冷れい酷こくな何かが混じり込んでいく。

「ああそうさ、君の言う通りさ。私は確かに能天気で馬鹿で、茜あかねがパラライザーだった事にも全然気が付かなかったさ。だからこうして反省し、あんな事にならないようにと、君に色々言わせて貰もらってるんだクソ有あり川かわ！　分かるか？」

　末長の手が、胸むな倉ぐらへ万まん力りきのように食い込んでくる。

「だから今度こそ私は、二度とあんな事にならないように君の事を色々見て、受け入れようと頑がん張ばっているんだよ！　必死でな！」

「う、うるさい。私にそんなものは」

「なのに君ときたら最初から全チャンネルを塞ふさぎ込み、相手が理解してくれないと決めつけて、跳はね除のけて、否定して！　本当は相手に拒絶されるのが怖いだけの臆おく病びよう者ものの分ぶん際ざいで！」

「っ、違う！　私は」

「私は確かに能天気だ。だが間違っても、最初から塞ぎ込んで、人の話を最初から聞かないような、実に簡単な道を選んだお前なんかに！」

　末長の拳こぶしが、風を切る。

　抵抗する暇いとますら、与えられなかった。
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「私のことを──能天気呼ばわりする資格は無い！」

　一いち撃げきを振り抜かれ、夕ゆう菜なの身体からだが宙へと跳はね上がった。

　泥どろが飛び、雫しずくが跳ねる。

　夕菜の身体が僅わずかに浮き、そのままグラウンドの中へと沈んでいく。

　一筋、誰かの涙なみだがこぼれたのを、夕菜はふと見たような気がした。




　　　　◆




　泥だらけのグラウンドに倒れたまま、拳こぶしを握にぎる。立ち上がろうとしても、力が入らない。

　頰ほおを、雨以外の何かが伝わっていく。必死に反論の言葉を探し、あの馬鹿をぶっ潰つぶすために身体を動かそうと力を込める。

　けれど、動けなかった。

　──敗北感。

　そういう気持ちが、夕菜の何ど処こかにあった。

　それがどういう意味なのか、夕菜にはよく分からない。

　だけど。

　それはひどく、悔くやしい。




　やがて雨音の続く中、夕菜はゆっくりと身体を起こした。

　立ちつくす白い制服から視線を逸そらして、走り出す。

　顔を見られたくなかった。この男にだけは見られたくなかった。

　掌てのひらに小さく、火花が散る。嘔おう吐と感に耐え、割れるような頭痛を抑おさえ込みながら、夕菜はグラウンドを走り抜けた。

　後ろから、末長の呟つぶやきのような声が聞こえてくる。

　全部無視した。耳を塞ふさいで、目を閉じてグラウンドを走り抜けた。

　聞きたくない。今はあの男の声は聞きたくない。

　そう必死に願い、雨の中を駆かけていく。

　雨と泥の音が、夕菜の後ろをついていく。




　　　　◆




　濡ぬれたグラウンドの中、末すえ長ながの白い制服が幽ゆう霊れいのように浮かび上がる。

「……阿あ呆ほうかお前は」

　不意に聞こえた鋭い声に、末長は髪かみを濡らして振り返った。赤い折りたたみ傘がさを差し、いつもの冷やかな眼まな差ざしで立つ一いち林ばやしの姿が見える。

「貴様ほどの阿あ呆ほうを私は知らん」

「……すまん。あそこまでする気は無かったのだが」

「その点を責めているのではない、馬鹿者」

　一林の言葉に、末すえ長ながが視線を落とす。一林は気にも止めなかった。

「どうしてお前はそう不器用なのだ。有あり川かわが事件の直後で、混乱している事ぐらい分かるだろう。ああいう時はまず、言いたい放題言わせてからそっと慰なぐさめてやれ。それで多少あいつも楽になった筈はずなのに。逆に追いつめてどうする」

「言わずにはいれなかったのだ。聞いていて腹が立ってな。私としても、あの発言は──」

「違うな。今のは、お前が勝手に腹を立てていただけだろう」

　一林が制服の襟えりを正し、冷やかな視線を向ける。

「いいか会長。今一度はっきりさせておけ。他の者にも言われたかもしれないが。有川は、茜あかねではないぞ」

「……それくらい分かって」

「いないから言っているんだ、馬鹿会長！」

　一林の恫どう喝かつに、末長の肩かたがぴくりと震ふるえた。

「会長。お前が今、有川に何と言ったか覚えているか？　要約するとだ。私は心を開いている、だからお前もさっさと受け入れろと有川に強要したんだぞ？　茜の時にはそれができなかった、だから君にはそうしてあげようじゃないか、と」

「それは」

「有川は混乱していて気づかなかっただろうがな。その言葉はある意味、有川に対する侮ぶ辱じよくだ。彼女は茜と同じパラライザーでも、別の経験を積んだ別の人間。にも関わらず、お前は有川に心を開けと強要した。……その前提には、茜が受け入れられなかった代わりにお前を受け入れてやる、という実に強引で自分勝手な──おまえ自身の欲求が、そこにある。それこそ、有川のバックグラウンドも理解せず茜と同じように考えている証しよう拠こだ。有川の人格を否定してな。まったく、有川も有川だが、お前も十分すぎる程に阿呆なことだ」

　末長の表情に、刃やいばのような亀き裂れつが走った。

　その間にも一林の声が、旋せん律りつのように響いていく。

「会長。お前は有川の混乱を一層深めた。確かに、今のお前の主張は正しい部分もある。だが有川は茜と直接の関係はない。そこを分けて考えろ。パラライザーを受け入れる、そのひとくくりで茜と有川を一緒に考えるな」

　しとしとと、雨の降り続く音だけがグラウンドの中に響いていく。

「今ごろ、有川は極度の混乱状態に陥おちいっているはずだ。下へ手たをすると、二度と立ち上がれんかもしれん。死にはしないだろうが、もう学校に来なくなるかもな」

　末すえ長ながの表情が、氷のように硬直した。

「責任を取れよ、会長。これはお前の責任だ」

　その様子を見ながら一いち林ばやしは静かに呟つぶやき、踵きびすを返す。

　雨の中、ゆっくりとした歩調のまま。

「……そんなに、悪い事かね一林」

　背を向ける一林の元へ。末長の言葉が低く、響く。

「私が有あり川かわ君を、茜あかねと混同視するのがそんなに悪いと言い切るか、一林？」

「違うのか？」

「私が茜を失って。どれくらい悔くやしかったかも分からない貴様に、私の焦あせりなど理解できるものか！　私の事などな！」

　一林が、足を止めて振り返る。

　ナイフのように、鋭い瞳ひとみ。

「──そうやって、君もまた肝かん心じんな所には全部否定を続けるか、末長。有川と同じだな」

「なんだと？」

「人嫌ぎらいなフリをして誤ご魔ま化かしている有川と。馬鹿なフリをして誤魔化しているお前と。そう変わりはしない。どっちも頑がん固こで、反省しない」

「一林──」

「私も殴なぐるか？　止やめておけ。そんな事をすれば二度と立ち上がれなくなる。お前がな」

　くすりと、一林が小さな笑みを見せた。

　悪あく魔まのような笑みだった。

「少し、頭を冷やすといい。そして有川が茜とどう違うか、もう一回考え直せ。……私の知る末長は、少なくとも有川ほど愚おろかではない筈はずだ。そして、立ち直りも早い──期待しているぞ」

　そう、静かに言い残し。

　泥どろを跳はね上げ、一林の姿は再び校舎の中へと消えていった。
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　雨をかき分け、家の前へと辿たどり着く。夕ゆう菜なは乱暴にドアをこじ開け、上うわ履ばきを投げ飛ばすように振り払はらった。その直後、玄げん関かん前にいた天あま音ねと不意に視線が合う。

「お姉ちゃん？　ど、どうしたのその格好！」

　天音の声に、一いつ瞬しゆん足が固まった。しかし早足で天音の横を抜け、自分の部屋へと逃げ込み鍵をかけた。泥だらけの制服のままドアを背にして、もたれかかるように座り込む。

「お姉ちゃん！」

「何でもない！」

　歪ゆがんだ声で、そう言い返すのが精一杯だった。天あま音ねに自分の泣き声なんか聞かれたくない。今は誰とも会いたくない。自分の姿を見られたくない。

　そうは思っても、ドアの向こうから天音の声が聞こえてくる。

　そのままじゃ風か邪ぜ引くよ、とか。あとで聞くからお風ふ呂ろに入ったら、とか。

　小さく涙なみだを零こぼし、ごめんと呟つぶやいて夕ゆう菜なは口を閉ざした。ドアを叩たたく音が何度も鳴り、その度に夕菜の心が揺らいでいく。

　私は臆おく病びよう者ものなのだろうか。パラライザーという性質は、逃げる理由にはならないのだろうか。

　廊ろう下かから「天音」と呼ぶ母の声が聞こえてくる。ドア越しに騒さわいでいた天音の声が、その一言で萎しぼんでいった。母に促うながされたのか、やがて天音の小さな足音が廊下に響いていく。

　──夕菜は小さく、唇くちびるを嚙かんだ。それは気配だけで分かる。

　ドアの向こうから、温かい気配がゆっくり流れてくる事が。

「夕菜」

　優しい声。

「晩ご飯、置いておくからね。今じゃなくてもいいから、ゆっくり食べなさい」

「……はい」

　その声に、夕菜は顔をぐしゃぐしゃにしながら返事をした。その動きが見えていたかのように、ドア越しの気配が笑顔を浮かべて消えていく。

　静寂が戻ってきた。

　室内に置かれた、白いベッドと木の机。夕菜が趣味で集めた本の類たぐい。どれも無機質で、何も喋しやべらない品々。それでいいと思っていた。誰とも喋らなくていいと。

　そっとドアを開ける。途と端たんに、白い湯気がふわりと舞い込んできた。とろとろとしたスープの中に、夕菜の好きなマッシュルームが多めに盛り付けられているホワイトシチュー。甘あまく温かい熱を持った器。

　縁ふちを手で引っ摑つかみ、添そえられたスプーンを手に摑む。そのまま一度、口に頰ほお張ばってみると。

　シチューは、塩のような味がした。

「っ……」

　ゆっくりと嚙かみ締めながら、二口目を口に運ぶ。

　やっぱり塩のような味がした。
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　校長室に叩たたきつけられる雨音が、次第に勢いを落としていく。

　滝たき嶋しま校長はため息をつき、両腕うでを組んで教頭へと視線を向けた。

「有あり川かわは自宅に帰ったのか？」

「そのようです。先程奥さんと連絡が取れまして。今は少し、そっとしてあげてくださいとの連絡が」

　教頭の報告に、校長の顔がさらに渋しぶみを増す。しかしすぐに、その表情はかき消えた。代わりに小さく目を伏せ、ため息にも同情にも似た顔を浮かべなおす。

「まあ、落ち込む気持ちはよく分かる。落ち込むのはパラライザーも我々も同じ事だ」

「──校長先生」

「だが事件が起きた以上、有あり川かわを退学措置にする方針を固める必要がある。有川の心情とこれは別件の問題だ」

「ですが今回の件、有川本人の意志ではありません」

「本人の意志でない事が許されるなら、過失は全すべて無罪かね宮みや田た教頭。有川夕ゆう菜ながパラライザーなのは理解するが、それでも怪け我がをさせた事実は変わりない。事件が起きる前なら、あの奥さんが言う通り可能性に賭かけても良かった。だが実際に起きたのなら、現実的な対応が必要だ」

　教頭が黙だまり込んだ隙すきに、校長は椅い子すを回転させて向き直った。大おお仰ぎような造りの椅子が、音を立てて軋きしみを上げる。

「宮田教頭。有川も他の生徒と平等に見るべきだという教育方針は分かるし、それは私も理想だとは思っている。だがパラライザーという性質はあまりにも特殊だ。それを無理に通常の教育体制に組み込もうとする事自体、私は強引ではないかと考えている。私立高校という立場で考えても、パラライザーを受け入れるメリットは殆ほとんど無い。そこまで君が固こ執しつする理由はないと思うが」

　校長の言葉に、教頭の肩かたが僅わずかに震ふるえた。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを整え、教頭もまた黒革かわ作りのソファへと腰こし掛かける。

「確かにそれは分かります、校長。ですが、私はそれでもやりたいのですよ。教育方針とかそういう問題ではなく、個人的な私情も含めた理由として」

　両手を前に組み、教頭は姿勢を正した。

「校長先生。私達は去年、本校の生徒である南みなみ茜あかねを死なせてしまった。私は今でもその事を悔くやんでいますし、やり直したいと思っています。もっと具体的に言いますと。教師として、生徒を救えなかったというトラウマを今でも抱かかえているのです」

「……やり直したい、という事かね」

「そういう事です。正確に言えば、パラライザーという存在へのやり直しです」

　校長の先を読んだ言葉に、宮田教頭は首を縦たてに振った。

「私はパラライザーである有川夕菜が、この学校に入ってきた事を知った時──今度こそパラライザーという存在を認知し、自殺などしないようにしてあげたいと思いました。だから、彼女をこの学校に引き留めようとしているのです。これは私の個人的な理由であり、自己満足に過ぎません。自分のトラウマを払ふつ拭しよくしたいがために、有川夕菜という生徒を利用しているとも言えるでしょう。そしておそらく、現時点で有あり川かわに関わっている者の中には、そういう考えで動いている者も多い」

「……長なが峰みね先生が転校生のチェックをミスした、という話も噓うそか」

　校長の言葉に、教頭先生が小さく首しゆ肯こうする。

「長峰先生もほぼ同じ考えだと思います。そして、生徒達も」

「あの騒さわがしい面々か」

「ええ。南みなみ茜あかねが亡くなった事でトラウマを抱かかえてしまったのは、我々だけではありません。むしろ身近にいたあの子らの方が、影響は大きかった。校長先生はご存じないでしょうが、あの末すえ長なが生徒会長、去年まではまだ、比較的普通の生徒だったのですよ」

　教頭の言葉に、校長が軽く目を伏せた。

「事情を知る者全員の、といいますか南茜と仲が良かった者全員にとって、去年の事件はトラウマになっているのです。だから皆、そのトラウマを克服しようと必死になった。私や長峰先生、生徒会長や浅あさ草くさ──知らぬは当の本人、有川だけです。そして我々、特に末長が焦あせったが故に、有川本人は事情を知らないまま生徒達にあちらこちらから声をかけられ混乱状態に陥おちいった。……彼ら生徒会の面々は、有川に茜を重ねてみています。そして、私も」

「それが事故の原因だと？」

「それも一因かもしれない、という事です。勝手な推論に過ぎませんが」

　そう答え、教頭は細く研とぎ澄すまされた視線を校長へと向けた。

「滝たき嶋しま校長。もう少しだけ、有川の処分は待って頂けないでしょうか。私の私情はさておき、生徒達はそれこそ躍やつ起きになっています。有川と茜を重ねた事や、幾つかの焦りが事故を招いた事は否定しません。ですが今ここで有川夕ゆう菜なを退学させれば、生徒達の傷はより深くなる。一度ならず二度までも、と」

　教頭が、ゆっくりと頭を垂れた。

「是ぜ非ひ、再考をお願いします」

　静まりかえる室内に、雨音が届く。

　校長はゆっくりと瞼まぶたを閉じ、やがて何かに思い至ったかのように瞳ひとみを開いた。そして何かの言葉を口にしようとする。

　直後、校長室にけたたましい音を立てて電話のベルが鳴り響いた。

「……はい。花音かのん高等学校長、滝嶋ですが。はい。はい。は──」

　一いつ瞬しゆんの、沈ちん黙もく。

「はい？」

　校長の口元が半開きになり、教頭が顔を上げた。その間にも校長の表情は険しさを増し、次第に口元を歪ゆがめていく。不愉快極まりない、と言わんばかりに。

「はい、分かりました。至急対応致します。……ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません」

　苦々しく返事を終え、校長は受話器を置いた。そして半眼のまま、教頭を睨にらみつける。

　何となく、教頭は腰こしを引いた。

「宮みや田た教頭。私はこの高校に来てまだ三ヶ月しか生徒を見ていないが、思う所が一つある」

「何でしょうか」

「随ずい分ぶんとパワフルなようだな、この学校の生徒は。行動力ありありのようだ」

「もしや嫌いやみですか、それは」

「それ以外に何がある馬鹿者。至急、全職員に通達しろ。病院から抜け出した浅あさ草くさ千ち春はるを探すように、と。……警察にも捜そう索さく願いか？　まったく、一体どこまで迷めい惑わくをかければ気が済むつもりだあの連中は」

　鼻で笑いながら、滝たき嶋しま校長が再度電話を手に摑つかむ。

「……まあ、若くて行動力があるのはいい事ではあるがな」

　ぽつりと呟つぶやき、そのまま迷うことなく一一〇のボタンを押した。
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　夕暮れ時を越え、空が闇やみへと落ちていく。

　ベッドに倒れ込み、しばらく思考の海を漂ただよっていた夕ゆう菜なはやがて顔を上げた。素足のまま静かに床ゆかへと降り、ドアを開けてフローリングの廊ろう下かへと足を運ぶ。

　足裏に、ひやりとした感かん触しよく。天あま音ねの部屋を通り過ぎ、夕菜はやがて母のいる部屋の前へと辿たどり着いた。ふすまで仕切られた部屋。その取っ手に手をかけ、ゆっくりと手前に引く。

　母は、夕菜に背を向けて座っていた。和室に置かれたちゃぶ台に肘ひじをのせ、お茶を啜すすっている。その隣となりには座ざ布ぶ団とんが一座敷かれ、湯飲みが湯気を立てて置かれていた。

　何も言わず、夕菜はそっと座布団の上へと座る。目の前で淡々と流れるテレビを眺ながめ、一口だけ湯飲みに手をつけた。

　まだ、温かい。

　何も言わず、母がぷつりとテレビの電源を切った。白い手袋をした手がリモコンから離れ、そっと、夕菜の髪かみへと被かぶせられる。

　夕菜が僅わずかに俯うつむくと、母はそのままくしゃくしゃと何度か髪を撫なでてきた。

　髪を撫でられる感触が、気持ちいい。

「後でお風ふ呂ろに入りなさいね、夕菜」

「……うん」

　小さく頷うなずいて、夕菜は顔を上げた。母の方には向けず、意味もなくテレビへと視線を向ける。無機質なブラウン管に、母と夕菜の顔が写し出された。

「ねえ、お母さん」

「ん？」

「……あの、さ。あの」

　言葉が形にならず、夕ゆう菜なの口から零こぼれては消えていく。

　何度かそれを続けているうちに、夕菜はもう一度髪かみを撫なでられた。優しい感かん触しよく。

「ゆっくりでいいわよ」

「……うん」

　その言葉に後押しされ、ようやくぽつりと、言葉を作る。

「学校……やめたい」

　母は何も言わなかった。優しい瞳ひとみを浮かべたまま、夕菜の事を見つめている。

「怖い」

　一度堰せきを切れば、あとは簡単に言葉が出た。

　内に溜たまっていたものが、一気に溢あふれ出るように。

「お母さんが言うから私は、無理して学校に行ってた。学校は嫌きらいだったし、誰かに怪け我がをさせるのも怖かった。変な目で見られたり、天あま音ねが私の事で苛いじめられたりするのも嫌いやだった。それが嫌だから、私は友達を作らないように、って頑がん張ばってた。無理にでも……それでいいと思ってた」

　一度口を閉ざし、夕菜が顔を俯うつむける。

「でも──それは間違ってる、って言われた。それは本当は……私が、人と触ふれるのが怖がってるからだ、って」

　拳こぶしを握にぎり、口元をきつく嚙かみ締める。悔くやしさを紛まぎらわせるかのように。

「私は本当に、怖がってるだけなのかな」

　鋭く声を上げて、夕菜は母へと問い返した。

　正しくても、認めたくない。その歪ゆがんだ気持ちが、夕菜の中に鬱うつ屈くつして残っている。

　例えあの男の言葉が正論だとしても。夕菜はずっと、今の方法を貫いてきたのだから。

「夕菜は、その時どう思ったの？」

　逆に聞き返され、夕菜の返事が詰まる。

　悔しそうに顔を歪めた後、夕菜は小さく首を振った。

「私は……そうかもしれないって、少しだけ思った」

　他人に対する恐怖感。夕菜に常につきまとっていたその恐怖と戦うために、夕菜は人を遠ざけてきた。歪んだ顔を作り、苛いら立だたしげに振る舞い、誰だれ彼かれ構わず嚙かみついて。

　──それが逃げだと考えた事も、本当はあった。

　けれど、無視した。

　無視しても、問題は無かったから。一人で生きていけると思っていたから。

「そうね。お母さんもそう思う」

　その言葉に、夕ゆう菜なが肩かたを震ふるわせる。

「夕菜を学校に行かせてるのもね。本当は、もっといろんな人と仲良くして欲しいからなの。勉強だけじゃなくて。話した事、あるよね」

「うん」

　小さく頷うなずく。中学の頃、夕菜があの事件を起こし、もう学校に行きたくないと泣きじゃくって訴えた時の事だ。涙なみだ目めで訴える夕菜に、母がそっと諭さとしてくれた言葉。今はまだその大切さが分からないかもしれないけど、と付け加えながら。

「学校って言うのはね。大人おとなになって、社会に出るための前準備だとお母さんは思うの。今はまだ、夕菜は一人で大だい丈じよう夫ぶかもしれない。でも学校を出て、一人で社会に出て生活するようになったら、絶対に一人じゃいられなくなる。だから今のうちに、夕菜には学校に行って欲しいし、色々な人と会って欲しい。……まだ、実感はないかもしれないけど」

「でも」

「怖いわよね。お母さんもそうだった」

　夕菜の気持ちを和やわらげるように、母の声が響いてきた。

「だから、ゆっくりでいいと思ってた。ちょこっとずつ直していけばいい。カタツムリみたいに、ゆっくり、ゆっくり」

　そこまで答えて、母がくすりと笑う。

「ガツンと言われたんでしょう、夕菜？」

　母の言葉に、小さく首を縦たてに振った。

「ちょっとキツかったかな、今の夕菜には。でもそうやって、きちんと言ってくれる人っていうのは大切よ。夕菜の言う、上うわ辺べだけの人なんかよりはよっぽどね」

「……分かってる。けど」

　受け入れられない。それも、私の弱さだろうか。自分が弱いだけだろうか。

　少しだけ目を閉じる。

　夕菜の髪かみを、母はまたそっと撫なでてきた。

「夕菜。もし夕菜があんまりにも辛つらい、って言うなら……学校、やめてもいい。お母さんは普通に高校に通うのが一番いいと思ってたけれど、夕菜には夕菜のペースがあるから。でも、もう少しだけ頑がん張ばってみない？　そうやって夕菜に話をしてくれる人、今までいなかったから。今は、辛いかもしれないけど。それはきっと、夕菜のためになる」

「──うん」

　小さな返事。母は軽く、夕菜の肩に手を乗せた。

　二回叩たたき、夕菜を促うながすように優しく背中を撫でてくる。

「さ。お風ふ呂ろ、沸いてるから入ってきなさい」

「……うん」

　こくりと頷うなずいて、夕ゆう菜なは静かに立ち上がった。俯うつむきがちに、しかし確かな足取りで夕菜がふすまに手をかける。直後、ふすまの向こうから逃げるような足音が聞こえてきた。ウサギが慌あわてて逃げ出すかのような、可愛かわいらしい駆かけ足。

「あらあら。天あま音ねもお姉ちゃんが心配みたいね。でも、うちのお姉ちゃんは強いから大だい丈じよう夫ぶよ」

「──私は、そんなに強くない」

「そう？」

　問い返され、背中越しに母の笑む姿が見えたような気がした。

「だったら今日、少し強くなったのかもね」

　顔を赤くしながら、夕菜がふすまを開ける。

　廊ろう下かの奥で転ぶ天音の姿が、夕菜の視界に少しだけ映っていた。
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　生徒会室の中には、水溜たまりのような水すい滴てきが所々に落ちていた。雨も止やみ、窓の外からは煌きらびやかな月光が差し込んでくる。

　その光を浴びながら、末すえ長ながは椅い子すにもたれかかるように座っていた。何ど処こと無く呆ほうけた顔で、身体からだを月の光に照らしている。その髪かみからは、雫しずくのように雨の破片が滴したたり落ちていた。

　冷めた空気の漂ただよう生徒会室へ、不意に影が落ちる。

　がらりとドアが開き、長なが峰みね先生が姿を見せた。

「あら会長。随ずい分ぶんしけた顔してるのね」

「ええ。挫ざ折せつ中ですから」

　長峰先生の言葉に、末長が投げやりに言い返す。

「せっかくの機会を頂いたのに、私は自分からぶっ潰つぶしてしまいました。どうも私、女とは縁えんが無いようですな、先生」

　呆けたような、気力の無い態度。

「あなたが優しくないからじゃないの？」

　長峰先生が末長の前へと歩み寄り、おでこを人差し指でぐいっと押す。

「かもしれません。せっかく、長峰先生がパラライザーと触ふれ合う機会を作ってくれたのに」

「あら、ばれてたの。私がわざとチェック外した事」

「当然です。チェックも何も、パラライザーなどコンパスを置いておけば一発判明ではないですか。それをわざわざ、しかも先生がやらない理由がない」

　末長の服から、涙なみだのような水滴が滴り落ちる。長峰先生はため息をついて、崩くずれた末長の姿を見下ろしていた。

「それで？　あなたは何で、有あり川かわさんの心配もせずふて腐くされてる訳？」

「……有あり川かわ君と大喧げん嘩かしましたから。それこそもう、ラブラブ関係など木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする大バトルで。一いち林ばやしにも怒られましたよ。そして今さら挽ばん回かいしようにも、まだ何も手が思いつかない」

「諦あきらめるの？」

　長なが峰みね先生の言葉に、末すえ長ながの眉まゆが僅わずかに動く。だがすぐに、力を失った。

「いえ。そういう訳ではありません。ただ思考がぐるぐるとループ回路に陥おちいって抜け出せないだけです。結局のところ、私が何をやっても無む駄だな気がするだけで」

「諦めてるんじゃないの、それ」

「そうですね。もう諦め気味ですし」

　投げ捨てるように末長が答え、視線を窓の外へと向ける。雨上がりの満月は、夜空の中に綺き麗れいに浮かび上がっていた。光に当てられ、末長の泥どろだらけの姿が浮かび上がる。

　ふと顔を上げ、末長は口を開いた。

「先生。乙女おとめ心ごころって何ですか」

「宇宙の神秘」

「国語の先生らしからぬ回答です、先生。ではパラライザーの気持ちって、どんな物ですか」

　末長の言葉に、長峰先生が沈ちん黙もくで答えを返す。末長は天てん井じようを見上げ、小さく呟つぶやき始めた。

「私には正直、パラライザーの気持ちという物がまったく理解できない。最初、有川君は人と触ふれ合う事を極端に恐れていた。だから私は強引にでも彼女と手を繫つないだりして、スキンシップを図ろうと思ったのです。そして私以外にも、事あるごとに一林や千ち春はる君に声をかけてもらっていた」

　僅わずかな、間。

「──茜あかねの時は、それができなかったから」

　沈黙が、生徒会室に流れた。

　脇わきに備え付けられた名めい簿ぼ票が、カタンと音を立てる。

「ですが結局、有川君にはストレスばかり与えてしまった。その結果がこれだ」

「……分からないの？　会長」

「私はまたも失敗した。しかも今度は、彼女がパラライザーである事を知りながらの失敗──」

　ぺちっ、と音を立てて。末長はおでこを叩たたかれた。

　見上げると、眉まゆをひそめた長峰先生の表情がよく見える。

「乙女心は宇宙の神秘、とは言ったけれど。本当に何にも分かってないのね、あなた」

　長峰先生が盛大に息を吐はいた。まあ、相手の気持ちなんて、本当は誰にも分からないけどね、と小さく付け加えながら。

「どういう意味ですか」

　くってかかるような末長の態度に、長峰先生が笑みを零こぼす。

「有あり川かわさん、本当に嫌いやがってた？」

「……はい。間違いなく嫌がってました」

「パラライザーが本気で嫌がってれば、引っ張ってたあなたの腕うでを外すなんて楽勝じゃない。いくらゴム手袋をしてても、足首をひっかけて感電させればいい。手首摑つかんでもいいし、何だったら会長をぶん殴なぐって気絶させてもいい。それは裏を返せば、そんなに嫌がってなかったって事よ。彼女も本気じゃ無かったって事」

　長なが峰みね先生の言葉に、末すえ長ながが眉まゆを上げる。

「それは違います。それは多分、有川君が怖がっていただけでしょう。彼女は最初私と会った時、おもいっきり私を感電させてます。まあこれも計算のうちでしたが、そのせいで有川君は少々、私に対して及び腰ごしといいますか、やりにくいと言いますか」

「それだけが理由かしら？　確かに理由の一因ではあるでしょうけれど、本当は違うんじゃない？　っていうか、普段の会長ならそれくらい気付くでしょ、普通」

「……ですが、彼女は本当に嫌がっていましたし、事実何度かぶっ叩たたかれたりしましたし」

　大きなため息をつき、長峰先生が手近な椅い子すに腰をかける。そのまま末長を目の前に見み据すえ、諭さとすように声をかけた。

「あなたの悪い所は強引に出たところじゃない。強引に、出すぎた所よ」

「……出すぎた、ですか？」

「そう。臆おく病びよう者もののパラライザーを引っ張り出すのに、強引に出る事は決して悪くは無いわ。むしろ私は有川さんの様子を見る限り、成功だと思ってる。でも会長はそれを、やりすぎた。……じゃあ何でやりすぎたか、分かる？」

　長峰先生の言葉に、末長は僅わずかに思案した。答えは、すぐに出た。

　それは末長誠まことという人間にとってのトラウマであり、最大の過ち。

「有川君を……茜あかねと、混同していたから、ですか」

　唇くちびるを嚙かみ締め、小さく答える。長峰先生が頷うなずいた。

　一いち林ばやしにも言われた事だ。有川を、茜と混同するな。同じパラライザーでも違う人間。

「あなたのやった事は、おそらく茜さんになら上う手まく行く。違うかしら？」

　確信を突かれ、末長が口ごもる。思わず口を閉ざすぐらい、今なら心当たりが思いつく。

　茜は夕ゆう菜なと同じく、根は臆病者で怖がりだった。それはパラライザーに共通する一種の癖くせみたいなものだ。その心の扉とびらを開くのに、強引に近づく手法は確かに有効だった。夕菜にも、おそらく茜にも。

　その先を間違えたのだろう、と今なら分かる。

　茜は前に踏み込めば踏み込むほど、上手く距離を取ろうと身体からだを引く。と同時に相手の意図を理解しようと試みたに違いない。あの時の間違いは、相手が困っている事にすら気づかず全く前に出なかった。だから、茜は誰にも相談できずに自殺した。

　だが夕ゆう菜なは、踏み込めば怯おびえる。進めば進むほど、感じた事の無い未知の距離に震ふるえ、どうしたらいいか困こん惑わくし、酷ひどく戸と惑まどう。

　それは彼女が茜あかねと違い、人を拒絶する事で生きてきたからだ。人との距離を完全に閉ざしていた彼女にとって、末すえ長ながの迫った距離はあまりにも近すぎた。

　見知らぬ相手が、突然自分の距離に入ってきた時の恐怖感。その夕菜の気持ちを、末長は一度でも汲くみ取った事があったか。

　──無い。末長にとって、夕菜と茜は同じ存在、同じ方法で触ふれ合おうとしたのだから。

「……なるほど。失敗して当然、という事ですか。しかもあれだけ有川君の傍そばに居ようと心がけていた私より、それを傍はた目めで見ていた一いち林ばやしの方が先に気づいてるとは。何たる皮肉」

「まあ、当事者には見えないものだけれどね。会長ならある意味仕方が無い、とも思うわ」

　長なが峰みね先生の励ましに、末長は小さく息を吐はいた。

「茜さんとは違う。それを、自分で理解できた？　会長」

「……ええ。ようやく」

　顔を沈め、ため息をつく。自分のあまりの馬鹿らしさに、もうため息しか出ない。

「なら、次はどうすべきかしら？」

「次、ですか」

　先生に問われ、末長はじっと天てん井じようを睨にらみつけた。そして今一度、考え直す。

　パラライザーではなく、有あり川かわ夕菜という人間がどういう存在か。改めて、それを考える。

　茜と同じパラライザーであり、同時に茜と違って強気で負けん気が強く、そして怖がり。本当は誰かに助けて欲しいくせに、その言葉を自分では言い出せない。怖いから。

　彼女は強い。絶対に自殺はしない。だがそれは、助けを必要としない訳ではない。本当は辛つらくて、でも肝かん心じんの末長が蹴けり飛ばしてしまったから、誰にも言えず引きこもっているだけだ。

「……有川君には、助けが必要だと思われます、先生。それは茜とは違うけれど、結局は茜の時に近い答えです。有川君の望む距離を理解し、今一度、彼女の距離に合わせて手伝う。と同時に──今度こそ、パラライザーでも問題なく学校生活を送れるようにする事」

　光が見えた。一筋の、小さな光だ。

「正解。意外と簡単に辿たどり着けたじゃない」

　長峰先生の言葉に、末長が小さく拳こぶしを握にぎる。

「有川さんが迷ってる今が、もう一回立て直すチャンスじゃないの？」

「……はい」

「もう一回行ってみなさい、会長。案外、上う手まく行くかもよ？」

　長峰先生の言葉に、末長が頷うなずく。だが、その頷きはまだ小さかった。

　間違いは理解した。やる事も分かった。だが、その間違いを最初はどう謝ればいいのか──

「ほら。分かったらさっさと行く。ＯＫ？」

「し、しかし」

「何。ビビってるの？　普段は勢いがいい癖くせに、いざって時は意い気く地じが無いのね。まあ、二回も失敗して怖いのは分かるけれど」

「ですが──」

　末すえ長ながが言い返そうとした所で、突然けたたましい電話の呼び出し音が生徒会室に鳴り響いた。

　慌あわててポケットをまさぐり、末長が白い携帯電話を探り当てる。相手も確認せず、末長は通話ボタンを押した。

「はい、もしもし」

『千ち春はるです。会長、有あり川かわさんは？』

　千春の声に、末長の台詞せりふが固まる。

　その隙すきを逃さず、千春の声が響いてきた。

『やっぱり、落ち込んでるんですね』

「すまん。私のせいだ」

『いえ。あたしも不注意でした。つい反射的に動いちゃって。それで、有川さんは？』

「……分からん。多分家だと思うが」

　電話越しに、疑問の声が上がる。

『会長、有川さんについてあげてないんですか？　何で？』

「いや、その、何だね。さっきその……血反へ吐ど飛び交う大喧げん嘩かを」

『──はぁ？　ちょっと、それどういう事ですか』

「いや、その……ちょっと、有川君の話を聞いてると色々腹が立ってつい」

『……なっ……何やってるんですか会長！』

　電話越しに、凄すさまじい怒声が飛んできた。

『傷ついてる女の子に何で喧嘩してるんですか！　それでもあなた生徒会長ですか！　ま、まさか本気で殴なぐってないですよね会長！』

「あ、いや、殴ってしまったよ千春君。おもいっきり」

『はぁ？　ちょっと、それじゃあその辺に転がってるヤク中のジャンキーと同じじゃないですか会長！　っていうか女の子に何してるんですかこの腐くされバカ会長いっぺん死ねボケ！』

「ち、千春君。そこまで言われると私もさすがにへこむのだが」

　火山のごとき勢いで言葉が続き、末長は何も言えずに冷や汗あせを流し続けた。響く怒声。隣となりに立つ長なが峰みね先生も、呆あきれ顔のまま末長の携帯電話を見つめている。

　烈れつ火かの如ごとき怒声の後、やがて千春は神しん妙みような声で最後の言葉を付け加えた。

『会長。だったらすぐ、有川さんの所に謝りに行きましょう。今すぐです』

「……今すぐ？」

『あたしも行きたいんです。手遅れになる前に、有川さんに会いに。今すぐ！』

　末すえ長ながの理性が、一いつ瞬しゆんだけ硬直した。

「し、しかし千ち春はる君。大体いま、君は入院中では」

『病院、抜け出しちゃいましたから』

　イタズラをばらすかのような、茶目っ気の混じった声。

『だから、会長。お願いがあります。あたしを有あり川かわさんの所につれてってください』

「し、しかし」

『今行かないと間に合わないかもしれないんです！　また何かあったらどうするんですか！　迷ってないで、さっさと動いてください！　来なかったら殺しますからね！』

　怒ど濤とうの声。その音量がやがて収まった頃、電話の先から呟つぶやくような声が、流れてきた。

『あたしは、また自殺なんて嫌いやです。自殺しなくても、このまま学校に来ないなんて嫌です。二度は失敗しても、三度目の失敗は絶対したくありません。それとも会長は、このまま有川さんを放っておいて全然気にならないんですか？』

「き、気にならないとは何かね千春君！　私だって色々」

『悩んでる暇ひまがあったら来いって言ってんだよこの馬鹿会長！　何でもいいから動く！　今はそれだけでしょう！』

「っ……！」

『──東ひがし谷たに公園で、待ってますから』

　冷たい空気が、末長の背筋に流れ落ちる。電話はそこで、有無を言わさず唐とう突とつに途と切ぎれた。

　雨上がりの冷えた空気が、隙すき間まを縫ぬって吹き付けている。隣となりを見ると、長なが峰みね先生がくすりと小さな笑みを零こぼしていた。

「さあて、会長。発はつ破ぱかけられたわね。女の子にああまで言われて黙だまってるつもり？」

　そう言われ、一瞬だけ考える。

　三度目の失敗は、絶対したくありません。

　自分でそう小さく呟き、末長は自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべて見せた。やがて頰ほおの端はしを緩ゆるめ、髪かみを軽く搔かき上げる。

　まずは動け、と自らを叱しつ咤たした。

　末長は決して間違ってはいなかった。ちょっとした行き違いと、認識の違い。それがマイナスの方向に働いただけで。

　それを改めて認識し。末長の顔に、いつもの自信に満ちた笑顔が浮かぶ。

　試行錯さく誤ごしても、例え途と中ちゆうで間違って大喧げん嘩かをしたとしても。夕ゆう菜なが自殺しない限り、それができる。彼女が学校にいる限り。チャンスは何度でもある。

　茜あかねと違って。

「……二度失敗したなら、三度目をやり直せばいい。それだけの事、か」

　塞ふさぎ込んでいたのは、一体どちらの方か。知らぬ間に、末長自身も夕菜と同じくらい塞いでいたのだ。

「そうそう。やっぱりまずは動いてみなさい、会長。あなたはそっちの方が似合ってるわ。そもそも、パラライザーの有あり川かわさんを一度や二度で説得できると思うほうが大間違いよ。三度、四度──気持ちって中々伝わらないものだし」

「……まったくもってその通りですな、長なが峰みね先生！　うむ。私としたことが少々阿あ呆ほうな事を考えていたようだ。諦あきらめるなど、私らしくも無い。当たって砕くだけろだ」

　長峰先生の言葉に、末長は大おお仰ぎように手を挙げた。その直後、生徒会室のドアが開かれる。

　青いレインコートを着込んだ一いち林ばやしが、服を濡ぬらしながら姿を見せた。

「いい加減、そろそろ復活したか？　バカ会長」

「うむ！　復活したぞ一林。やはり結局は動かないと駄だ目めだという事が判明した！」

「そうか」

　頰ほおの端はしを上げ、一林が皮肉げに視線を送る。

「ならさっさと行け。貴様の大好きなバイクが玄げん関かん下でお待ちだ」

「ぬっ……わざわざ持ってきてくれたのか、一林」

「ふん。お前の事だ。どうせそろそろ復活する頃かと思ってな。本来なら有川宅に突っ込むためにバイクを用意したが、先程私も電話を受けた。さっさと千ち春はるを回収してこい」

　一林がレインコートを脱ぬぎ、末長へと放り投げる。末長はそれを片手で摑つかむと、マントを纏まとうように翻ひるがえした。袖そでを通し、フードを被かぶって前方を睨にらみ付ける。

「行ってくる。さすがは我が一番の親友だな。準備がいい」

「小学校から伊だ達てに貴様と腐くされ縁えんをやっている訳では無い」

　不服そうに鼻を鳴らし、一林が親指を立てる。

「安全運転を心がけろよ、会長」

「それはギャグかね一林？」

「当然。ぶっ飛ばしてこい」

「ＯＫ、了解した」

　一林の言葉に、末長は子供のような笑みを浮かべた。生徒会室のドアを蹴けり開け、空に浮かぶ満月にも目をくれずに走り出す。

　その後ろ姿を、一林は無言で見送っていった。

「……今、ふと思ったのだけれど」

　その背後から、長峰先生の声が響く。

「生徒会メンバーで一番クレイジーなのは会長でなくて貴方あなたかもしれないわね。ついでに、一番の気苦労役」

「意味が分かりませんな、先生」

　長峰先生の言葉に、一林が飄ひよう々ひようと言葉を返す。

「会長に発はつ破ぱをかけたり、有あり川かわさんを密ひそかに監視してたりバイクを持ってきたり」

「別に、苦労はしていませんよ。これは趣味ですから」

　眼鏡めがねをかけ、一いち林ばやしは悪あく魔まのような笑みを浮かべてみせた。

「私は会長や千ち春はると違って、性しよう根ねがひねくれているだけです。だから、ああいう阿あ呆ほうで一直線な連中を見ているとつい、お節せつ介かいをしたくなる」

　そう呟つぶやき、一林もまた踵きびすを返した。

「好きなんですよ、ああいう連中が。私には無い要素ですからね」

「……そうかしら？」

　長なが峰みね先生の言葉に、一林が首しゆ肯こうを返す。

「私は、末すえ長ながのように一直線には突き進めない性格です。どうしても、打算を持って次の展開を考えてしまう。彼のように熱くもなれない」

「あらあら。無む敵てきに思えた貴方あなたも、意外とシャイなタイプなのね」

「そういう事です。だから末長みたいに一直線な男に、私は素直に憧あこがれている。ゆえに、そんな彼をサポートしたいのですよ。自分の趣味としてね」

　靴くつ音を鳴らし、一林が踵を返す。ほぼ同じタイミングで、長峰先生の携帯が音を立てて鳴り響いた。顔を歪ゆがめつつ携帯電話を手に取り、通話ボタンを押す。

　しばらくの沈ちん黙もく。
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「──はい、分かりました」

　携帯を閉じ、長なが峰みね先生が一いち林ばやしに向き直った。

「校長先生から全職員に、浅あさ草くさ千ち春はるの行方ゆくえを捜さがすようにですって。本当に病院から抜け出したみたいね」

「では、先生とは敵てき同士ですね。今から我々は、千春を乗せて有あり川かわの元に行く」

　一林の言葉に、長峰先生は不適な笑みを返してみせた。

「どうかしらね。でも先生としては、あなた達の味方をしたいんだけど」

「では、期待していますよ先生」

　一林が小さく笑い、さて、と一息ついて歩き出した。

「貴方あなたも行くの？」

　長峰先生が尋ねると、一林は自信に満ちた口調で言葉を返してきた。

「当然です。我らが生徒会の王の出しゆつ陣じんに、臣しん下かが付き添わなくてどうするのですか？」

　そう答える態度はまさに、生徒会の王に付き添う腹心そのものの態度だった。




　　　　◆




　電気を消すと、夕ゆう菜なの部屋は静寂に包まれた。月の光だけが差し込む、無機質な部屋。

　白いシーツに包まれたベッドに腰こしをかけ、何をする訳でもなく座っている。




　──自分の手を握にぎり、開いてみる。小さな火花が散って、夕菜はまた手を閉じた。

　閉じた拳こぶしに視線を落としながら、目を閉じる。小さな吐と息いきだけが、夕菜の部屋に響いていく。




　集中。ややあって、夕菜が掌てのひらを静かに開く。

　今度は、何も起こらなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。今の自分は落ち着いている」

　言い聞かせるように呟つぶやき、夕菜は手を払はらった。今一度制服を着直し、部屋のふすまを開ける。

　無音の廊ろう下かを前に、夕菜は慎しん重ちように足を運んでいった。

　誰にも気がつかれないように歩きつつ、玄げん関かんへと辿たどり着く。

　やがて靴くつに履はき替えると、夕菜は静かにドアを開いた。




　──逃げては、駄だ目めなんだ。













　　　──幕間　三──







　Ｔｒｒｒｒｒ──

　プツッ

「茜あかね？　茜か？」

『……』

「茜！　今どこにいるんだ！」

『……ごめんなさい、末すえ長ながさん』

「茜。何で、あんな事を」

『……』

「教えてくれないか」

『……』

「茜」

『潔けつ癖ぺき症しようって、噓うそなんです』

「え？」

『溺おぼれた記き憶おくがあるから、プールで泳げないっていうのも噓なんです』

「な、何を言って」

『ゲームセンターはうるさいから入りたくない、っていうのも噓なんです。パソコン音おん痴ちっていうのも、機械音痴っていうのも、全部全部噓なんです。私はとってもウソツキです』

「……茜」

『でも末長さんが好きなのは、本当です。でも信じてはくれませんよね、きっと』

「そんな事は」

『ごめんなさい……本当に、ごめんなさい』

「今、どこにいるんだ茜」

『……パラライザー、って以前、話しましたよね』

「あ？　あ、ああ。でもそんな話は後で」

『私が、それなんです。人に触さわると感電してしまう体質』

「……は？」

『校長先生は、私を庇かばってくれたんです。だから私に触って──大怪け我がをしたんです』

「ま、待ってくれ茜。意味が──」

『信じてくれませんよね、末長さんも。笑ってください』

「ち、違う。だけど」

『でも──そういう人も、世の中にはいるんです』

「……冗じよう談だんじゃなかったのか、茜あかね？」

『……末すえ長ながさんも、そう思いますよね。冗談だって──』

「茜？」

『茜が謝っていたって、校長先生に伝えてください』

「もしもし。茜？」

『……ごめんなさい、末長さん。私、今まで一生懸けん命めい頑がん張ばってみたんですけど、やっぱりダメなんだと思います。……本当はあの話をする時、なりふり構わず全部話せばよかったんだと思います。でも……』

「本当の、こと」

『怖かったんです。末長さんに嫌きらわれるのが。千ち春はるにも、嫌われるのが怖かったんです。私が、パラライザーだと話して、また信じてもらえなかったら、馬鹿にされたらどうしよう、って』

「そ、そんな事は」

『私が信じられなかったんです。私が悪いんです、全部』

「──」

『それに、やっぱり無理なんです。パラライザーが、人を傷つけずに生きるなんて』

「と、とりあえず落ち着くんだ、茜。今そっちに」

『前から思ってはいました。無理なのかも、って。それが、今になってやっと分かりました』

「今、どこにいるんだ茜！」

『色々、言ってしまいましたね。……でも結局、私は自分に打ち勝つ力が無かったんです。私には、それができなかった』

「茜！」

『色々、ありがとうございました。末長さん』

「何言って」

『ごめんなさい……さよなら』

　ブツッ

「茜……？」

　ツー、ツー、ツー、………………













　　　第四章







　末すえ長ながの操るバイクが唸うなりをあげ、公園内へと滑すべり込む。急ブレーキをかけた直後、足元の砂がフワリと舞いあがった。バイクを止め、ヘルメットを外して公園内を見渡す。すぐに、脇わきのベンチで暇ひまそうに腰こし掛かけていた千ち春はると視線が合った。

　千春は頭に包ほう帯たいを巻き、パジャマ姿の上に軽いジャンパーを羽は織おった格好だった。額ひたいの辺りに巻かれた包帯が痛々しく映る。だがそれでも、顔は元気だ。

　末長は両肩かたを挙げ、千春へといつもの笑みを浮かべてみせた。

「病院を抜け出して大だい丈じよう夫ぶだったかね千春君！」

「──あ、いや、ちょっと」

「どうした。やっぱり傷が痛むのかね？」

　末長の問いに、千春は頰ほおを搔かいてそっぽを向いた。

「その……来る途と中ちゆうでちょっと、看護師さんを一人、突き飛ばしたから大丈夫かなぁ、と」

　千春が困ったように舌したを出し、可愛かわいさをアピールするかのような上うわ目め遣づかい。その仕し草ぐさに、末長が大きく吹き出して笑い出す。ひとしきり笑い声を上げた後、千春へ背中に乗るよう促うながした。

「ふむ。まあ、その看護師さんには悪いが景気づけには丁ちよう度どいい！　さて千春君、後ろに乗りたまえ。頭の怪け我がは大丈夫かね？」

「うん。まあ、気合いで」

「ナイスな答えだ。さあ行くぞ！」

　声を張り上げ、末長がアクセルを引き絞しぼった。爆音を鳴らし、砂を弾はじいて一気に加速していく。

「会長」

「何だね！　大きな声で言わんと聞こえんぞ！」

「──有あり川かわさん、学校やめるなんて言わないよね」

　千春の声に、末長は後ろを振り向き、口の両端はしをにんまりと吊つり上げた。

「言わせないようにしに行くのだろう？　もうあんなのは二度とごめんだからな！」

　夜の路上に、バイクの唸り声が響く。末長は大声と共にアクセルを握にぎり締め、路上へ一気に繰り出した。車体が加速し、二人の身体からだが一いつ瞬しゆんだけ宙を舞う。

　アスファルトの上には、未だ雨の名残なごりのような水溜たまりが残っていた。何台もの自動車が走り抜け、水しぶきを上げていく。その車の隙すき間まに滑すべり込み、末長の車体は風を切って走りぬけた。時には強引に、時には華か麗れいに、その車体は身体を浮かせて走り抜ける。

　後を追うように、街頭の光が影を照らしていく。

　歯を食いしばり、千ち春はるは必死に身体からだを押さえ込む。それでも吹き付ける風圧に、時折身体が飛ばされそうな感かん触しよくを受ける。

　速い──というより、

「会長！　ちょっとスピード出し過ぎじゃないの！」

「出し過ぎ？　まだ寝ぼけているのかね千春君！　とりあえず後ろでも見たまえ！」

　言われて、後ろを振り返る。

　赤いライトが幾つか、背後に輝いて見えた。白と黒で武装したそれは、末すえ長ながのバイクを追走するように走っている。

「状況が分かったかね千春君！」

「ち、ちょっと、何で警察に追われてるのよ会長！　スピード違反じゃないの！」

「違うわばか者！」

　末長が切せつ羽ぱ詰つまった顔のまま、しかし楽しげに言い返してきた。

「というか、実は自覚症状とか全然無いのかね千春君！　誰かさんが看護師さんぶっ飛ばして病院から抜け出せば、そりゃあ大騒さわぎにもなるものだ！」

「あ」

「君がそんな事しなければ、私だって悠ゆう々ゆうとタクシーで迎えに行ったさ千春君！　まあ、その前に君のノーヘルと私のスピード違反も何だがな！」

　末長の言葉に続き、背後から静止命令が聞こえてくる。千春は嫌いやな汗あせを流し、再度会長の身体にしがみついた。

「会長。今って何げに結構まずい？」

「ふん」

　鼻で笑い、末長がアクセルを回す。目の前で赤色に点てん灯とうした信号を睨にらみ付け、横断歩道を突き抜けた。左右確認は忘れない。

「燃えてくるな千春君！　全力の私が、サツなどに捕まると思ったら大間違いだ！」

「……会長」

「なんだね？　この会長に発はつ破ぱかけておいて、病院まで抜け出して今度は泣き言か？」

「──いえ。ぜひ、全速力で」

　千春がぺろりと、舌したを出した。バックミラーに映るその妖よう艶えんな笑顔をしかと見つめ、

「いい度胸だ千春君！」

　末長のバイクが咆ほう哮こうを上げた。背後の警察車両をちらりと覗のぞき、身体を一気に傾ける。

　バイクがその動きに沿い、半ば九十度近い角度で幹線道路の脇わき道みちへと滑すべり込んでいく。通行人の後ろを突き抜け、同時に背後で急ブレーキ音。

　動きを止めた警察車両を尻しり目めに、バイクが路地裏を駆かけ抜けていく。

「ふん！　警察車両じゃ入れまい、この道はな！」

　末すえ長ながの自じ慢まんげな声に、

「会長！　白バイが来てる！」

　千ち春はるの悲鳴。ミラーで後方を確認すると、白いヘルメットを被かぶった男の姿が見えた。バイクを多少減速させつつ、末長が背後に視線を向ける。

　白バイは末長から離れることなく、ぴたりと後を追い詰めてきた。

『そこのバイク、止まりなさい！』

「断る！　今止まると我々は一生後悔する！　後できちんと謝りに行くから今だけは勘かん弁べんしてくれポリ公君！」

　バイクが路ろ地じ裏うらを抜け大通りへと飛び出す。

　直後、真横から迫る別の警察車両と視線が合った。一いつ瞬しゆんの交差──

「くぬぉっ！」

　末長は車体を九十度捻ひねりあげた。再度、急ブレーキ。千春の身体からだに重力がのしかかる。急減速の直後、末長が車体を強引に振り向けた。車両の横を通り、路ろ肩かたへと乗り上げる。その様子に驚いた通行人が、雑ざ魚このように散っていく。

「ち、ちょっと会長！」

「悪いな一般市民の諸君！　ちょいと急ぎの用なのだよ！」

　不ふ適てきに笑う末長。驚く一般市民に「ごめんなさい！」と千春が謝り、末長は笑みを崩くずさず路肩を無理やり進んでいく。

「会長、ちょっとやりすぎよ！」

「君に言われたくは無い！」

「……それも、そっか」

　車道の側から迫る警察車両が、再度何か警告らしき言葉を投げてきた。無視。バイクを再び左側の路地裏にねじり込む。舗ほ装そうの悪い路地裏に、再度車輪が揺れる。

　末長が眉まゆをひそめ、視界を前方へと向けた。

「まったく、しつこい連中だな！　それがお仕事だから仕方ないのだろうけれども！」

　舌したなめずりをし、バイクが再び咆ほう哮こうを上げる。路地裏を再度抜けた直後、末長の視線が左右の道路へ向けられた。再び現れる、白と黒の車。バイクの車体が傾いた。

「舌を嚙かむなよ千春君！」

「へ？」

　目の前に佇たたずむパトカーの前で、バイクの後輪が悲鳴を上げる。ブレーキ＆アクセル。車輪が横滑すべりを起こし、煙を噴ふき上げターンを見せる。車体が九十度の弧を描き、真正面に構えた警察車両の前を走り抜けた。悠ゆう然ぜんと構えていた車が再駆く動どうする。

　その直後。

「おっと、失礼」

　小さな原付が警察車両の真正面へと現れた。そのままあからさまな蛇だ行こう運転で、警察車両の妨ぼう害がいを繰り返していく。

　末すえ長ながが一いつ瞬しゆん、目を細め──原付に乗った男は、軽く親指を立てて返した。

「そこのバイク、どきなさい！」

「ああ、失礼。私の友人が頑がん張ばっていると、つい邪じや魔まをしたくなってしまって」

　原付に乗っていた長身の運転手が、訳のわからない説明を呟つぶやいた。その原付は、警察車両を挑ちよう発はつするように路上をふらふらと走っていく。

　末長がアクセルを吹かす。原付の上に座る、ヘルメット姿の友人に感謝の意を送りながら。

「さっさと行け」

　原付から、そんな声が聞こえた気がした。

　バックミラーに再度、原付の脇わきをすり抜けた警察車両が一台だけ映る。しかしその進路も、不意に現れた別の外車に遮さえぎられた。

「そ、そこの車もどきなさい！」

　再度馬鹿の一つ覚えのような放送。その声と共に、外車のドアが開く。

「あら失礼。私のオートマ、時々エンストするのよね」

　困った笑顔を浮かべて、車に乗っていた長なが峰みね先生は小さく頰ほおを搔かいてみせた。




　　　　◆




　警察を振り切り、末長達が有あり川かわ宅に着いたのは夜も更ふけ始めた頃だった。バイクを止め、千ち春はるを降ろして夕ゆう菜なの住む一軒家を見上げてみる。レトロな印象のある、今時珍めずらしい一戸建て。

　無言のまま末長がインターホンを押す。

『どちら様でしょうか』

「夜分遅く申し訳ありません。有川君の彼氏と彼女です」

　末長の言葉に、千春が小さく吹き出した。同時に、ドアが開かれ夕菜の母──久ひさ恵えが姿を見せる。末長が僅わずかに肩かたを強こわ張ばらせたのが、後ろに立つ千春にもよく見えた。

「こんな夜更けに申し訳ありません。あの、お母様。是ぜ非ひとも有川、じゃない、夕菜さんとお話ししたい事が」

「夕菜なら今出かけてますよ。少し夜風に当たりたいみたいで」

　久恵の言葉。千春の背筋に、冷やかなものが流れる。

　──自殺。

「あの、有川さんは今どちらに！」

　千春は反射的に、声を上げた。切せつ羽ぱ詰つまった千春の顔に、しかし久恵は笑顔で返す。

「たぶん学校だと思います。あの子の事だからきっと」

「会長！」

「うむ。助かりました、お母様！　ちょっと行ってきます！」

　末すえ長ながが再度、バイクへと跨またがる。千ち春はるも慌あわてて後部座席へ座り、バイクに振り落とされそうになりながらもしがみついた。

　エンジンを吹かし、バイクが一気に加速する。

　背後で久ひさ恵えが小さく頭を下げるのが、千春には見えた気がした。




「うちの夕ゆう菜なを、お願いします」

　バイクの姿が消えた頃、久恵が小さく言葉を漏もらす。

「あれ……お母さん、お姉ちゃんは？」

　小さく聞こえた声に、久恵はゆっくりと顔を向けた。

「ちょっとお出かけしてるわ。でも大だい丈じよう夫ぶよ、天あま音ね」

　にこりと笑って、久恵は天音に囁ささやきかける。

「今、夕菜の友達が連れて返ってくるからね」

　天音の顔が、ぱっと明るくなった。




　　　　◆




　夕菜はそっと、誰もいない生徒会室のドアを開けた。ドアのきしむ音が、室内に響く。

　月光が、誰も座っていない部屋を照らしていた。僅わずかな水すい滴てきが床ゆかに零こぼれ、電気の消えたその部屋は静寂を保っている。

　夕菜は静かに顔を伏せた。そこに普段座っている、あの馬鹿の面影を思い浮かべながら。

「……ふん」

　バカバカしい。今さら自分は、何を期待しているというのか──

　意味も無く強気に鼻を鳴らし、夕菜はくるりと背を向けた。直後。

「誰をお捜さがしかな、有あり川かわ」

　ぴくりと、夕菜の肩かたが震ふるえる。入り口に、いつの間にか背の高い黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの男が佇たたずんでいた。

「教頭先生」

「末長ならここにはいないぞ」

「……別に、彼らを探していた訳ではありません」

　あくまで強気に言葉を返す。別に夕菜は、あの男を探している訳ではない。

　ただ少し、この椅い子すに馬鹿が座ってないかと期待しただけで。

「おや。違ったか？」

　宮みや田た教頭は含み笑いを浮かべ、夕ゆう菜なへと視線を下ろしていた。

「ちなみに会長達なら、今ごろ上う手まくいってれば君の家に来てるかもしれないな」

「……え」

　足が浮き立ち、夕菜は気まずそうに頰ほおを搔かいて視線を逸そらした。それでも動揺は押し殺せない。そっぽを向きつつ、それでも足元は苛いら立だたしげに地面を突つく。

「有あり川かわ。気になるのなら早く行け。王子様がお待ちだぞ」

「べ、別にそういう訳ではありません」

　教頭を睨にらみ付け、それでも夕菜の足が自然と動く。

「そういう訳ではありませんが、その。夜も遅いので失礼します」

　教頭の頰が、小さくひくついた。密ひそかに笑いを堪こらえた素振りを見せ、教頭が口を開く。

「有川。一応この学校の教頭として、先に言っておくぞ」

　背中に声をかけられ、夕菜が振り返る。

「騒さわぐのも構わないが、明日あしたは学校に遅刻しないように。君ら全員、色々と話がある」

「……はい。申し訳ありません」

「分かればいい」

　満足げに教頭は頷うなずき、そして一言。

「頑がん張ばってきなさい」

　宮田教頭の声に、夕菜は何となく顔を赤くして再度前を向いた。そのまま廊ろう下かを走り抜け、階段を降りて行く。

　その姿が見えなくなった頃。グラウンドに、バイクの音が響き渡った。その様子を見送り、教頭がポケットに手を入れる。

「さて。そろそろかな」

　そう小さく呟つぶやき、ポケットからマスターキーを取り出した。

　舞台の締めは、派は手でな方が盛り上がる。意味が無くともライトアップの一つぐらい、サービスしてやるのが教師の務めと言うものだから。




　　　　◆




　グラウンドに響く爆走音は、校長室にも響いてきた。夜の沈ちん黙もくを、バイクの音が貫いていく。埃ほこりをまき散らし、車体がグラウンドを汚よごしていく。

　その様子を、滝たき嶋しま校長は廊下から眺ながめていた。

　──別に彼らを止めてもいいのだ、と滝嶋校長は思っている。

　事態を撤てつ収しゆうするにはここに警察を呼び込み、あの阿あ呆ほうどもを連行させるのが一番だ。それが最も安全で、妥だ当とうな方法。さっさと全部終わらせて、有川夕菜を退学させれば事は済む。

「……トラウマ、か」

　校舎の奥から、夕ゆう菜なが姿を見せた。バイクの姿を真正面に睨にらみつけ、ゆっくりと歩いていく。パジャマ姿の千ち春はると、白い制服を着込んだ末すえ長ながへと。

　校長はそんな三人を眺ながめながら、皮肉げに笑みを零こぼした。

「有あり川かわ」

　聞こえない程度の声で呟つぶやき、腕うで時計に視線を落とす。時計は既すでに夜九時を回っていた。

「一時間くれてやる」

　小さく鼻で笑う。ポケットから携帯電話を取り出し、校長はそのまま三桁けたのボタンを押した。

「すいません、警察の方ですか。先程から何度も申し訳ありません。花音かのん高校校長の滝たき嶋しまです。生徒達はこちらで確保できました。それで、警察の方々ですが」

　そこで一いつ瞬しゆん、校長の言葉が止まった。ややあって再度、口を開く。

「あと一時間ほどしてから来てください。……理由？　今、口を挟はさむのは野や暮ぼだという事ぐらい私にも分かるからです。私だって高校生の頃は、一いち途ずに突っ込んで馬鹿をやった記き憶おくぐらいありますから。……暴走行為？　公務執しつ行こう妨害？　……あとでじっくりお聞きします」

　電話の向こうで疑問の声が聞こえたが、校長はそのまま電源を切った。再度佇たたずむ有川達に視線を向けて、ため息をつく。

　直後、ガコンと大きな音が響き、グラウンドが光に包まれた。夜間設備のために、グラウンドに設置された大型ライト。それが校庭の上に立つ二人を照らすように光を放っていた。

　まるで、劇場の主役達にスポットライトを当てるかのように。

「……あのバカ教頭め」

　明日あした減給してやる、と校長は小さく愚ぐ痴ちを零こぼした。




　　　　◆




　──こいつらバカだ、と夕菜は思う。

　相手がパラライザーと知りながら近づいてきたり。怪け我がしたり。大喧げん嘩かしたり。

　それでも近寄ってきて。

　こいつらバカだ、と夕菜は思う。馬鹿なぐらい、純粋なお人良しなのだとも思う。

　その事にすら気づいていなかった自分は一体、どれくらい阿あ呆ほうなのだろうか。




　グラウンドに立つ夕菜の前で、大型バイクが唸うなりをあげる。砂を巻き上げ停車したその車体を、夕菜は目を凝こらして睨にらみつけた。

　目の前で、ゆっくりと末長が地面に降りる。その後ろに、パジャマ姿の千春。頭に巻きつけた包ほう帯たいが痛々しくて、夕菜は視線を逸そらそうとした。

「有あり川かわさん」

　逸そらせなかった。

「あのさ、あたし、全然余よ裕ゆうで元気だから！」

　親指を立て、千ち春はるのはにかんだ笑顔が向けられる。包ほう帯たいを巻いても、いつもと変わらない笑顔。そのまま何事も無く、夕ゆう菜なの方へと歩いてくる。

　──近づくな。

　思考が反射的に囁ささやき、足が一歩後ろに引いた。身体からだが強こわ張ばり、自然な反応で身体を引く。

　だけど二歩目は理性で押し留とどめた。僅わずかに震ふるえる足を強引に押さえつけ、千春を睨にらむ。

　それは逃げだ。ただ相手から逃げているだけ──

「無理をするな、千春。私が……怖いだろう」

「無理してないよ、有川さん。あたしは有川さんに、この学校にいて欲しいの」

「私はパラライザーだぞ」

「分かってる。それでも、いて欲しい」

「自分に怪け我がさせた相手でもか」

「いいよ。これからは注意する」

　悠ゆう然ぜんとした態度で、千春が答えてくる。

　恐れる事も無く、歪ゆがんだ視線を向けることも無く。

「有川さん。あたしは、あなたに戻ってきて欲しい。学校をやめるなんて、言って欲しくない。だからここに来たの」

　髪かみを揺らし、千春が足を踏み出して言葉を紡つむぐ。

　──こんな自分に、言葉を向けてくれる人。

「あのね、有川さん。会長や、あたしもさ。多分、少し焦あせってたんだと思う。あたしも会長も、有川さんが何とかこの学校にいて欲しいと思って色々やったの。だけど有川さんには逆に迷めい惑わくだったかもしれない。慣れてないのに、色々いきなりやっちゃってごめん」

「千春」

「でもね」

　夕菜の言葉を遮さえぎり、千春が足を踏み出した。

「でもあたしや、会長とか、一いち林ばやしさんもみんな、有川さんに残って欲しいって思ってるのは本当。それは本当だから」

「……だが」

「有川さん。お願い」

　千春の言葉に、夕菜が言葉を吞のんだ。手の中で静電気が弾はじけ飛ぶ。その衝しよう撃げきを押さえ込みながら、夕菜は視線を千春へと定めた。

　千春から向けられる瞳ひとみに対し、小さく唇くちびるを嚙かむ。

　──自分の中にはまだ、千ち春はるの問いに「はい」と言い切れない自分がいる。

　夕ゆう菜なの中に遥はるか昔からこびりついている、夕菜自身と既すでに一体化した恐怖感。それは意志の強さで抑え込めるものではない。夕菜の身体からだに、嫌いやというほど染み付いた感かん触しよく。夕菜一人で、振り払はらえるものではない。

　そう。一人では──

「……いいだろう、千春。私は、この学校に残ってもいい。ただし条件がある」

　夕菜は、視線を千春から末すえ長ながへと向けた。

　自分のあらゆる物を壊こわした、たった一人の馬鹿男。

　夕菜一人では振り払えない恐怖へ、矛ほこを突きつけてきた目の前の男に。

「この男に、私が説得できたら戻ってやる。この男が……私の中にある下らない何かを捨てさせられたら。そしたら私は、この学校に残れる。いや……残りたい」

　尻しりすぼみに消える、夕菜の言葉。

　一人で壊せないのなら、二人でやればいい。今の夕菜には、それが分かる。今なら。

　ライトアップされたグラウンドに、風が吹く。

　末長は僅わずかに頰ほおを緩ゆるめ──やがて、自じ慢まんげな笑顔を浮かべあげた。

「ふん。それなら楽勝だな有あり川かわ君」

　羽は織おっていたレインコートを脱ぬぎ、末長が泥どろだらけの制服姿をさらけ出す。

「自分の中にあるしこりを、既すでに下らない物と認知している君を説得するなど簡単なことだ」

　末長の言葉に、夕菜の頰が無意識のうちに笑みを作り上げた。それに気がつき、軽く頰に手を当てる。自分の知らない、その笑顔に驚きながら。

　──孤独は強さだ。そう思っていた。孤高である事こそが、パラライザーの宿命だと。

　それは、自分の中に潜ひそんでいた下らない何かに過ぎなかった。恐ろしくて触ふれられなかった、夕菜自身を縛しばる呪じゆ縛ばく。霧のように形が無く、しかし夕菜の気持ちをきつく縛っていた存在。

「有川君。私も正直、さっきは言いすぎたと思っている」

　末長の言葉に、夕菜もまた顔を向ける。

「まずは君に、謝りたい。私は君を、茜あかねと同一視していた部分があった。さっき私は君に、さっさと仲良くなれと強引に強要したが、それは間違いであった。その点は謝罪する。君には君のペースがあるという事に、私は気づかなかった」

　末長が真正面から、夕菜の瞳ひとみを覗のぞき込んでくる。澄すんだ瞳。

　その瞳を見て、今なら少しだけ思う。

　夕菜の中にある呪のろいを打ち崩くずす役を、この男に任せても構わないと。

　真正面から矛を突きつけてきた、この男になら。

「だが」

　末長の声が、トーンを上げる。

「それでも君はパラライザーだし、そこは茜あかねも同じ。だから、私は茜と有あり川かわ君に共通するパラライザーに対する対策を、そして有川君、君の為の対策を色々と考えた」

　大きな声が、グラウンド内に響いていく。

「君が何な故ぜ、人を恐れるのか。それは今までの人生で君が、パラライザーとして過去に色々なことを経験して得られた結果から、だろう。そこは茜とて同じ事。ただ茜は隠かくすのが上う手まく、君は頑かたくなに拒こばむタイプだったというだけの話。多少の違いはあれど、それらは根幹において、パラライザーという存在が社会に受け入れられないからこそ生まれた歪ゆがみ。その点は変わりない」

「……当然の事を言うな」

「そう。当然の事だな有川君。そして、そう思うなら、だ。まずは当然の事を変えてしまえばいい」

　末すえ長ながの言葉に、夕ゆう菜なが視線を細めた。

「宣言しよう、有川君。私はこの学校の生徒会長として、まずはこの学校を変えてみせる」

　大きな笑みをつくり、末長が一歩足を踏み出した。

「パラライザーがいて当然の学校に、変えてみせる。君だけが無理をする必要が無いように。そして例え、別のパラライザーが新たにこの学校に来たとしても、受け入れられるように」

「無理を言うな、会長」

「最初から無理と決め付ける、それは逃げだよ有川君。私の目的は君をこの学校の生徒として一緒にいて欲しいと思うと同時に、二度と茜のような人を作らないことにある。そして同時に、君に普通にこの学校で過ごして欲しい、と思っている」

「……理想は分かるが、現実的に不可能だ」

　辛しん辣らつな口調で返しながらも、夕菜の頰ほおには小さな笑みが浮かんでいた。

　矛む盾じゆんした答え。しかしこの男になら、できない事は無い気もする。そんな自信すら与えてくれる男。

　そして夕菜には、末長の意図がおぼろげながらも理解できる。末長は夕菜の反論を聞き、それに一つずつ答えを出す事で、夕菜自身を説得しようとしている。

　夕菜を受け入れ、しいてはパラライザー全すべてを受け入れるために。

「有川君。まずはパラライザーの事を全校生徒に知らせよう。正しい知識と、教養。有川君に近づかないように注意指導を交えて。その後は、何ならクラスメイトぐらいにはゴム手袋をつけさせてもいい……というのは少し難しい規則か」

「そんな事をすれば、私は全生徒から奇き異いな目で見られるぞ。私だけじゃない、その視線は私の家族にも及ぶ。それは絶対に嫌いやだ」

「まあ確かに、君の家族に対しても嫌な噂うわさが立つ可能性は否定できない。人の噂は恐ろしいし、それの保証はできない」

「なら却きやつ下かだ。私は今までそうやって、母や天あま音ねに迷めい惑わくをかけて。それが嫌だから、ずっと逃げてきたんだ」

　夕ゆう菜なの口調が、僅わずかに苛いら立だった。

　無理。不可能。やっぱり駄だ目めだという気持ちが、夕菜の中で頭をもたげてくる。

「確かに、君一人が騒さわぎ立てればそうなっただろう。だが今は我々がついているぞ？　それでも無理と断言できるかね、君は」

「……それは」

　夕菜の言葉が消えた所で、末すえ長ながが静かに一歩踏み出した。グラウンドに溜たまった泥どろが、音を立てて跳はねる。

「家族に対する軽けい蔑べつ、そして有あり川かわ君自身に関する侮ぶ蔑べつ、嫌けん悪おといった類たぐいのもの。それらを可能な限り、我々が代わりに受け止めて見せる。それが私からの条件提示であり、我々にできる事だ、有川君」

　声を荒げてさらに一歩、末長の姿が夕菜へと近づいた。

　あと数歩で、夕菜の立つ大地へと辿たどり着く。

「私は去年、茜あかねの言葉を全く信じないままに彼女を失ってしまった。彼女は私に理解を求め、私はそれを拒こばんだからこそ、失敗が起きた」

　一歩。末長の足が、地面を踏む。

「そして今度は、君が私を信じなかった。それ以上に、私は君を無理に信じ込ませようとした。だから、お互いに失敗した。お互いに突っ張りあっていたのかもしれん」

　また一歩。

「そろそろ、互いに再スタートのチャンスがあってもいいとは思わないかね？」

　末長の瞳ひとみが、夕菜の顔へと定められる。夕菜との距離が、次第に消えていく。

　足で進む距離だけではない、ほかの何かも消えていく。

「君一人じゃない。千ち春はる君も一いち林ばやしも、当然ながら私も。いや、他にもいるかもしれないな。かつての茜の友達にでもいい。先生方でも構わない。パラライザーについて理解してくれる人が、この学校には必ずいる。少なくとも、ここに二人」

　夕菜は動かない。

　言葉を続け、ゆっくりと一歩一歩歩いてくる末長を見つめ、ただじっと佇たたずんでいる。

　足を、一歩でも後ろへと引かないように戦いながら。声を荒げて拒絶をしないように。

「どうかね有川君」

　──怖い、けれども。

「私を全面的に信頼しろ、とは言わない。一気に全部を変えるのも無理だろう。が、徐じよ々じよにでも構わない。私は必ずやってみせる。ゆっくりではあるが、君のペースに合わせつつも絶対に変えてみせる」

　また、一歩。あと少しで、夕菜の前へと来る。

　砂を踏みしめて、末すえ長ながの足があと一歩で夕ゆう菜なに辿たどり着く。

　怖い──

「だからもう一回、この私にチャンスをくれたまえ有あり川かわ君！」

　末長の足が、歩みを止めた。そのままゴム手袋を手にはめ、右手を差し出してくる。

　ライトアップされたグラウンドの上で、末長の身体からだが静止した。

　あと一歩の、所で。

「……ここまでが、私に出来る事だよ有川君」

　末長の言葉に、夕菜は息を吞のんだ。

　彼はこちらから、あと一歩出すのを待っている。

　決して強引に迫らず、けれど引きすぎもせず。それは、有川夕菜という一個人の為だけに作られた距離。

　その思いに、応えたい。

　そう思い、そっと手を出そうとし──

「……っ」

　それでも、身体が上う手まく前に進まない。

　思考が今にも逃げ出そうと後ろ向きに震ふるえだす。夕菜を今まで縛しばってきた恐怖感が、末長の声に嫌いやだと語る。

　顔を俯うつむける。手を震ふるわせて、静電気が弾はじかれた。音を散らし、暴れるように。

　抑おさえろ。抑えろ。そう念じても一向に止やまない自分への恐怖。

　自分の身体が、自然な反応で後ろに引いた。膝ひざが折れそうになり、つま先が一歩、後ろから引き摺ずられるように砂を搔かく。そのまま弧を描いて後ろへと動きたい。引いてしまえ。逃げてしまえ。そうすれば楽になる。

　その衝しよう動どうに負け、夕菜の手がやがて僅わずかに引かれ──

「……あ」

　小さな声と共に、夕菜はその足を踏みとどめた。

　顔を俯けたことで、末長の手のひらが視界によく映っていた。

　雨上がりのグラウンドの中で、汚よごれた砂に塗まみれたゴム手袋。

　微かすかに震えているその手先。

　夕菜は顔を上げた。

　末長は笑顔のまま、額ひたいに汗あせを流していた。笑みは僅かに緊張で強こわ張ばり、それでもなお自信を失っていない硬直した笑顔。改めてみると、笑顔とも言えないような顔をしていた。眉まゆは強張っているけれど、頰ほおは笑んでいる表情。

　すとん、と肩かたから力が抜けた。

「……この、バカ会長」

「なにかね」

「お前も怖いのなら、先にそう言え」

　小声で呟つぶやく。

　この男も恐れていたのだ。夕ゆう菜なが手を出すのを怖がっているのと同じぐらい。

　拒否されるのではないか。逃げられるのではないか。また失敗するのではないか。

　夕菜が今感じている恐怖と同じだけのものを、この男も抱かかえている。

　それに気付いた時。夕菜の中で、何かが消えていく。

「……まったく」

　仕方が無さそうにため息をつき、夕菜は足を一歩踏み出した。一いつ瞬しゆん感じた最後の抵抗感を、全力で抑え込む。

「私だけが、一人で怖がっているのかと思うだろうが」

　一度を踏み出せば、あとは簡単だった。硬い笑顔を浮かべる末すえ長ながに、夕菜もまた震ふるえる右手を差し出していく。

「うむ。必死で隠かくしていたつもりだったが」

「下へ手たくそめ」

「君ほどじゃない」

　末長の手に触ふれる瞬しゆん間かん、夕菜の中に最後の抵抗があった。一瞬だけ、夕菜の手のひらで火花が光る。それを押さえ込み、自らの手で先へと進む。
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　直後、夕ゆう菜なの手にそっと彼の手が触ふれてきた。

　少し大きくて、滑なめらかな感かん触しよく。夕菜の中で弾はじけた火花を包み込み、抑え込むように。

　母以外に──自分から手を触れさせたのは、一体何年ぶりだろうか。

「これでいいかね有あり川かわ君？　私は合格点を貰もらえたか？」

　僅わずかに不安げな声。夕菜は少しだけ意地の悪そうな笑顔を浮かべ、末すえ長ながへと向き直った。

「……仕方が無い。ギリギリセーフだ、馬鹿男め」

　夕菜は小さく、口を斜めにして答えてみせた。

　末長の顔に、いつもの笑顔が浮かび上がった。




　こいつらバカだ、と夕菜は思う。馬鹿なぐらい、結局はお人良しなのだと思う。

　それにすら気付かなかった自分は──どれくらい、阿あ呆ほうなのか。

　そして自分を理解してくれる馬鹿は、これから少しは増えるだろうか。

　私を受け入れてくれる馬鹿が。

　それは全すべて、この男にかかっている。

　私から初めて手を握にぎった、この男に──




　いいだろう。

　少しだけ信じてやる。













　　　第五章







　カーテンの隙すき間まを抜け、朝日が入り込んでくる。その光は温かい眼まな差ざしをもって、校長室を照らし出していた。黒革の豪ごう華かな椅い子すや、校長室に設しつらえた机。

　朝日は満まん遍べんなく、全すべてを照らしていく。輝かしい朝の風と共に。

　そして容よう赦しやなく、校長の顔も照らしだす。眉まゆを寄せ、不ふ機き嫌げんそうな校長先生の生顔を。

「……この阿あ呆ほうどもが」

「申し訳ありませんでした、校長先生殿どのっ！」

　校長を前に、夕ゆう菜な達は横一列に並び全員で頭を下げていた。その様子を見て、横に立っている教頭先生が苦笑を漏もらす。即座に滝たき嶋しま校長に睨にらみつけられ、教頭は小さく首をすくめた。

　不機嫌な眼まな差ざしを教頭へと向けたまま、滝嶋校長がため息をつく。

「謝って済むなら文句は言わん、馬鹿どもが。警察を振り回しただけかと思っていたら、とんでもない事しおって。暴走行為に病院脱走、挙あげ句くの果てには公務執しつ行こう妨ぼう害がい！」

「まったく、性た質ちの悪い連中もいたものですね」

「貴様の事だろうが一いち林ばやし！」

　校長先生の怒ど鳴なり声に、一林が慌あわてて頭を下げなおす。血管を浮き上がらせる校長の表情は、鬼おにと例えてもなんら問題は無さそうな顔だった。

「まったく。こんな事なら一時間も待たずにさっさと警察に突き出すべきだった」

「一時間？」

「こっちの話だ貴様らは黙だまっていろ！」

　校長の表情に、一いつ瞬しゆんだけ焦あせりのようなものが浮かび上がる。

　その隣となりから、教頭が割り込むように入ってきた。

「まあまあ、校長先生。少しは落ち着いてください」

「ライトアップまでした奴やつに言われたくは無いわ馬鹿教頭！」

　引っ込んだ。校長が、そのまま反対側に立つ長なが峰みね先生にも視線を向ける。他人面づらのまま、長峰先生は明後日あさつての方向を向いて立っていた。ついでに「あまり怒ると血圧上がりますよ」の言葉をつけて。

「こ、この学校の連中は……」

　頭を抱かかえたまま、校長先生が椅い子すに座り込む。怒り疲れたのか、校長先生の表情は僅わずかに赤く染まり、疲ひ弊へいしきっているようにも見えた。

　その姿に、教頭が再度余計な話を突っ込んでいく。

「校長先生、長なが峰みね先生のお言葉通り、あまり血圧を上げないほうがよろしいのでは」

「誰のせいで上がっていると思っている。警察にどう事情を説明すればいい。警察だけじゃない。ＰＴＡにも、病院側にも頭を下げねば」

「──校長先生。失礼ですが一つ、申し上げたいことが」

　校長の言葉を遮さえぎり、末すえ長ながが一歩前へと出た。一列に並ぶ夕ゆう菜な達から身体からだ一つ分抜け出して、校長先生へと視線を向ける。

「……何だね、末長」

「今回の事件ですが。元々の原因は全すべてこの私、末長誠まことにあります。千ち春はるをバイクで連れ出したのも、一いち林ばやしや他の者が協力してくれたのも、元を正せば私がお願いしたからです。その点ははっきり認識していただけると嬉うれしいです」

「……全部自分が悪い、そう言いたいのか末長？」

「はい。ですからもし、処分を下すのでしたら私にお願いします。警察方や病院への謝罪も、私が伺います」

　末長が頭を下げた。校長の眉まゆが渋しぶくひそめられた直後、その挙動に並ぶように夕菜もまた動く。黒髪かみを揺らし、小こ柄がらな身体を一歩前へ。

「校長先生。私からも一言」

「有あり川かわ君。君は黙だまって──」

「会長の話も最もですが、そもそもの発ほつ端たんは、私にもあります。確かに馬鹿会長や一林も色々とやったのは確かですが」

　夕菜の言葉に、校長が僅わずかに視線を細めた。

「千春に怪け我がを負わせた件もあります。だから私への処分は構いません。ただ、この連中には少しで構いません……手加減をしてもらえないでしょうか」

　夕菜の言葉に、校長が考え込むように椅い子すへ座り込んだ。頭を軽く搔かき、苦く渋じゆうを浮かべて黙だまり込む。

　夕菜と会長の視線が集まり、校長はやがて苦虫を嚙かんだような顔を浮かべてみせた。

「まったく、勝手にお互いで庇かばいおって。まるで青春ドラマだな、これでは」

　大おお仰ぎように呟つぶやき、校長先生がため息をついた。

「もういい。君ら全員、一週間謹きん慎しんしてろ。面めん倒どうだ。退学処分とかは出さん」

　その言葉に、二人が笑顔を浮かべた。

　夕菜が小さく頰ほおを揺らし、末長は大げさな笑みを浮かべて。

「ありがとうございます、校長先生！」

「……末長。分かっているとは思うが、これは処分だぞ。謹慎というのはすなわち、家に閉じこもって己のした事を反省する事だ。いいか、ちょっとは反省しろよお前達」

「分かっております、素す敵てきな校長先生殿どのっ！　それでは！」

「絶対分かってないな、お前……」

　校長が呟つぶやいたとき、末すえ長ながは既すでに踵きびすを返して室内から出てしまっていた。思わず渋しぶい顔を浮かべた校長の姿を見つめ、夕ゆう菜なは少しだけくすりと微笑ほほえむ。

　夕菜もそのまま校長室を後にしようと背を向けたが、ふと途と中ちゆうで足を止めた。再度校長の方へと向き直る。

「校長先生」

「何だね、有あり川かわ」

「私はこの学校に残ってもよろしいのでしょうか」

　夕菜の言葉に、校長は沈ちん黙もくで返した。

「私はパラライザーです。そして事実、私は千ち春はるに怪け我がをさせている。また同じ事が起こらないという保証はありません。会長や、千春達はそれでも居て欲しい、いや、私がいても大だい丈じよう夫ぶな学校を作ると言ってくれましたが……本当に、大丈夫でしょうか」

　夕菜の言葉が、校長室に響き渡る。

「また同じような迷めい惑わくをかけてしまう恐れは十分にあります。私の気持ちと、それはまた別問題かもしれない──」

「有川。君はこの学校が嫌きらいかね？」

　校長の言葉に、夕菜は眉まゆを上げた。
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「……好き、になろうとしていると、思います。まだ実感はありませんが」

　その返事に校長は両腕うでを組み、椅い子すに腰こしをかけなおした。

「一週間謹きん慎しん。君への処分はそう告げたはずだ、有あり川かわ。それ以上も、それ以下も無い。君が望むのなら退学でもいいが、そうするか？　むしろ私はそちらを希望するが」

　頰ほおの端はしを上げ、校長の顔に嫌いや味みを込めた笑顔が浮かぶ。夕ゆう菜なは慌あわてて首を振った。

「い、いえ。ありがとうございます」

「分かったなら行くといい。あまり母親に心配をかけるなよ」

　校長がそう答え、ふと何かを思いついたように口元を歪ゆがめた。

「なんせここに一人、有川母のファンがいるからな。心配をかけるとこいつが悲しむ」

「ファン？」

　夕菜が校長を見つめると、校長が教頭を睨にらみ、教頭は外の素す敵てきな天気を眺ながめていた。妙みような仕し草ぐさに夕菜が僅わずかに首を傾かしげたが、しかし特に考えず一礼をして校長室を後にする。

「……失礼します」

　最後に一礼。その後に、夕菜は背を向けて走り出した。




「校長先生。ありがとうございます」

　軽く頭を下げる宮みや田た教頭に、滝たき嶋しま校長は鋭く視線を向けた。

「次だ」

「え？」

「何かトラブルがあったら、私とて庇かばいきれん。そうならんよう、有川や残りの問題児どもに注意を払はらえ。それが教頭と長なが峰みねの仕事だ。あと本日、パラライザーに関する今後について協議を行うことにする」

「──校長先生」

「そこまでだぞ。私が譲じよう歩ほできるのは」

「いえ。ありがとうございます。しかし、どうなされたのですか？　校長先生は反対派では」

　教頭の問いに、校長がわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「まあ……何だね。昨日きのうのあいつらを見ていると、何だ。私とて昔は色々とやらかしたものだと、ふと思い出してな」

「……若いっていいですね、校長」

「爺じじくさい事を言うな。それと、私はまだまだ若い」




　　　　◆




　廊ろう下かを歩いている途と中ちゆう、末すえ長なががふと顎あごに手を当て考え込む。

「どうした、会長」

　一いち林ばやしの問いかけに、末すえ長ながは大げさに頷うなずき答えを返した。

「うむ。しかし何だな。一週間も暇ひまと言うのはこの会長にとって大問題だと思わんか、一林」

「一週間で済んだ分、校長には感謝すべきだろう。最大限の譲じよう歩ほのはずだ」

　末長の言葉に、一林が返答する。

「では謹きん慎しん中には千ち春はる君のお見舞いに行くとしようではないか！」

「……会長。謹慎の意味が分かっているか？」

　一林の問い。末長は即座に「言葉は不要」とでも言わんばかりの笑顔を返す。その後ろから遅れて夕ゆう菜なが姿を見せ、少し困ったように口元を歪ゆがめながら末長へと視線を向けた。

「会長。その時は……何だ。私も、誘え。千春には色々と言いたい事がある」

「さすがは有あり川かわ君。私の心意気をよく分かっているな！」

「……別に」

　夕菜が視線を逸をらす。

「おや。まだ恥ずかしいかね有川君？　君はもう、我々に対してツンケンする必要はない。何だったら素直に甘あまえても」

「調子に乗るな会長。私はまだそこまで、お前に絆ほだされてはいない」

「お。という事は、ちこっとはこの私に惚ほれているという事かね有川君？」

　夕菜の足が、カーブを描いて末長の脛すねへと触ふれた。

「がっ」

　末長の身体からだが跳はね、廊ろう下かの上に転がった。

「い、痛いじゃないか有川君！」

「……バカバカしい。私は先に行くぞ」

　鼻を鳴らし、夕菜が靴くつ音を立てながら歩いていく。

　その頰ほおが僅わずかに赤く染まっている事に、一林は小さく苦笑を漏もらしていた。




　　　　◆




　背後から、起き上がった馬鹿が何か喋しやべりながら走ってくる。

　私のことで必死になる、阿あ呆ほうが後ろからやってくる。僅わずかに慌あわてふためき、それでも追いつこうと走る男。妙みような格好の、奇き妙みような男。

　だけど唯一、私と一緒にいてもいいと思える男。

　含み笑いは、やがて小さな笑顔となって夕菜の頰に刻まれた。




　ここには──私の居場所がある。




　夕ゆう菜なの掌てのひらで、小さな光が散った。

　それは心地よい、火花の感かん触しよく。













　　　──終──







　浅あさ草くさ千ち春はるは最近、一つ楽しみになった事がある。

　今年の転校生は、どんな生徒なのだろう。

　コンパスが東に向くのを眺ながめながら、千春はふいと視線を流す。

　隣となりに座る、生徒会長の姿へと。







　新学期の教室内は、いつものように騒さわがしい朝を迎えていた。今年もまたまた同じクラスになれた喜びに、男子生徒達が笑顔をばら撒まき笑っている。去年とさほど変わらない光景。

　でも、これを見るのも最後だろう。

　三年一組、高校最後の年を迎える浅草千春にとってみれば。

　耳を傾けると、去年とは微び妙みように変化のある言葉が聞こえてくる。今年も一緒に頑がん張ばろう。お前も色々頼んだぜ。受験問題とか彼女とか。

　あれから一年が経たった事が、肌はだを通して感じられる。受験。高校最後の年。

　千ち春はるがそんな感傷に浸っていたとき、教室のドアが音を立てて開かれた。

「はぁい、じゃあさくっと席についてね、みんな」

　生暖かい声と共に、ドアの奥からまたあの先生が姿を見せる。結局今年も同じ先生かと思いつつも、悪い気はしない。そして何となく、その理由も理解できる。

　先生の後ろには、不安そうに視線を漂ただよわせる女子生徒が立っていた。身長の低い、眼鏡めがねをかけた気弱そうな女子生徒。

　千春の隣となりに座る生徒会長が、眉まゆを小さく跳はね上げた。

「はい、担任の長なが峰みねです。という事で挨あい拶さつはさておき、今年もまずは転校生の自己紹しよう介かいから始めたいと思います。……あれ。去年も同じ事やったかしら。とりあえずどうぞ、春はる風かぜさん」

　春風と呼ばれた女子生徒が、長峰先生の言葉に押されおずおずと壇だん上じように立つ。

「あ、あの……初めまして。は、春風彩あやといいます。そ、それで……あの、」

　戸と惑まどいがちに口を開く転校生に、教室内の視線が集中する。春風は両手を胸元に当て、俯うつむきがちに視線を流していた。

　やがて春風の視線が、隣に座る生徒会長と静かに合う。

　千春が隣を見ると、生徒会長は小さく、頷うなずきを返していた。

　そして、

「あの、それで、私、実は……パラライザー、なんです、けど」

　教室内に一いつ瞬しゆん、ざわめきのようなものが走った。

　──けれどそれは畏い怖ふでも嫌けん悪おでもない、純粋な好こう奇き心しんから生まれる騒さわがしさ。中には「またですか」という声すら上がり始めている。

　春風は小さく戸惑いながらも、静かに頭を下げた。

「その……よろしく、お願いします」

　何か見えないものに怯おびえるような、けれどしっかりとした声と共に。

　その直後、隣に座る生徒会長がゆっくりと席を立った。

　彼女と同じ小こ柄がらな身体からだに、ショートの黒髪かみ。赤の校章を襟えりにつけた、堂々とした態度。

　花音かのん高校、現生徒会長──

「初めまして、春風さん。花音高校生徒会長にして、同じくパラライザーの有あり川かわです」

　悠ゆう然ぜんと答え、夕ゆう菜なは足を踏み出した。その動作に対し、周囲が自然な反応で夕菜から僅わずかに距離を取っていく。

　避さけている訳ではない。彼女に不用意に触さわらないための、それは最低限の間合い。

　夕菜はやがて壇上に辿たどり着くと、春風へと静かに手を差し伸べた。

「挨拶の前に、とりあえず噂うわさは聞いていると思いますが」

　下へ手たな咳せき払ばらいを挟はさみ、夕菜が言葉を続けていく。

「この学校には少々、変人が多くいます。史上最悪の変態が去年卒業したとはいえ、私の隣となりにいる浅あさ草くさ千ち春はるを筆頭に、パラライザー相手と知りつつ愉ゆ快かいに話しかけてくる変人が実に多い。そして、パラライザーである私」

　わざとらしく、夕ゆう菜ながため息をつく。周囲から苦笑が漏もれた。

「春はる風かぜさん。そんな私達──有あり川かわ夕菜とおせっかいな友人達が、相手でよければ」

　夕菜が小さな笑顔を浮かべ、そっと手を差し出した。

「ようこそ、花音かのん高校へ」

「……はい！」

　僅わずかに力のこもった返事。

　夕菜の差し出した右手を、彼女は静かに握にぎり返す。

　生徒会長の挨あい拶さつに、教室内から拍手が湧わき起こった。小さな笑い声や「会長、演技しすぎ」と小さな苦言。その声に、春風の手を握りながら眉まゆをひそめてにらみ返す。「黙だまれ」と響く一言と、鋭い瞳ひとみは一年経たっても相変わらず。

　その様子に、千春はくすくすと小さな笑いを零こぼしていた。




　机の脇に置かれたコンパスが、くるりくるりと東を向く。













　　あとがき







　本編を読み終えた方、もしくは本編スルー上等な読者様。初めまして、時とき田た唯ゆいと申します。この度様々な幸運に恵まれ、今回の初デビューとなりました。まずは手に取って頂けた事を嬉うれしく思います。

　本作品について簡単にお話ししますと、触さわると感電する女の子が主人公として登場します。

　バトルものですか？　必殺技とか黒魔ま法ほうサンダガとか撃うっちゃいますか？

　いいえ、主人公の周りに変な人がわらわら集まってがやがや騒さわぐ物語です。超能力バトル物ではありません。特別な力が大活かつ躍やくする近未来ＳＦでも、ミステリーでも、もちろん弾だん幕まくシューティングでもありません。

　強しいていえば普通であり普通でない話、です。

　普通の場所、普通の学校に、触ると感電する女の子が放り込まれたら？

　という所が今回の作品を書くきっかけとなりました。結果として変な人が登場したシリアス＆コメディな話になりましたが、そんな彼等を温かく見守って貰もらえれば作者としては幸いです。

　ちなみに作者は雷かみなりが好きで、外で雷らい雨うがごろごろ鳴っていると観察してしまう性しよう分ぶんです。稲いな光びかりが見えると喜びます。でも自宅で眺ながめるのは好きですが、外出時には雷が自分に落ちないか戦々恐々としつつ帰るので嫌きらいです。怖いです。ご都合主義ですね、そうですね。そんな時田唯を今後とも生暖かく見守って貰もらえればと思います。




　それでは最後に謝辞を。まずはとにかくお世話になっている編集の鳥とり居い様。何かと学習能力の低い作者にお付き合い頂きありがとうございます。墓ぼ穴けつを掘って頭を下げたい勢いです。

　イラストレーターのりちゅ様、素す敵てきなイラストありがとうございます。よくぞ夕ゆう菜なにアホ毛をつけて下さいました。墓穴は三メートルぐらい掘ってひれ伏します。

　そして、今まで応援してくださった某ぼうサイトの皆様方、メッセ等でいつも励ましてくださった皆様方（特にひつじ様）、本書作成に携たずさわれた全すべての方々。本当にありがとうございます。前ぜん方ぽう後こう円えん墳ふんを立てて頭を下げさせて頂きます。

　最後に、本書を少しでも手にとって頂けた全ての読者様に、改めて心からの感謝を述べたいと思います。本書を少しでも楽しんで頂けたら、私としてはこれ以上無い喜びです。

　それでは、またの機会に。





時田　唯
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時とき田た 唯ゆい

時田唯（ときたゆい）とは、人間によく似た架空の生物。物書き種ヒキコモリ科と思われ、主に鹿児島方面に生息している。生意気にも日本語を理解し時に小説家らしき行動を取るが、30分と持たず眠るため実際何をしているか不明である。
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イラスト／りちゅ

茨城県日立市出身。ＡＢ型。目玉焼きには醬油派。普段あまり絵を描かないため、今回の作業で簡単にペンダコができました。タコの部分を爪でカリカリすると落ち着くんですよ、奥さん。
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有あり川かわ夕ゆう菜なの抵てい抗こう値ち
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